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天

伯

遺

跡

緊

急

発

掘

調

査

概

報

南

箕

輪

村

教

育

委

員

会

私
ど

も
の
生

れ
育

っ
た
南
箕
輪
村

は
、
東
に
天
竜
川

の
清
流

を
ひ

か
え

、
西

に
経

ケ
岳
の
麗
峯
を
望
む
自
然
の
美
し
さ
に
恵
ま
れ
た
土

地
で

、
昔
か
ら
農
業
生

産

の
豊

か
な
村
で
あ
り
ま
す

。
こ
の
土
地

か
ら
し
ば
し
ば
古
代
の
土
器
や
石
器
が
出
土
す
る
こ
と
か
お
り

、
大

か
か
し
か
ら
栄
え
た
場
所
で

あ
っ
た
と
い
う
こ
と

を
想

像
し
て
い
ま
し
た
。
昭
和
三
十
三
年
全
国

に
有

名
に
な
っ
た
神
子
柴
遺
跡

が
上
伊
那
詰
歴
史
班
の
勁
生
方

に
よ

っ
て
発
見
さ
れ
て

、
今
か
ら
一
万
年

も
前

に
す
ぐ
れ

た
石
器
文
化
が
こ
の
地
に
育

っ
て
い
た
こ
と
が
立
証

さ
れ

、
私
ど
も
の
誇

り
と
感
じ
て

い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
他
に
も
た
く
さ
ん
の
遺

跡
が
村
内

に
あ

り

ま
す
が
、
余
り
学
術
調
査

さ
れ
た
こ
と

は
な
く

、
そ

の
様
子

に
つ

い
て
は
く
わ
し

い
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
中
で

も
塩
の
井
の
天
伯
遺
跡

は
特

に
大

き
な
遺
跡
で

こ
の
村

の
大

切
な
文
化

財
の
一
つ
で
あ

り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
す

ぐ
れ
た
文
化
財
を
行
政

上
か
ら
も
守
ら
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
叫
ば
れ
、
本
村

に
お
い
て

も
文
化

財
保
護
条
例

を
制
定

し
よ
う
と

し
て

い
た
矢
先

に
、
塩
の
井
土
地
改

良
区

の
水
田
造
成
事
業
が
計
画

さ
れ
実
施
さ
れ
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
当
委
員

会
は
緊
急
に
そ
の
保
護

を
行

な
う

べ
く
関
係
者
と
協
議

し
た
結
果
、
県
教
育
委
員
会

の
指
導
を
得
て

、
着
工
前
に
学
術
的
な
発

掘
調
査
を
実
施
し
て
、
記
録
と
し
て
保
存
す
る
策
を
講

じ
た
次
第
で
あ

り
ま
す

。

開

田
事
業
の
着
工

を
二

十
日

後
に
ひ
か
え
た
四

月
二

日

、
県
の
指
導
に
依
る
調
査
団

を
編
成

し
文
字
ど
お
り
緊
急
発

掘
調
査
事
業
を
開
始

し
、
春
雪

の
残

る
広
大

な
黒
土

を
掘

り
お
こ
し
て
懸
命

な
調

査
が
進
め
ら
れ
た
結
果

、
数
子
年
間

こ
の
地
中

に
眠

っ
て

い
た
縄
文
時
代
や
古
墳
時
代
の
人

々
の
家

の
跡
が
た
く

さ
ん
に
地
上

に
姿

を
現

し
た
の
で
あ

り
ま
す
。
発

掘
も
終

り
に
近
い
四
月
十

七
日

、
十
二
号

ト
レ
ン
チ
の
第
一
号
住
居

址
か
ら
須
恵

器
の
大

甕
や

、
土
師
器
の
甕

、
皿
な
ど
の
完

形
品

が
、
竪

穴
の
カ
マ
ド
を
中

心
に
し
て
十
数
点

が
並

ん
で
出
土

し
た
と

き
は
、
参
観

者
も
調
杏一
員
一
同

も
感
歎

の
叫

び
を
挙
げ
た

こ
と
で
し
た

。

発

掘
終
了

後
も
文
化

財
保
護
委
員

会

記
念
物
課
亀
井
技
官

の
来
村

も
あ
り

、
調
査
員
の
先
生
方

の
御
努
力
に
よ
り
発

掘
品

の
整
理
や
復
元

が
行

な

わ

れ

、

藤

沢

、
林
両
先
生
を
中
心
と
し
て
報
告
書
原
稿

の
執
筆
も

進
み
ま
し
た

の
で

、
こ
れ

を
上
伊
那
郷
土
研
究
会

の
ご
配
慮

に
よ
り
［

発
掘
調
査
概
報
］
と
し
て
刊
行
で
き

る
運

び
と

な
り
ま

し
た

の
は
ま

こ
と

に
感

銘
の
ほ
か
は
あ

り
ま
せ
ん
。

刊
行

に
当

り
、
緊
急
発

掘
事
業
に
つ
い
て
懇
切
な
御
指
導

と
補
助
金

を
御
配

慮
戴

い
た
国

の
文
化
財
保
厠
委
員
会

な
ら
び
に
県
教
育
委
員
会

、
発
掘

か
ら
報
告
書

執
筆
ま
で
終
始
御

努
力
く

だ
さ
っ
た
藤
沢

宗
平
先
生

は
じ
め
調
査
員

の
方

々
、
問
題
発
生

当
初
か
ら
こ
の
解
決

に
奔
走

し
、
終

末
ま
で
御
指
導

く
だ
さ
っ
た
林
指
導

｀

主
事

は
じ

め
上
伊
那
教
育
事
務
所
の
方

々
、
財
政
上
絶
大

な
御
配
慮
を
く
だ
さ

っ
た
村
当
局
（

村
長
征
矢
吉
郎
氏
）
は
じ

め
同
僚
各
位

、
ま
た
発
掘
事
業

の
運
営
全



一

一

体
に
わ
た
っ
て
御
支
援

を
戴

い
た
調

査
会
役
員

の
方
々

、
さ
ら
に
積
極
的

に
問

題
解
決

に
御
協
力
く
だ

さ
っ
た
塩

の
井
土

地
改
良
区

の
方

々
（
委

員
長
穂
高
昇
氏
）

進
ん
で
労
力
を
提
供
し
て
く
だ

さ
っ
た
地
区

の
方

々
（

代
表

塩
の
井
分
館
長
征
矢
広
行
氏
）

や
小

、
中
学

校
職
員

生
徒
の
方

々
、
そ
の
他
熱
心

に
御
協
力

い
た
だ

い

た
多
く
の
方

々
に
感
謝

申
し
上
げ
る
と
共

に
、
こ

の
す
ば
ら
し

い
天

伯
遺

跡
の
出
土
品

が
永

く
大

切
に
保
護
さ
れ

、
後
世
の
人

々
の
教
育
上

に
活
用

さ
れ
て

い
く
よ

う
念
願

し
て

や
ま
な
い
次
第

で
あ
り
ま
す

。

昭
和
四

十
三

年
二

月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
元

教
育
長
　

原
正

秋
　

・
現
教
育
長
　

馬
場
利
光

）

一

、

遺

跡

の

環

境

に

つ

い

て

天

伯
遺
跡
は
、
長
野
県
上
伊
那
郡
南
箕
輪
村
大

字
塩
の
井
六
〇

一
番
地

か
ら
六
四
五

番
地

に
お
よ
ぶ
約
五
燧

の
地
域

に
在
る
。
飯
田
線
北
殿
駅
の
西
北
方
へ
約
五

Ｏ

Ｏ

び
の
段

丘
上
に
塩
の
井
部
落
か
お

る
が
、

そ
の
北

側
に
隣
接

し
た
畑
地
が
遺
跡
の
中
心
部
で
あ

る
。
こ
こ
に
立
っ
て
囚
方
を
眺
め
る
と
、
東
方

は
天
竜
川

の
広

い
沖
積
面
を
眼
下

に
望
み
そ
の
向
う
に
、
相
対
す

る
福
島
段

丘
崖
と
、
そ
の
背
後

に
摺
の
多

い
伊
那

山
地
。
こ
れ
を
圧

し
て
天

空

に
言

び
え

る
赤
石
山
脈

の
北
端

、

仙

丈
岳
、
東
駒
ヶ
岳
の
麗
峰
を
眺

め
る
こ
と

が
で

き
る
。
西

方
は
、
木
曽
山
脈
の
北

端
、
経

ヶ
岳

が
七

び
え
、
北
方
、
南
方

は
遠
く
ひ

ら
け
て
伊
那
盆

地
の
段

丘
と

天

竜
川

の
貫

流
す

る
様
千

加
手

に
取

る
よ
う
に
見
え
る
。
こ
の
よ
う
に
眺
望

の
よ
い
、
木
遺

跡
の
状
況

を
地
形

的
に
見
て
み
よ
う
。

諏
訪
湖
を
源
流
と
す
る
天

流
川
は

、
湖

口
か
ら
す
で
に
伊

那
山
地
の
北
端
山
塊

か
こ
似
っ
た
小
渓

谷
を
西
南
方
に
流
れ
出
し
て

い
る
が
辰
野
町
付
近
で

、
横
川
と
合

流
し
方

向
を
変
え
て
広

い
盆
地

の
中
央
部

と
南

流
す
る
こ
こ
上
伊

那
郡
辰
野
町

か
ら
伊
那
市

北
部
に
至

る
伊
那
盆
地

の
最
北
部

の
地
域

で
あ
る
が
、
特

に
右

岸
は
、

経
ヶ
岳
（
二
二

九
六
・
三

回
）

か
ら

流
出
寸
ノ
し
小
河
川

に
ょ
っ
て
大
小

の
扇

状
地
が
形

成
さ
れ
、
こ
れ

を
切

っ
て

流
れ

る
天
竜
川

の
作
用

で
数
段

の
河

岸
段

兵
か
発

達
し
て
い
る
。
加
え
て
、
天

竜
川
の
沖
積
面
は
広

く
、
箕
輪

町
松

島
付
近
で
は
、

ま
と
ま
っ
た
沖
積
面
を
形
成
し
て

い
る
。
天
伯
遺
跡
は

、
こ

の
箕

輪
沖
積
而

の
南

端
部
に
洽

っ
た
段
丘
上
突
端
部
（
標
高
七
一
〇
口

）
に
所

在
す
る
わ
け
で
、
天
竜
川

と
の
比
高
約
五
Ｏ
Ｍ

を
示
し

、
背
後

に
経

ヶ
岳

と
そ

の
間

に
展
開
す

る
大

泉
扇

状
地

を
背
負

っ
て

い
る
自
然
条
件
の
よ
い
土
ヤ
ヘ
ハ

乙
。
南
側
、
北
側

を
小

沢
に
ょ
っ
て
切
ら
れ
て

い
る
の
で
、
東
向
き

の
小
台
地
上
地
形
と

な
り
、
扇
端
部

の
豊

富

な
湧
水

に
恵

ま
れ
て

い
る
。

こ
の
地
域

の
地

層
は
、
比
較
的
よ
く
研

穴

ゲ
れ
て

卜
る
の
で
、
そ
れ

に
ょ

っ
て
大
要

を
乱
す

こ
と

に
し
よ
う
。
前

に
述

べ
た

よ
う
に
経

ケ
岳
山
麓

に
発
達

し
た
大

泉
川

の
扇

状
地
は
、
天

竜
川
の
下
刻
作
川

に
ょ

っ
て
数
つ

の
河

岸
段
丘

を
形

成
し
て

い
る
が
、
上
位

か
ら
、
大

泉
、
神
子
柴

、
南

殿
、
木
下

の
各
段
丘
に
わ
か
れ
、

四

段
に
大

別
さ
れ
て
い
る
。
天

伯
遺
跡

は
、
南
殿

面
に
相
当
す
る
尹
丘
面
の
突
端
部

に
位
置

し
、
遺

跡
の
西

端
は
、
神

子
朧
段
丘
崖
下

に
あ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の

南

殿
段
丘
を
構
成
す
る
地
層
は
次
の
よ
う
で
あ

る
。
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大

泉
扇
状

地
下

に
は
、
伊
那

盆
地
Ｏ

玉

要
埃
積
層
で
あ

る
と
こ
ろ
の
荒
神
山

累
層
（
臨
嶺
累
層
）
か
お
り
、
そ
の
上

に
、
御
岳
火
山

に
由
来
す

る
信
州

ロ
ー

ム
層
が
七
び
余
も
堆
積

し
て

い
る
が
、

そ
の
上
部

は
厚

い
南
殿
岬
層

が
介
在

し

そ
の
上
部

に
氷
河
期
最
末

期
の
火

山
灰

降
下

を
示
す
新
期

ロ
ー
ム
層
（
第
四
・

第
五
浮
石
層

を
も

つ
）

が
堆
積

し
て
い

る
。
地
表
は
、
現
在
黒
色
土
層

六
〇
珍

内
外

に
朧

わ
れ
て

い
て

、
宍
菜

、
果

樹

園
と

し
て
利
用

さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
坤
形

と
地
質
を
其
礎
と

し
た
天
伯

地
籍

は
、
自
然
一‥
几

の
奸
条

件

に
恵
ま
れ
た
た
め
八
、
古
く
か
ら
人

類

が
住

み
つ
い
て

い
た
の
で
あ

る
が
、

て
し
目

を
南
箕

輪
村
全
休
に
転
じ
て
み

よ
う
。
本
村
は
全
般
的
に
、
遺

跡
が
き

わ

め
了

。レ
く

。
ロ
ベ

仁
ヤ

｛
バ
レ

ル
下

有
数
で
あ

る
Ｊ

こ
れ

は
、
前

に
沁

べ
卜

づ
……｝、乙
し
二
河
寸
以
丘
地
帯
を

。リ
お
て

い
る
こ
ケ
ハ
言

さ
な
原
因

で
あ
ろ
う
。

上
ゾ
バ
最
古

の
戸

川
と
い
ヤ
ユ
ろ
神
子
引
蝋

跡
は
、
天

伯
遺

跡
の
門
円
方

釣
三
よ

の
大

京
○

仁
山
の
突
端

に
あ

っ
て

、
且

く
も
一
万
仁
前

に
寸
ぐ
れ
た
石
器
文
化

を
営

ん
で

い
た
こ
と
で
有

名
で
あ

る
が
、
今

か
ら
八
千
年
前
の
絹
文
時
代
早
期
の
遺
物
も
そ

こ
に
発
見
さ
れ
て

い
る
。
続

い
て
回
文
時
代
爪
期

Ｏ
遺
剛
士

大
清
水
沢

の
一
部
に
発
見

さ
れ
て

い
る
。
白
二
巾
期

し
二
心
に
よ
る
と

、
久

保
の
皿
外

、
臨

の
＃

Ｏ
天
伯

白
向
八
外
・
出

の
抑

二
入
余

の
経

塚
、
北
殿

の
二
号
汽
外

工

万
宮

・
秋

芙
社

、
回
殿
Ｏ
言

の
上

、
句
子
咋

の
大
卜
上

、
肖
副

⑤
バ
ド
什
近
に
ま
で
胴

琵
り
、
そ
の
節
号

ぶ
り
か
示

し
て
い
る
が
、
こ
Ｏ
う
七
殼

大
の
も
の
は
、
天

帽
と
言

の

三
　
工

で
あ
ろ

う
。
三

文
後

期

に
な
る
と
平
隔

几

仏
少

く
な
り

、
北
口

の
西
回
外

、
久
保
の
天
王

森

、
塩
の
井
の
吏
区
藪

等
に
若

子
見
出

さ
れ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に

狩
猟

、
漁
川

中
心
Ｏ
生

首
の
た
め
か
、
大
京
面

率
南
殿
面
以

上
Ｏ
七

丘
に
生

辰
し
た
ら
し
い
。
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今

か

ら
ニ

ア

テ

ド

ど
引

ソ

い
生

恍

卜

に
こ

っ
こ
、
米

ト

レ

ヅ
ヤ

・

か
ん

に

ベ

フ

た
た

め

か
、
久

保

の
丸

山

、

南

殿

の

北

万
外

、
塩

ヤ

レ
の

回
姐

外

、
北

飯
石

レ

且

あ

仁

り

か

ら

い

づ

か
発

見

巡
れ

て

お

り

、

天

白

川

二

近

卜
仁

レ

段

丘
上

に

進
出

し

て

く

る
よ

う

卜

戸

筧
　

日

本

り
国

が
成

卒

し

て
く

る
古

斌

ズ
化

以

降

に

な

る

と

、

塩

の

井

目
列

バ
、
向

戸

川
ｏ

Ａ

人

塚

、
久

。‐い
の
丸

レ

ゾ
ハ
、一。・
。・Ｉ
一
林
。
一
押
一十
匹

ｏ

官

の
下

二

づ
、
・削

殿

の

宮
・り
上

の

よ

う

に

、
現

在

信
子
洛
の
営

宍
江

ろ

あ

た

り

一

面

に
分

㈹

し

、
水

田

新
作

バ
に
け

で

な
く

、
畑

作

農

耕

が

発

展

し

て

き

た

よ

う

す

を
う

か
が

う

こ

ベ

ヤ
∇

ず

ぃ
。

こ

の
中

に

、
天

伯
遣

跡

を
置

い

て

み

る

と

き

、
二

つ

の
特

性

か
も

っ
て

い

る

こ

と

が

わ

か

不

。

一

心
卜

祀

二

時

代

中

期

に

蛮

栄

レ

ド
（

ｌｌ……
い・
。
。卜一

ノ
ノ

ソ
ーバ
に

い
く

つ

か

の
優

れ

仁
土

仰

を
出

土

し

て

い

る

こ

と

か

ら

、

や

は

り

こ
ｏ

り
ド

ド
ド
］

安

九

だ
小

集

落

宍

’

」
回
存

在

で

あ

っ
た

こ
と

を
う

か

が
う

こ
と

が

で
き

る

。

こ

れ

は

、
天

竜

川

に

直

沈
良

計

高

か

ご
八

っ
て

や

や

独

立

し

江
　

づヤ

犬

し

か

も

浪
背

地
ｏ

平

原

か
広

く

、

湧
水

が

豊

か

な

東

向

き

の
台

地

と

い

う

自

然

条

件

Ｔ

几

め

で

あ

ろ

う

。
ま

Ｅ
ケ

つ
は

、
古

墳

時
代

に

お

い

て

も

や

は

り

す

ぐ

れ

た

集

落

が

つ
く

ら
れ

て

い
た

と

い
う

こ

と

で

あ

る

が

、
こ

の
場

合

は

祀

文

時

代

と

性

格

を
異

に

し

て

い

る

。

そ

れ

は

、
箕

輪

遺

跡

と

の
関

係

に

つ

い
て

で

あ

る

。
昭

和

二

十

七

年

二

月

、
伊

那

土

地

改

良

区

に

よ

る
耕

地

整

理

事

業

が

、
箕

輪

町

の
木
下

か
ら

南

箕

輪

村

久

保

に

か

げ

て

の
水
ｍ

地
帯

で
実

施

さ
れ

た
際

、

弥
生

式
土

器

、
土

師

器

、
須

恵

器

と

と

も

に

、

田

舟

、
田

下

駄

、
鋤

な

ど

の
木

製

品

が

多

数

発

見

さ

れ

、
更

に

お

び

た

だ

し

い
木

柵

列

が

発

見

さ

れ

、
そ

の

総

延

長

四

、
三

七

五

び

に
及

ん
だ

と

い
わ

れ

る

。
現

在

、
県

指
定

史

跡

と

な

っ
て

い

る
王

墓
古

墳

が

松

島

町

北

部

に
厳

然

と

存

在

し

て

い

る

が

、

そ

の
頃

か

ら
箕

輪

一
帯

の
水

田

が

開

拓

さ

れ

、

豊

か

な

農

耕

生
活

が

営

ま

れ

て

い

る
こ

と

が

わ

か

っ

た

の

で
あ

る

が

、

こ

の
古

代

農

耕

地

を
示

す

遺

跡

は

、
本

村

の

久

保

や

塩

の

井

の
下

水

田

地

帯

に

か
け

て

ひ

ろ

が

っ
て

い

た

ら

し
く

、

こ

の
時

、

久
保

下

か

ら

田

舟

、

鋤

、

塩

の

井

か

ら

田
下

駄

が

出

土

し

て

い
る

。

こ

の

こ
と

か

ら
古

墳

時

代

か

ら
平

安

時

代

に

か
け

て

、

「

み

の

わ

」

一

帯

に

た

く

ま

し

た

農

耕

生

雌

経

済

か

中

心

と

し

た

生

柚
回

が
形

成

さ

れ

て

お

り

、

し

た

が

っ
て

天

伯

遺

跡

は

、
そ

の
主

要

な

集

落

の

一

つ
で

あ

っ
た

こ

と

か
推

察

で

き

る

の

で
あ

る

。
平

安

時
代

に

「

倭

名

抄

」

に
記

載

さ

れ

た

［

信

濃
国

諏

訪

郡

美

和

郷

］
は

こ
の

一

帯

か

指

す

も

の
で

あ

ろ
う

。

天

伯

瓶

跡

一

帯

に

、
土

州
改

良

工

事

か
加

え

ら

れ

る
こ

と

か

聞

い
た

時

、
私

は

非

常

な
驚

き

に
打

た
れ

た

が

、

そ

の

驚

き

の
囚

に
あ

っ

た
重
躾

且

は

、
黙

は

こ

の

二

つ

の

特

性

に
あ

っ
た

の
で

あ

る

。

両

来

、
南

其

卜
村

教

育

委

員

会

や

閏

係

者

と

、

こ

の
遺

跡

の
救

済

に

つ

い

て
事

前

協

議

を
重

ね

た

結
果

、
村

が

主
体

と

た

っ
て

記

録

保

詐

本

業

を
実

施

す

る

こ
と

に

な

っ

た

の

で

、
国

や

県

の

補
助

金
交

付

に

踏

み

切

っ
た

の

で

あ

る
。

遺

跡

の



フ マ ，

保
護

は
、
工

事
者
が
責

任
を
も
っ
て
自
ら
行
う
こ
と
が
現
代

の
た
て

ま
え
と

な
っ
て
い
る
が
、
土
地
改
良
事
業
、か
零
細
な
個
人

企
業
の
集
合
体

に
よ
る
事
業
で
あ

る

こ
と
も
補
助
金
事
業
と
し
た
一
つ
の
理
由
で
あ
る
。
ま
た
村
教
育
委
員
会

が
主
体
と

な
っ
て
実
施
す

る
意
義
を
認
め
た
か
ら
で
も
あ
る
。
南
箕

輪
村

と
し
て
も
、
教

育
行
政
上

、
大
き
な

エ
ポ

。
ク
を
画

し
た
こ
と

に
な
ろ
う

。
し

か
し
現
実

は
予
算
面
で
も

、
し
ば
し

ば
障
害

に
突
き
当
り

、
記
録
保
存

も
不
可
能
と
思
わ
れ
た
が

、

文
化
財
保
護
委
員
会
記

念
物

課
担
当
の
方
々
の
努
力
も
あ

っ
て
実
現

の
運

び
と

な
っ
た

。

着
工

を
目
前

に
ひ

か
え

て
の
協
議

、
補
助

金
申
請

、
発

掘
準
備

、
調
逞
団
編
成
と
ま
こ
と
に
緊
急
そ
の
も
の
で
進
渉
し
た
の
で
、
発

掘
調
査
実
施

に
あ
た

っ
て

さ

ま
で

の
困
難

が
伴
っ
た

の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
調

査
団

の
真

摯
な
努
力

に
ょ

っ
て
、
次

に
記

さ
れ

た
よ
う
に
こ
の
貴
重

な
、
原
始

、
古
代

の
大
集

落
の
姿

が
記
録

さ

れ

た
の
は
、
せ
め
て
も
の
幸
い
で
あ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
林
　
　

茂
樹
）

二
、
発
掘
に
い
た
る
ま
で

埋
蔵
文
化
財

の
遺
跡
地
と

し
て
世
上

に
現
れ
た

の
は

、
大
正
十
五
年
三
月
鳥
居
竜

蔵
博
士
著

の
「
先
史
及
原
史
時
代

の
上
伊
那

」
（
一
五
七
頁
第
五
図
）

に
登
載

さ
れ

、
そ
の
後
上
伊
那

誌
歴
史

篇
（
五

九
頁
）

経
文

中
期
出
土

地
点

表
、
中
期
初
頭
型
式
土

器
、
加
曽
利
Ｅ

式
土

器
、
同

写
真

等
に
よ
り
紹
介

さ
れ

て
き

た
。
今
回

こ

の
遺
跡

が
土

地
改

良
事
業
に
よ
り
開
田
さ
れ
る
に
当

り
、
地
元
塩

ノ
井
土

地
改

良
組
合

よ
り
、
南
箕
輪
村

教
育
嶮

貞
会

ぐ
遥
に
て

、
岫

川
口

を
捉

出

し
れ

た
の
で

次
の
様
な
協
議
を
行

っ
た
。

そ
れ
以
前
に
し

頂
七
言
神
子
柴
遺
跡
を
白
土

会
社
が

、
地
下

に
あ

る
良
質
の
白
土
掘

さ
く

の
話
が
あ

っ
て

、
県
ｏ

林
茂
惨
指
導
主

事
に
直
絡
を

し
、
色

々
指
示

が

あ
り

、
そ
の
為
＼（（

村

世
ら
且

卜（
づ
に
こ

の
天
伯
遺

跡
の
開
田
事
業

の
話
を

し
、
取
扱

い
に
つ

い
て
詳

し
い
指
導

を
受
け
た

が
、
本
村

に
文
化
財

保
二

に
関
す
る
委
員

令

か
ま
だ
構
成

レ

サ

‘、
い
ゲ

か
っ
た

の
で

、
一
月
二
十
七
日
教
育
委
員
会
を
開
き

、
文
化
財
保
護

の
為
の
委
員
会
の
構
成

に
つ
き
村
灸
例
の
口
定
か
村
当
局
に
回
請

し
た
。
ま
た
県
教
不

言
只
会

・
杵
指
導

主
事
に
米
村
願

い
、
協
議

す
や

乙
と
も
に
発

振
調
査
の
運
営
に
つ
い
て
細
か
い
指
導

を
見
合

、
い
助

金
に
つ
い
て
の
要
請

も

行

っ
た
。

二
月

一
日
　

文
化

財
７
口

早

只
と
し
て
、
ぺ
の
方

々
か
晏

頂
し
ま
し
た
、
前
巌
、
征
矢
正

成
、
沢
田
清

、
づ

べ
博
之

萌
、
清
水
文
治

、
加
白

自
雄

、
小

島
巌
。
そ

こ
で
い

年
度
伊
那
市
教
育
元
二
目
会

万
に

口
柚
願
蝸
蝸
に

」
か

、
筒
輪

町
七

は
　
［
菅
野
高
原
飛
跡

］
か
発
掘

し
て

お
っ
た
の
で

、

伊
那
教
育
事
務
所
武
井
浙
主
事
よ

り
参
万
言

類
等
を
片
Ｍ

卜
言
り

、
千
ヤ

言
に
つ
き
直
口
指
導
を
戴

い
て
苛

々
そ

の
準
備

に
か
か
っ
た
。

発

袖
現
社

貢
任
者
二
友
野
仁
一
氏

を
委
川

し
て
Ｉ乙一（（
一‐｛
し
て
戴
き

、
具
俗
的

か
話

を
聞
き

、
計
画
書

を
作

成
卜
ま
し
牝
。
二
月
四
日

こ
ｏ

辻

川
書
を
㈹

乱
し
て

、
友

野

、
太
田

、
御
子
卜一．ｙ．、
根
言
氏

に
各

々
委
に

言

サ

ド
ル
し
て
協
力
を
お
願

卜
し
ま
し
趾
。



Ｚ ぺ゙I

同
日
午
後

一
時

よ
り
塩

ノ
井
公
民
館

に
出

向
し
て
、
地
主
全
員
出
席
し
て
貰

い
今
回
門
田
事
業

に
先
立

っ
て

ね
こ
な
う

、
発
相
調
査

に
つ
き

そ
の
説
明
会

と
地
元

の
皆
さ
ん
に
協
力

を
お
願

い
し
ま
し
た
所

、
よ
く
理

解
を
さ
れ
て
協
力
を
し
て
く
れ
る
力
強
い
言
葉

を
き

い
て
意
を
強
く

し
て
帰

っ
た
次
第
で
す
。

天

伯
地
籍
発

絹
同

意
書
の
地
主
（

敬
称
を
略
す
）

穂
高
昇

、
穂
高

清
成
、
加

藤
明

治
、
征
矢
三

郎

、
征
矢
守
三

郎
、
征
矢
千
尋

、
征
矢
清
人

、
征
矢
広
行

、
征
矢
金
雄

、
征
矢
孝
治

、
征
矢

紀
臣

、
征
矢
正

成
、

征
矢

唯
義
、
征
矢
奸
郎

、
征
矢
友
衛

、
征
矢
芳
人

、
征
矢

吉
郎

、
征
矢

唯
次
郎

、
征
矢

紀
元
　
以
上

二
月

六
目
　

教
育
委
員
会

、
文
化
財
専
門
委
員
会
合
同
会
議

に
ょ

り
、
計
画
書

に
も
と
づ
く
打
合
せ
を
行

な
い
、（

ノ
ゾ
少
岸
八
白
太
田
、
御

子
柴
両
氏

が
出

席
さ

れ
、
詳
し
い
爪
明

と
細

卜
注
意
な
ど
あ
り
、
小

学
校
天
野
教
頭

、
中

学
校
有

賀
先

生
も
出
席

言
江

、
生
什
八

協
力

に
つ

卜
て
打
合
せ
を
お
こ
な

っ
た
。

こ
の
発

掘
用
言
は
土
地
改
良
に
よ
る
開
田
が
円
十
二
年
度

に
は
作
付
け

を
し
た
い
と

い
う
急

を
暉
す

ツ

」
と

て
あ
っ
た
の
で
、
本
当

に
全
忽

し
づ・。・ｙ
．一。一（
な
の
で
諸
般

の
準
備
に
有

賀
委
員
長

と
相
談
の
上
、
前
教
育
長
征
矢
正

成
氏

に
専
ら
書
類
手
続

を
お
願

い
し
毎
日
出

勤
し
て
戴
き

、
発

掘
準
備

の
為

の
諸
道
具
万

端
を
示
備
す

る

為

、
征
矢
広
行
氏

に
連
日
出

勤
し
て
こ

の
事
に
当

っ
て
貰
っ
た
。

二
月

九
日

夜
か
ら
十
日
昼
ま
で

に
積
雪
三

十
づ
以
上
と
な
り

、
四

月

に
延
期
す

る
０

や
打

な
き

に
至

っ
た
。
こ

の
間

、
次

の
二
う
な

発
柚
調
三
会

の
編
成
か
行
わ

れ

た
。

二

発

掘
調
査
会
の
編
成

会
　
　
長

副

会

長

″

幹
事

事
務
局
長

事
務
指
導

参 参 参

与 与 与

征

矢

吉

郎

馬

場

明

治

有

賀

録

男

原武

井

正

秋孝

城

取

武

雄

伊

東

嘉

造

長

田

国

広

二

、
協
　
　

力
　
　

員

穂
高
昇
土
地
改

良
組
合
長

並
組
合
員
各
位

征
　
矢
　

広
　

行
（

塩
ノ
井
分
館
長
）

村
長

助
役

教
育
委
員
長

教

育
長

上
伊
那
教
育

事
務
所

主
事

教

育
委
員

教

育
委
員

教
育
委
員

参 参 参 参 参 参 参

与 与 与 与 与 与 与

征

矢

一一一

沢 清 征 堀清

水 田 水 矢

博 正文

加

藤

貞

小

島

郎
（
同
区

長
）

加

藤

忠

Ｊ

成 巌

之
助清治夫巌

（

村

青

年

会

長

）

文
化
財
委
員

文
化
財
委
員

文
化
財
委
員

文
化
財
委
員

文
化
財
委
員

文
化
財
委
員

文
化
財
委
員



七

吉

沢

初

白

鳥

武

清

水

幹

美
（

村
婦
人
会
長
）

雄
（

村
中
学
校
長
）

男
（
同
教

論
）

二

、
調
　
　

査
　
　

団

団
長
（

担
当
者
）
藤

補
　
　

佐
　
　
　

林

調

沢
　

宗茂

毫

団
員
（

現
地
責
任
者
）

友
　

野
　

良

7z　 ｚ７　 ７７　ﾉ ７

太
　
田

御
子
柴

根
　
津

長
　
瀬

平樹"保

泰

正

清

志

康

明

ご
プ

発
掘
調
査
の
経
過

松

本
深
志
高
校
教
論

県

教
育
委
員
会

指
導
主
事

伊
那
建

設
事
務
所

宮
田
村

伊
那
市

伊
那
市

東
春
近
小

教
論

囚
月
二
日

午
前
九
時
有
賀
録
男

、
有
賀
殿
夫

、
征
矢
正

成

、
加
藤
貞
雄

、
征
矢
広
行

、

小
島
巌

、
城
取
武
雄

、
征
矢
唯
義

、
堀
巌

、
伊
東
嘉
造

、
清
水
博
之
助

、
征
矢

三
郎

、
沢
田

清

、
穂
高

昇

、
友
野

良
一

、
根
津

清
志

、
柴

登
巳
夫

、
林

賢

立
合

に
て

前
回

の
分

布
調

査
の
折

り

特

に
遺
物

の

散
布
状
況

及

び
耕
作

時
遺
構
等
出
土

し
た
地
点

並
び
に
、
地
形
的

な
ど

の
条
件

を
加
味

し
て

、
本
遣

有

賀

史

唐

沢

安

罰
査
団
員

調
査
福
助
員

調
査
員

”　 〃

事

務

員

夫
（
同

上
）

幸

小

川
頌

守
　

人

登
ヒ
夫

有 北 清 清 唐

賀 条 水 水 沢

殿　 好 良

夫 潔 一 平 保

ヽ
箕
輪
町

箕
輪
高
校

伊
那
市

村
建
設
課
長

″
　
悍
長

″
　
課
員

村
教
育
委
員
会

（
天

伯
遺
跡
発

掘
調
査
事
務
局
長
　

原
正
秋
）

跡
を
七
調

査
地
区

に
区
分

し
、
ト
レ
ン
チ
三
五
本
を
設
定
す
る
こ
と
と
し
た
。

午
後
四
時
十
五
分
計
画

さ
れ

た
全
予
定

の
作
業

を
終

る
。
終
了
後
塩
ノ
井
公
民

館

に
お
い
て
今
後
の
発

柏
に
つ
い
て
打
あ
わ
せ
会
を
行
な
う
。

四
月
十
囚
日

本
日

よ
り
本

格
的

な
発

掘
が
開
始

さ
れ
る
。

午

前
九
時
、
藤
沢
宗
平
団
長
到
着

。
団
員
友
野

良
一

、
根
津
清
志

、
柴
登
巳



ノベ

夫
、
林
賢
、
調
査
補
助
員
伊
藤
邦
人
、
唐
沢
保
、
文
化
財
委
員
長
征
矢
正
成
、

同
副
委
員
長
小
島
巌
、
委
員
堀
巌
、
清
水
博
之
助
、
沢
田
清
、
加
藤
貞
雄
、
教

育
委
員
長
有
賀
録
男
、
委
員
城
取
武
雄
、

伊
東
嘉
造
、

塩
ノ
井
区
長

征
矢
三

郎
、
同
代
理
征
矢
唯
義
、
塩
ノ
井
分
館
長
征
矢
広
行
、
土
地
改
良
委
員
長
穂
高

昇
、
塩
ノ
井
婦
人
会
長
征
矢
す
み
子
、
同
副
会
長
征
矢
み
よ
子
、
村
公
民
館
主

事
有
賀
殿
夫
、
神
子
柴
分
館
長
中
山
銀
子
郎
、
南
原
同
林
正
武
、
久
保
同
丸
山

芳
人

、
役
場
職
員
北
条
力
、
一
般
征
矢
憲
、
南
箕
輪
中
学
校
教
諭
有
賀
史
夫
、

清
水
幹
男
、
原
厚
子
、
阿
部
忠
雄
、
生
徒
五
八
名
、
伊
那
北
高
等
学
校
生
徒
二

名
、
箕
輪
同
生
徒
五
名
、
辰
野
高
等
学
校
教
諭
今
井
浩
太
郎
、
矢
沢
良
二

武

井
敏
男
、
南
箕
輪
中
学
校
教
諭
矢
島
修
、
中
村
国
介
、

唐

沢

安
幸
、
一
般
吉

村
進
、
伊
藤
征
。

天
伯
遺
跡
調
査
委
員
長
の
拶
挨
、
調
査
団
員
の
紹
介
、
友
野
団
員
の
発
掘
上

の
注
意
、
団
員
の
各
ト
レ
ン
チ
担
当
、
第
一
調
査
地
区
第
一
ト
レ
ン
チ
～
第
三

ト
レ
ン
チ
友
野
団
員
担
当
、
第
二
調
査
地
区
第
四
ト
レ
ン
チ
～
第
七
ト
レ
ン
チ

根
津
団
員
担
当

、
第
三
調
査
地
区
第
ハ

ト
レ
ン
チ
～
第

ニ

ト
レ
ン
チ
伊
藤
邦

人

、
唐
沢
保
両
氏
担
当
、
第
四
調
査
地
区
第
ニ

フ

レ
ン
チ
～
第
一
七
ト
レ
ン

チ
柴
団
員
担
当
、
第
五
調
査
地
区
は
本
日
の
と
こ
ろ
調
査
中
止
、
第
六
調
査
地

区

、
本
地
区
は
第
二
〇
ト
レ
ン
チ
～
第
二
七
ト
レ
ン
チ
ま
で
を
友
野
団
員
担
当

第
七
調
査
地
区
は
、
調
査
人
員
の
関
係
で
本
日
は
中
止
と
な
る
。
調
査
団
員
を

中
心
に
各
ト
レ
ン
チ
に
二
ｍ
毎
に
地
区
を
設
け
杭
打
か
行
な
う
。

各
ト
レ
ン
チ
の
長
さ
及
び
巾

第
一
号

ト
レ
ン
チ
～
第
三
四

号
ト
レ
ン
チ

第
一
調
査
地
区

一
ト
レ
ン
チ

ニ
の

Ｉ
ト
レ
ン
チ

ニ
の
ニ

ト
レ
ソ
チ

三
ト
レ
ン
チ

第
二
調
査
地
区

四
ト
レ
ン
チ

五
　

″

六
　

″

七
　

″

第
三
調
査
地
区

ハ
ト
レ
ン
チ

九
　
″

一
〇

″

一
　一

″

第
四
調
査
地
区

ご
フ

レ
ン
チ

一
三

″

一
四

″

一
五

″

Ｌ
七
一
ｍ

二
（

六

・
五

″

″
七
一

″

上
（

九
・
五

″

Ｌ
四
四
ｍ

″
四

七

″

″
三

六

″

″
二
七

″

Ｌ

一
七

ｍ

″
一

九

・
五

″

″
ニ

ー
　・
五

″

と

ご
万

Ｌ
二
〇

・
五
ｍ

″
一
九

″

″
⊇

丁

五

″

″
二
二

″

Ｗ
一

五

Ｗ
一

五

Ｗ
一

五

Ｗ
一

五

Ｗ
一

五

”一

五

”一

五

”

五

Ｗ
一

五

”
一

五

一々

五

”一

五

Ｗ
一

五

μ
一

五

”

Ｊ

五

”
一

五



ｙ Ｕ

一
六

″

一
七

″

第
五
調
査
地
区

一
ハ

ト
レ
ン
チ

ー
九
″

第
六
調
査
地
区

二
〇

ト
レ
ン
チ

ニ

ー
″

二
二

″

ニ
ェ
″

二
四

″

二
五

″

二
六

″

二
七

″

第
七
調
査
地
区

ニ
ハ

ト
レ
ン
チ

ニ
九

″

三
〇

″

三
一

″

三
二

″

三
三

″

”

一

一

μ

一

一一

一

・
五

″

一
″

Ｌ
四

九
ｍ

″
五

五

″

Ｌ
四

八
ｍ

″
四
九

″

″
四

八

″

″
五
〇

″

″
九
　

″

″
五

七

″

″
四
〇

″

″
五

一

″

Ｌ
二
〇
ｍ

″
二
〇

″

″
ニ

ー
″

″
二
〇

″

々
二

一

々

″
二
〇

″

々

”

五

”

”

五

Ｗ

”

五

μ

Ｊ

五

Ｗ
一

五

”一

五

”

”

五

μ

”

五

”

Ｊ

五

”

Ｊ

五

”一

五

”

Ｊ

五

Ｗ

”

五

”

Ｊ

五

μ
一

五

μ
一

五

一々

五

”

←J

五

三
四

″
　
　
　
　
　
　
　

″
一
九

″
　
　
　
　
　
　

″
一
・
五

各

ト
レ
ン
チ
の
地
区
割

が
決
定

さ
れ
た
の
で
、
区
担
当
団
員

が
作
業
員

を
把

握
し

、
発
掘
作
業
開
始

。
本
日

は
も

っ
ぱ
ら
ト
レ
ン
チ
の
黒
色
土

を
中
心
と

し

て
除
土
作
業
を
行
な
う
。
一
部
黒
色
土
の
落

込
み

を
認

め
た
箇
所
あ

り
。

四
月

十
五

目

午

前
八
時
三

十
分

、全
員
選
果
場
の
本
部
に
集
合

、藤
沢
団
長

か
ら
、
昨
日
迄

の
発

掘
の
成
果

を
報
告

、
本
日

の
作

業
上
の
問
題
点

に
つ
い
て
教
示

が
あ

り
、

区

担
当
団
員

に
作
業
員

が
分
担

さ
れ
九
時
作

業
開
始

。

藤
沢
宗
平

、
友
野
良
一
、
柴
登
巳
夫
、
根
津
清
志
、
林
賢

、
御
子
柴
泰
正

、

長

瀬
康
明

、
伊

藤
邦
人

、
唐

沢
保
、

征
矢
正

成

、
小

島
巌

、
堀
巌

、
清
水

博
之
助

、
沢
田
清

、
清
水
文
治

、
有
賀
録
男

、
伊
東
嘉

造
、
征

矢
三
郎

、
征
矢

唯
義
、
征
矢
広
行

、
穂

高
昇

、
村
青
年
会
長

征
矢

紀
之
、
有
賀
殿
夫

、

丸
山

芳
人
、
南
原
分
館
長
主

事
原
貞

友
、
村

役
場

、
北

条
力

、
北
条

潔
、
地
元
征
矢

憲

、
征
矢
鎔

、
征
矢
衛
、
加
藻
肇

、
征
矢

徳
治

、

征
矢

ひ
ろ
子

、

征
矢
き
よ

子
、
吉
村

進
、
征
矢
み
つ
よ
、
村
中
学
校
生
徒
六
二
名
、
箕
輪
高
校
生
徒
一
二

名
、
辰

野
高
校
教
諭
今
井
浩
太
郎
、
村
中
学
校
教
諭
矢
島
修
、
一
般
清
水
え
み

子
、
唐
沢
み
っ
ゑ
、
清
水
よ
し
み
、
唐

沢
と
し
ゑ
、

唐
沢

せ
き

子
、

原

や
よ

い
、
原
一
徳
、
征
矢
寿
雄

、市
川
功

、征
矢
栄
治

調
査
第
一
地
区

第
一
号

ト
レ
ン
チ
　
第
一
五
地
区
～
一

九
地
区

に
か
け
て
、
黒

色
土

の
落

込
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つ

み
が
認
め
ら
れ
、
土
器
多
数
を
出
土
、
一
八
地
区
に
住
居
址
ら
し
き
を
発
見
、

又
焼
土
も
検
出
。

第
二
の
一
号
ト
レ
ン
チ
　
一
一
地
区
～
一
三
地
区
に
曜
穴
を
発
見
、
土
師
式

土
器
片
及
び
黒
色
土
中
に
経
文
式
土
器
片
も
発
見
、
西
壁
の
一
部
検
出
。

第
二
の
二
号
ト
レ
ン
チ
　
一
四
～
一
六
地
区

に
住
居
址
を
発
見
。
経
ヌ
式
中

期
中
葉
の
土
器
を
多
数
発
見
北
側
の
壁
と
思
わ
れ
る
一
部
検
出
。
第
二
囚
地
区

に
は
、
黒
色
土
の
落
込
み
深
く
地
表
下
九
〇

作
内
外
に
焼
土
及
び
木
炭
末
の
開

か
発
見
さ
れ
、
こ
の
屑
中
よ
り
土
師
片
が
出
土
。

第
三
号
ト
レ
ン
チ
　
第
一
〇
地
区
、
一
三
地
区
内
に
黒
色
土
の
落
込
み
を
認

め
、
こ
の
問
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
一
〇
～
一
一
地
区
間
地
表
下
四
〇

作
黒
色

土
屑
中
に
縄
文
中
期
中
葉
の
土
器
及
び
土
師
器
等
を
発
見
、
ま
だ
落
込
み
に
よ

る
黒
色
ナ
頌
は
続
く
。

第
三
号
ト
レ
ン
チ
第

丁
几
～
二
十
二
地
区
間
に
も
黒
色
土
の
落
込
み
を
発
見

二
〇
地
区
地
表
下
五
〇
四
に
縄
文
中
期
中
葉
の
土
器
を
多
量
に
発
見
。
ニ

ー
地

区
と
二
二
地
区
間
地
表
下
七
〇
四
に
石
組
式
粘
土
窯
を
発
見
。
こ
の
窯
は
東
に

炊
口
を
向
け
て
い
る
も
の
で
、
こ
の
辺
が
住
居
址
の
西
見
と
考
え
ら
れ
る
。
窯

の
北
側
の
木
炭
堆
積
中
よ
り
須
恵
器
を
検
出
。
叉
床
面
と
考
え
ら
れ
る
箇
所
も

発
見
さ
れ
る
。

第
四
号
ト
レ
ン
チ
　
第
一
～
第
四
地
区
界
付
近
に
黒
色
土
の
落
込

み

を

発

見
。
地
表
下
五
五
ｍ

に
や
や
踏
か
た
め
ら
れ
た
床
面
を
発
見
。
第
四
地
区
の
始

か
ら
七
地
区
の
始
の
間
地
表
下
八
五
糎
、
こ
の
ロ
ー
ム
面
は
堅
く
踏
固
め
ら
れ

住
居
址
で
あ

る
こ
と
は
ほ
ぼ
確
実
と

な
る
。
第
七
地
区

か
ら
東
方

は
更

に

て
五

作
の
比
高
の
あ
る
箇
所

に
は

ロ
ー
ム
面

に
焼
土
及
木
炭
片

を
発
見

。
遺
物

は
縄

文
式
中

期
中
葉

及
び
土
師
式
土

器
。

第
五

ト

レ
ン
チ
第
一
三

～
第
一
六
地
区
間

に
黒
色
土

の
落

込
み
を
発
見

し
た

の
で
こ
の
箇
所
を
中
心
と
し
て
拡
張

。
尨
表
下

六
〇

作
に

ロ
ー

ム
図
・
を
検
出
。

又
こ
の

ロ
ー
ム
層

に
落
込

ん
だ

ピ

。
卜
を
発
見

。
出
土

遺
物

は

、
勝
坂
式
叉
第

九
地
区

に
も
地
光
下
囚
○
糎

に
繩
文

式
中
期
加

曽
利
Ｅ

式
の
土
器
を
発

見

。

第
六

ト
レ
ン
チ
　
第
五
地
区
～
第

七
地
区

間
は
地
表
下

六
〇

作
に

ロ
ー
ム
層

を
発
見

。
第

一
～
第
五

地
区

間
地
表
下

八
〇

四
床

節
を
発
見

。
遺
物

は
縄
文
中

期
中
葉

の
も
の
。
こ
の
住
居
址
は
第
七
～
第
一
二
地
区

一
〇
ｍ

に
及

ぶ
大
形

の

も
の
で
あ
る

。

第

七
号
ト

レ
ン
チ
　

第
三

地
区

～
第

六
地
区

に
わ
た

る
住

居
址
で
、
深
さ
西

側
で

Ｉ
ｍ

東
側
で

Ｉ
・
三
ｍ

に
床
面

を
発
見

。
遺
物

は
経
文

中
期
加
曽
利
Ｅ
式

に
属
す

る
も

の
。

第
八
号

ト
レ
ン
チ
　
前
日

に
引
続

い
て
壁
の
追
求
と
拡
張

に
全
力

を
尽
す

。

午
後

に
な
っ
て
遺
物

の
出

ネ

か
多
く
な
る
。
叉
窯
が
西
壁
近
く

に
発
見

さ
れ

、

住
居

址
と
し
て
の
プ
ラ
ン
が
推
定
で
き

る
迄
に

な
る
。
遺
物
は
主

に
土
器
で
あ

る
。

第

二
一
号
ト

レ
ン
チ
氷

ト
レ
ン
チ
は
柴
団
員

が
主

に
な
っ
て
発

損
。
黒
土
層
中

か
ら

は
経
文
式
中
期
史

架
の
遺
物

が
発
見

さ
れ
た
の
で
第

二

一
号
と
第
一
三

号

ト
レ
ン
チ
の
間

を
広
い
範
囲

に
拡
大

し
た
と
こ
ろ

、
表
面

よ

り
八
〇

作
下

に
士



一

一

師
式
土
器
片

が
数
個
集
中

し
て
発
見

さ
れ

る
。
又
焼
土
及

び
自
然
石
等

が
発
見

さ
れ
る
等
発

掘
の
進
行

す
る
に
つ
れ
て
、
末
面

が
焼
土

付
近
に
発
見

さ
れ
た
の

で

、
一

部
床
面
を
追
っ
て
拡
大
す

る
。
作

業
中
、
土

師
の
壷
が
重

な
っ
て
発
見

さ
れ
、
そ
の
脇
に
は
屋

根
に
使
用

さ
れ
た
娯
及

び
柱
か
桁
か
は
明

ら
か
で
な
い

が
発
見

さ
れ
る
。
特
に
樺
と
思
わ
れ
る
木
炭
材
に
萱
の
炭
化
さ
れ
た
も
の
が
東

の
ま
ま
の
状

態
で
出
土

し
た
。
こ
の
頃
か
ら
壁
の
検
出
に
全
力
を
あ
げ
る
。
又

石

組
窯
も
発

見
さ
れ
、
住
居
址
で
あ
る
こ
と
が
明

ら
か
と
な
る
。
遺
物

も
豊
富

に
発
見

さ
れ
る
。

第
一
三
号
～

一
七
号

ト
レ
ン
チ
は
、
第

二
一
号
ト

レ
ン
チ
の
調

査
が
終
了

し

て
後
に
発

掘
す
る
予

定
。

第
一

八
、
一
九
号
ト
レ
ン
チ
は
、
調
査
を
中
止
す

る
こ
と
に
す

る
。

第
二
〇
号
～
第
ニ

ー
ト

レ
ソ
チ
も
同

様
本
日
の
と
こ
ろ
調
査
は
行
な
わ
な
い

こ

と
に
す

る
。

第
二
二

号
ト

レ
ン
チ
　

前
日
に
引

続
い
て
ト

レ
ン
チ
の
拡
大
か
計
っ
た
と
こ

ろ
一
部
に
床
面

を
発

見

、
叉
遺
物

も
相
当
出
土

、
拡
張
部
東
側

に
壁
万

発
見
し

得

た
の
で

、
他
の
壁
の
検
出
に
作
業
を
切
替

る
。

床
面

に
は
小
石

混
り
の
箇
所
か
。発

見

、
西
壁
中
央
に
石
組
に
ょ
る
窯
か
発

見

本
日
の
と
こ
ろ
床
面

の
一
部
と
東
西

壁
の
一
部
を
検
出
し
た
の
み
で
作
業
も
終

る
。第

三
五

ト

レ
ン
チ
　

本
ト

レ
ン
チ
は
単
独
に
設
げ
ら
れ
た
ト

レ
ン
チ
で
あ

る

の
で

、一
定

の
方
向
を
定

め
ず

、第
三

五

ト
レ
ン
チ
第
一
号
住
居

址
を
中
心
と

し

て
発

掘
を
進
め
る
。
本
住
居

址
は
、
表
土

か
ら
割
合

浅
い
と
こ
ろ

に
発
見

さ
れ

た
も
の
で

、
床
面

は
黒

色
土

㈲
と
の
分

離
が
明

ら
か
で
あ

る
。
造
物

は
織
文
式

中

期
中
葉

の
も
の
。
一
号
住
居
址
の
プ
ラ
ン
は
明

瞭
で
な
い
。
炉
址
は
中

央
に

あ

り
焼
土

の
み
で
、
当

時
代

に
よ
く
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
石
囲

炉
址
で
は
な
か

っ
た
。
ピ

″
卜
の
主

な
も
の
八
箇
で
あ
る
。
木
ト
レ
ン
チ
は
根
津
清
志
団
員

が

担
当

。

第
三
五

ト
レ
ン
チ
第
二
号
住
居

址
　
本
住
居
址

は
、
第
一
八
号
住
居
址

の
東

南

の
隅

を
欠

い
て
作
ら
れ
て

い
る
住
居

址
ら
し
い
。

第
三
五
号

ト
レ
ン
チ
第
三
号
住
居

址
　
本
住
居
址
は
第
二
号
住
居
址
の
東
南

の
隅

を
更

に
切

っ
て
作

ら
れ
た

も
の
で
第
二
号
住
居
址
と
略
同

じ
形
で

は
な
い

か
と
思

わ
れ
る
。
炉
址
ら
し
い
も

の
は
発
見

さ
れ

な
か
っ
た

が
、
第
二
号
住
居

址
を
切

っ
た

璧
に
近

い
位
置

に
、
粘
土

の
か
た
ま

り
を
検

出
し
た

が
、
石
組
等

は
発
見

さ
れ
ず
、
こ

の
粘
土

の
か
た
ま

り
の
周
囲

は
焼
土

が
多

か
っ
た
。
本
日

の
と
こ
ろ
、
第
二
号
住
居
址

の
切

込
ん
だ
箇
所
を
東
と
南

に
拡
大
す
る
。
遺
物

は
土

師
器

か
床
面
よ

り
発
見

さ
れ
て

い
る
。

第
二
八
号

ト
レ
ン
チ
　
本
地
区

は
、
天

伯
遺

跡
の
西
南
に
あ
た
る
位
置

に
設

置

さ
れ
た
箇
所
で

、
最

初
の
予
定
で

は
、
こ

の
調
査
地
区
を
重
点
的

に
調
査
し

よ
う
と
予

定
し
て
い
た
場
所
で
あ

る
が
、
黒
色
土

の
落

込
み
が
非
常

に
多

い
為

人
員

の
配
分

か
っ
か
ず
、
第
二

八
号

ト
レ
ン
チ
を
調
査

し
て
の
結
果

、
他
の
ト

レ
ン
チ
を
発

掘
す
る
計
画

を
た
て
て
、
本
日

は
長
瀬
康
明
団
員
担
当
者
と
し
て

発

掘
。



一

一
一

四
月

一
六
日

午
前
八
時
三
〇

分
か
ら
発
掘
開
始

、
昨
日

の
成
果

に
基
き
各
ト
レ
ソ
チ
ス

び

住
居
址

の
調
査
不
十
分

の
箇
所

の
追
求
及
び
濤
掃

に
作
業
の
重
点
を

お
く
。
藤

沢
団
長
に
本
日
迄

の
発
掘

の
成
果

に
就

い
て
の
話
を
聞
い
た
後

、
各
担
当
の
場

所
の
作
業
か
始
め

る
。

調
　

査
　

団

藤
沢
宗
平

、
指

導
主
事
林
茂
樹
、
友

野
良
一
、
柴
登
巳
夫
、
根
津
清
志
、
御
子

柴

泰
正

、
唐
沢
保

、
伊

藤
邦
人

、
委
員
長

征
矢
正

成

、

小

島
巌

、

堀
巌
、
清

水
博
之
助

、
沢
田
清

、
加

藤
貞
雄
、
有
賀

録
男

、

城
取

武
雄
、

伊
東
嘉
造
、

唯

義
　

征
矢

広
行

、

有
賀

殿
夫

、
　
大

泉
分
館
長
清
水

義
美

、
同

主
事

唐
沢

毅
、
北

殿
分
館
長

黒
沢
稔
、
同

主
事
倉

田
徳
雄
、
征
矢

北
条
力
、
唐
沢
勤
男

、

征
矢
憲
、
征
矢
鑑

、
征

矢
き
よ
子
、
吉
村

進
、
征
矢
み
つ

よ
、
征
矢
美

佐

子
、
征
矢
含
み
、
村
中
学
校
生
徒
五
四

名
、
箕
輪
高
等

学
校
生
徒
一
一
名

、
辰

野

高
校
教

諭
今
井
浩
太
郎
、
矢
沢
良

て

武
井
敏
男

、
同
生
徒
五
名

、
箕
輪
町

役
場
唐
沢
千

洋

、
中
村
国
介

、
唐
沢
安

孝
。

第
一

ト
レ
ン
チ
　

第
一
号
住
居
址

。
本
住
居
址

の
大
方

の
発

掘
は
終
了

し
て

い
心

か
、
床
面

の
清
掃
と
一

部
不

十
分

な
箇
所

を
調
査
す

る
。
鍬
先

が
東
北
の

隅

か
ら
発
見

さ
れ

る
。

第

一
ト
レ
ン
チ
　
第
二

号
住
居
址
。
第

一
号
住
居
特

か
本
住
居
址
を
切
込

ん

で
作
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
こ
と
は
前
日

の
発

掘
で
既

に
知

ら
れ
て
い
た
の
で

、

本
住
居
址
の
調
査

は
、
土
器
の
編
年
上
貴
重

な
資
料
と

な
る
こ
と
は
勿

論
の
こ

と
で
あ
る
が

、
住
居
址
の
有
り
方

に
つ
い
て
も
大

事
な
研
究

に
な
る
こ
と
を
予

想
し
て

、
完
掘
に
全
力

を
あ
げ

る
。
本
日

は
、
西

壁
に
発
見

さ
れ

た
窯
と
、
出

土

す

る
土
器

に
つ
い
て

、
そ

の
状
況

を
詳
細

に
記
録
す

る
。
甑
出
土

、
切

込
ま

れ
た
状
況
の
調
査
を
行
な
う
。

第
二

の

Ｉ
ト

レ
ン
チ
、
第
一
号
住
宅
址

は
、
本
目

を
も
っ
て
発

掘
を
す
べ
て

終

了
。
西

壁
に
窯
を
有
す

る
四
柱

穴
の
土
師
式
住
居
址
で
あ

る
。

第
二

の
ニ

ト
レ
ソ
チ

、
第
一
号
住
居

址
　
南
北

の
壁
は
既
に
発

見
さ
れ
て
い

た
が

、
西
壁
が
完
全

に
検
出
で
き
得

な
か
っ
た

の
で

、
本
日

は
西

壁
の
調
査

及

び
、
床
面

の
清
掃
等

を
行

な
う
。
又

炉
址

の
東

に
石
組

の
窯
を
発
見

。
こ
れ
に

よ
。つ
て
木
住
居
址
と

は
別

の
住
居

址
を
発
見

。
こ
の
別
の
住
居
址
は
祀

文
式
の

一
号
住
居
址

を
東

側
で
切
込

ん
で

つ
く
ら
れ
た

も
の
。
こ
れ

を
第
三
号

址
と
す

る
。第

二
の
ニ

ト
レ
ソ
チ
　
第
二
号

住
居
址
　
床
面

上
に
堆
積
さ
れ
た
木
炭
と
焼

土

の
厚

さ
は

Ｉ
〇
ｍ

に
達

し
、
第

ニ

フ

レ

ン
チ

第

一
号
住
宅
址

と
同
様
火

災

に
あ

っ
た
住
居

址
で

、
遺

物
の
発
見
状
況
及
び

、
桁

か
梁

か
は
不
明
で
あ

る

が
、
横
倒
の
状
態
で
出

土
し
た
こ
と

か
ら
し
て

、
第

二

一
号

ト
レ
ン
チ
と

の
良

き
比
較
と
な

る
の
で

は
な
い
か
。
然

し
時
間

の
都
合
上
完
刑

か
出
来

得
な
か
っ

た
こ
と
は
残
念
で
あ

る
。

第
三
号

ト
レ
ン
チ
、
第

一
号
住

居
址
　
女

子
中

学
生
三

名
で
床
面

の
清
掃
を



一

ご
ｰ

行

な
い
実
側
及

び
写
真
撮
影
の
準
備

。
第
三
号
住
居
址

は
、
西
京
の
中
央

に
設

け

ら
れ

た
粘
土

と
石

組
に
依

る
カ
マ
ド
を
有
す

る

土
師
式

住
居
址
で
あ

る
。

第
五

ト
レ
ン
チ
　
本

ト
レ
ン
チ
に
発
見

さ
れ
た
経
文
式
中
期
中
葉

の
土
器
を

検
出
し
た
石
箇
所
も
調
査
す

る
予
定
で
あ

っ
た

が
、
他
の
住
居
址
の
作
業
の
都

合
に
依
り
や
む

な
く
中
止
す
る
。

第

六
号
ト
レ

ン
チ
　

前
日

多
量
に
縄
文
式
中
期
の
土
器
及

び
土
師
器
が
出
土

し
た
地
点
の
局
部
的
な
調
査
程
度

で
終
る
。

第

七
号
ト

レ
ン
チ
　

本

ト
レ
ン
チ
に
発

見
さ
れ
た
住
居
址
は

、
第
六
号
ト

レ

ン
チ
と
の
間
に
あ

る
も
の
と
思
わ
れ
る
が

、
ト

レ
ソ
チ

ー
・
五
ｍ

の
間
の
東
西

両

壁
の
確
認
を
し
得
て

住
居
址
の
大

方
の
プ
ラ
ン
も
推
定
で
き
る
程
度

。

第

八
号

ト
レ
ン
チ
　
第
一

号
住

居
址

、
本
住
居
址
の
頷
は
耕
作
の
た
め
西

京

炉
址
付

近
叉
び
北

壁
の
二
分

の

て

東
壁
で

は
僅
か

Ｉ
ｍ

。
南

壁
は
床
面
で

僅

か
認
め
ら
れ
る
程
度
で
大

方
破
壊
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
従

っ
て
完

全
な
プ
ラ

ン
を
得
る
こ
と
は
で
き

得
な
か
っ
た
。
遺
物

、
土

師
、
鉄
鏃
等
出
土

。

第

ニ

フ

レ
ン
チ
、
第
一
号
住

居
址
本
日

の
作
業

は
、
住
居
址
各

壁
の
検
出

と
床
面

の
除
土
及

び
清

掃
に
作
業

の
中
心

を
お
く
。
力

て
ド
付
近

の
京
が
明

ら

か
と

な
る
。
床
面

に
近

い
層

に
は
炭

が
多

く
址
積

し
て

い
る
こ
と

。
西

京
に
近

く
柱

の
炭
化

し
た

も
の
と
思

わ
れ

る
も
の
が
横
倒
し
と

な
っ
て
発
見

さ
れ
る
。

こ
う

し
た
事
実
よ
り

、
本
住
居
址
は
火
災

に
あ

っ
た
も
の
で

は
な
い
か
と

考
え

ら
れ
る
。
遺
物

は
、
須

恵
の
自
然

粕
が
美
し
く
現

れ
九
大

甕
の
口
縁
部

、
カ
マ

ド
を
中
心
と

し
て
北

と
南

壁
に
接

し
て

壷
、
皿
、
貫
等

完
形
品
十
数

個
が
並
ぶ

様

は
当
時
の
生
活
を
再
現
し
て
く
加
た
感
が
あ
る
。
本
目
は
実
測

が
で
き

な
い

Ｏ
で

、
ビ
ュ

ー
ル
、
筒
等
を
も
っ
て
保
護
し
明
日

の
作
業

に
ゆ
ず
る
。

第
二
三
号

ト
レ
ン
チ
　

飛
物
の
出
土

し
た
箇
所

を
中

心
と

し
て
床
面
と
思

か

れ

る
面
も
拡
大
し
て
見
た
が

、
つ

い
壁
。ら
し
い
箇
所
は
発
見
で
き

得

な

か

っ

た

。
然
し
床
面
は
第
二
二

号
ト

レ
ン
チ
、
第

一
号
住
居
址
で
認

め
ら
れ
た
凛
混

り
床
面
で
あ
り

、
遺
物
も
出
土

し
て
い
る
の
で

、
第
二
号

ト
レ
ン
チ
、
第
一
号

址
と
し
た
。
本
址
の
床
面

上
よ
り
発
見

さ
れ
た
遺
物

は
土
器

が
多

か
っ
た

。

四

月
十
七
日

本
日
は
雨
天

の
た
め
発

掘
は
中
止
し
た
が
、
今
迄
出
土

し
た
遺
物

の

整

理

と
、
土

器
洗
い
の
作
業
を
公
民
館
で
行
う

。

藤

沢
宗
平

、
林

茂
樹

、
友
野

良

て

小
島
巌

、
清
水
博
之
助

、
沢
田
清

、
清

水
文
治

、
加
藤
貞

夫
、
有
賀
録
男

、
城
取
武

雄
、
征
矢
広
行

、
有
賀
殿
夫

、
清

水

え
み
子
。
清
水

よ
し
み
、
唐
沢
と

し
ゑ
、
田
中
ち
よ

ゑ
、
出
羽
沢
節
子

、
原

ち
よ
子

。

藤

沢
団
長

、
林
茂
樹
主

事
を
中
心
と
し
て
調
瑕
団
は
遺
物
の
整
理
と
記
録
を

行
う

。
午
後
四
時
作
業

を
終

る
。

四
月
十
八
日

本
日

は
発

掘
予
定

の
最
終
日
で
あ

る
の
で

、
各
調
査
地
区

の
調
査
不
十
分
の

箇
所

の
ま
と
め
に
全
力
を
あ

げ
る
。

友
野

良
一

、

長
瀬

康
明

、

柴
登
巳
夫

、

唐
沢
保

、
伊
藤
邦
人

、小

島
巌
、



一

四

堀
巌

、
清
水
博
之
助

、
有
賀
録
男

、
城
取
武
雄

、
伊
東
嘉

造
、
征
矢
三
郎

、
征

矢
唯
美

、
征
矢
広
行

、
穂
高
昇

、
有
賀
殿
夫

、

黒

沢
稔
ヽ

北
条
力

、
小
林
一

有
賀
史
夫

、
清
水
幹
男

、
阿
部
忠
雄

、
伊
那
北

高

校
生

徒
二
夕
に
、
み

井
恰
太

郎

、
箕
輪
高
校

生
徒
四

名
、

吉
村
進

、
清
水
え
み
子

、
清
水

よ
し
み

、

唐
沢

と

し
ゑ
、
原

や
よ
い
、
原

一
延
、
征
矢
栄
次
、

征
矢
幸
人

、

出

羽
沢
節
子
、

原

ち
よ
子
、
穂

高
み
大
子
、
加

藤
松
子
穂
高
九

つ
子

、
征
矢
九

つ
子

、
征
矢
作

子
、
加

藤
曽
み
子

、
穂
高
正
子

、
荻
原

滋
子
、
毛
利
不
二
雄

。

測
量
　

各
地
区

及

び
住
居

址
の
測

量
は
、
そ
の
つ
ど
行
っ
て
き
て
い
る
が
、

本
日
よ
り
全
体
測
量
並

び
に
仕
上
っ
た
住

居
址
及

び
遺
祀

、
ト

レ
ン
チ
等
の
測

量
を
調
査
団
と
役
場
職
員
と

に
ょ

っ
て
開

始
。

第
一
号

ト
レ
ン
チ
　
実
測
図

に
示

さ
れ
て
い
る
如

く

、
第
一
号
住
居
址
及
び

第
二
号
住

居
址
の
外

に
、
第

一
地
区

～
第
二
地
区

間
に
は

、
地
表
下
六
〇

皿
に

黒
色
土
層

の
落

込
み
が
あ

っ
た
こ
と
は
前
記
の
通

り
で
あ

る
が

、
加
曽
利
Ｅ
式

土

器
及

び
土

師
器
の
破
片
が
出
土

、
第
二
囚
地
区
第
二
五
地
区

か
ら
も
土
器
片

を
発
見

。

第
二

の
一
号

ト
レ
ン
チ
　
第
一
号
住
居
址
床
面

の
清
掃

の
結
果

、
四

柱
穴
の

外

に
中
央
南
寄

り
に
直

径
一
〇
～
一
五

四
内
外

、
深
さ
五
～

一
〇
ｍ

程
度

の
小

ピ
ッ
ト
四

十
数
個
を
検
出
し
得
た

。
叉
東
畷

に
接

し
て
小

ピ

。
ト

ー
○

佃

、
東

北
Ｏ
隅
に
八
〇
Ｘ
九
〇
×
二
〇

作
の
ピ
ッ
ト
を
発
見
。
本
住
居
址
は
西
壁
に
粘

土
と
自
然
石
と
を
組
合
せ
て
造
っ
た
窯
を
有
す
る
。
東
西
五
ｍ

、
南
北
四
・
六

ｍ

、
平
均
の
深
さ
七
〇

作
、
ロ
ー
ム
層
に
掘
込
ん
だ
竪
穴
式
住
居
址
で
あ
る
。

遺
物
は
土
師
器
。

第
二
の
二
号
ト
レ
ン
チ
　
第
二
住
居
址
、
カ
マ
ド
を
中
心
と
し
て
南
ヘ

ー
ｍ

北
ヘ

ー
・
四

仇
、
西
方
ト
レ
ン
チ
外
に
Ｉ
・
五
ｍ
拡
大
し
て
調
整
し

た

の

み

で
、
第

ニ

フ

レ
ン
チ
第
一
号
住
居
址
と
対
照
的
と
思
わ
れ
る
が
、
今
回
の
発

掘
で
は
目
的
を
果
す
こ
と
は
で
き
得
な
か
っ
た
。

第
二
の
ニ
ト
レ
ソ
チ
　
第
一
号
住
居
址
住
居
址
の
三
分
の
一
は
、
北
寄
り
第

三
号
址
、
土
師
住
居
に
依
っ
て
切
り
込
ま
れ
た
も
の
。
南
は
第
三
号
址
よ
り
更

に
低

卜
床
面
か
有
し
て
レ
る
も
の
で
、
第
三
号
址
と
は
別
な
も
の
と
考
え
ら
れ

る
も
の
。
こ
の
二
箇
の
住
居
址
と
思
わ
れ
る
址
は
、
相
互
的
関
係
に
あ
る
と
思

わ
れ
る
が
、
時
間
切
と
な
っ
て
調
査
が
で
き
得
な
か
っ
た
。

第
三
号
ト
レ
ン
チ
　
第
一
号
住
居
址
東
西
六
・
Ξ
μ

、
南
北
六
・
一
口
、
壁

に
接
し
て
一
五
～
二
五

作
深
さ
七
～
一
〇

作
経
度
の
周
涅
を
有
し
、
四
柱
穴
の

竪
穴
式
住
居
址
で
あ
る
。
南
西
の
隅
に
一
段
と
上
っ
て
焼
土
が
発
見
さ
れ
、
モ

の
付
近
に
自
然
石
が
平
面
的
に
発
見
、
そ
の
順
・
位
に
平
盤
石
の
煥
石

が
置

か

れ
、
勝
坂
式
土
器
片
が
木
炭
と
共
に
検
出
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
繩
文
式
の
住
居

址
を
第
一
号
住
居
諭
か
切
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
遺
構
か
発
見
し

た
。

第
三
号
ト
レ
ン
チ
第
一
九
～
第
二
三
地
区
間
に
深
さ
一
口
に
ロ
ー
ム
層
に
掘
り



一

心 ．

込
ま
れ
た
床
面
を
発

見

、
第

二
二
地
区

に
地
表
下
四
〇

に
に
自
然
石
で
囲

ん
だ

炉
址

を
発
見

、
こ

の
炉
址
よ
り
北
ヘ

ー
・
三

米

に
黒
色
土
の
落
込
み
を
検
出

、

本
地
区

屯
以

上

の
調
査
が
行

な
わ
れ
た

の
み
で
作
業

を
紆

る
。

第
五

号
ト
レ
ン
チ
　
第

一
二
地
区
～
第
一
五
地
区
間

に
第
一
号
紅
文
式
中
葉

の
住
居

址
と
第
二

土
師
式
住
居
址
と

、
第
三
弥
生

式
住
居
址

を
発
見

、
い
ず
れ

も
完

掘
は
で
き

得
な
か
っ
た
。

第

六
号

ト
レ
ン
チ
　
第

一
地
区

よ
り
第
四

地
区

間
に
第
四

址

を
発
見

、
第
六

地
区

か
ら
第

九
地
区
間
に
第
一
住
居
址

、
縄
文
中
期
史

世木
こ
の
地
区

を
、
削
第

六
ト

レ
ン
チ
の
方
向

に
拡
大

し
た
と
こ
ろ
、
員
文

式
土
器

か
伴
う
炉
址
か
。発
見

第
一
号

住
居
址
の
東
一
段
と
低

い
簡
所

に
床
面
を
検
出

、
こ
の
床
面
上
に
櫛
目

文

を
有

す
る
土

器
を
発

見
し
た
。

第

七
号

ト

レ
ン

チ
　
第
三

地
区
～
第

六
地
区

間
に
床
面
の
発
見
さ
れ
て

卜
る

こ
と

は
、
前

述
の
と

お
り
で
あ

る
が
、
第

六
号

寄
り
に
拡
大

し
た
と
こ
ろ
、
第

六
号

ト
レ
ン
チ
第
三
号
址

の
発

据
し
た
場
所
と
連
結
し
た
。

第
八
号

ト

レ
ン
チ
　
石

組
の
カ
マ
ド
の
配
石

の
一
部
を
取

除
く
と
、
焼
土

と

共

に
骨

片
が
出
土

、
こ

の
骨

片
は
、
人
骨

か
（

獣
骨
か
は
判
明

し
得
な
か
っ
た

の
の
で

、
後
日

の
研
究

に
ま
つ
こ
と
に
す

る
。
南

壁
は
耕
作
の
た
め
つ
い
明

確

に
す

る
こ
と

は
で
き
得

な
か
っ
た
。

ヒ
ッ
ト
も
四

箇
発
見

、
本
住
居
址

の
プ
ラ

ン
は
東
西

七
・
二
米
南

北
推
定
六
・
四
米

方
形

竪
穴
式
住
居
址

、
遺

物

は

土

師
器

。
又
北

壁
の
北
黒
褐
色
土

中
に
土

師
器

の
破
片
を
多

く
発
見

し
た
が
、
遺

構

か
ど
う
か
明

ら
か
に
す
る
に
は
至

ら
な
か
っ
た
。

第

二

一
号

ト
レ
ン
チ
　
第
一
号
住
居
址

、
床
面

の
清
掃
完
了

し
、
実
測
及

び

写
真
撮
影
と

な
る
。
本
住
居
址

の
中
央
僅

か
東
寄
り

に
粘
土
と
石
組

に
よ

る
カ

マ
ド
を
発
見

、
こ
れ
は
前
日
発
見

ご
れ
て

い
た
も
の
で
あ

る
が

、
カ
マ
ド
か
ど

う

か
明
ら

か
で
は

な
か

っ
た
が

、
こ
の
施
設
を
中
心
と

し
て
床
面

を
洗

っ
て
見

た
と
こ
ろ

、
別
戸
高
低

の
差

は
認

め
ら
れ

な
か

っ
た
が

、
床
面
の
一
部
が
或
は

別

に
作
ら
れ
だ
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ

る
箇
所
も
あ
り

、
東
壁
の
交
叉
し

た
所
等

に
も
第
一
号
住
居
址
と
は
別

に
考
え

る
必
要
の
あ

る
カ
マ
ド
で
は
な
い

か
と
結
論

に
達

し
た

。
南
壁
の
調
査
或
は

、
こ
れ
を
決
定
す
る
か

に
見
え
一
部

分
追
求

し
た
が

、
中
途
で
中
止

し
た
。

本
住
居
址
は

、
東
西
六
・
五

米
深
さ
平

均
一
・
三

米

ロ
ー
ム
質
圈
に
掘
り
込

ん
で
作
ら
れ
た

、
土
師

、
須
恵
も
伴
出
す

る
住
居
址
で
あ

る
。
特
に
火
災
に
ょ

り
多
く
の
完
形
品
を
そ
の
ま
ま
残

し
て
い

る
こ
と
は
特
に
注
目
す
べ
き
も
の
で

あ

る
。

第

二
二
号

ト

レ
ン
チ
　
第

一
号
住
居
址

、
一
部
調
査
不
十
分
の
箇
所
を
発
掘

し
て
実
測

し
及

び
匹
宣
］撮
影

か
実
施
す

る
。
本
住
居
址
は
東
西
五
・
〇

六
米

、南

北
五
・
一
米
四

柱
穴
平
均
深
さ
七
〇

糎
竪
穴
式
住
居
址
で
あ
る
。
以

上
で
発

掘

し
作
業
は
終

了
す

る
。
実
測
が
残

っ
た
の
で
後
引
続

い
て
実
施
す

る
予
定
。

四

月
十
九
日

実
測
作
業

友
野

良

て

長

㈹
康
明

、
小

島
巌

、
有
賀
殿
夫

、
黒
沢
稔

、
伊
藤
邦
人

、
唐

沢
保

、
小

林
一
弘
、
征
矢

美
佐

子
、
征
矢
曽

み
、



一

Ｚｋ

四
月
二
十
日

実
測
作

業

小

島
巌
、
有
賀

録
男

、
征
矢
広
行

、
有
賀
殿
夫

、
唐

沢
保

、
伊

藤
邦
人

、
清
水

よ
し
み
、
原

や
よ
い
、
田

中
ち
よ
ゑ

以
上
で
天

伯
遺
跡
の
緊
急
発
掘

は
上

述
の
如
き
成
果

を
お
さ
め
て
無

事
終
了

し

た

。
天
伯
遺
跡
の
遺
物
整
理

（
有
賀

殿
夫

・
友
野

良

乙

四
月
二

十
一
口

実
　
　

測
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

天
伯
遺
跡
で
発

掘
さ
れ

た
遺
物

は
、
現

場
で
箱
詰

に
さ
れ
、
南
箕
輪
公
民
館

伊

藤
邦
人

、
唐
沢
保

、
伊

藤
征
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
運

び
込

ま
れ

、
保
管

さ
れ

て
い
た
も
の
と
、
天

伯
遺
跡
緊
急
発
掘
調
査
概
報

を
出
す

に
あ

た
り
、
昭
和
四
二
年
七
月
一
八
日

よ
り
、
本

格
的

な
整
理
を
は
じ

四
月
二
十
二

日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

め
る
。
天
伯
遺
跡
の
直
接
発
掘

に
当

ら
れ

た
友
野
良

一
氏

に
、
整
理
の
方
法
に

実
　
　

測
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
い
て
指
示

を
受

げ
、
午
後

よ
り
第

一
ト
レ
ン
チ
よ
り
順

次
整
理
を
進
め

る
。

伊

藤
邦
人

、
唐
沢
保
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

図
書
室

に
山
と
積
重

ね
ら
れ

た
遺
物

の
一
つ
一
つ
に
つ
い
て
詳
細
に
説
明
か
あ

囚
月
二
十
三

日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

り
先

の
委
員
会

の
折
復
原

し
か
げ
た
遺
物

よ
り
整
理
を
行
な
う
Ｉ

煙
戻
作

業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
月

一
九
日
　
　

第
1
2
ト
レ
ン
チ
の
土

器
に
ネ
ー

ム
記
入

地
元

征
矢
守
三

郎
、
征
矢
て

る
子

、
征
矢
言
つ
子

、
征
欠

好
郎
、
征
矢
清

子
、
　

七
月
二
〇

日
　
　

第
１
ト
レ

ン
チ
の
土

器
に
ネ
ー

ム
記
入

征
矢
玉

男
ヽ

征
矢
み
え
子

、
青
木
静
雄

、
征
矢
た

ま
え

、
穂
高
武
徳

、
穂

高
だ
　
　

七
月
二

一
日
　
　

前
日
に
引

続
い
て
第
１
ト

レ
ン
チ
の
ネ
イ

ム
記
入

、
土

師
器

つ
子
ヽ

征
矢
芳
人

、
征
矢
や
す
み

、
原
政
雄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

多
数

四

月
二
十
四

日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
月
二
三

日
　
　

第
1
2ト

レ
ン
チ
の
土
器
の
復
原

。
本
日
ま
で

に
十
箇
体
分
復

煙
戻
作
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

原
完
成
。

地
元
征
矢
守
三
郎

、
征
矢

て
る
子
、
征
矢

言
つ
子
、
征
矢

奸
郎
、
征
矢
清
子

、
　
　
七
月
二
四

日
　
　

第
１
号

ト
レ
ン
チ
の
復
原
可
能

な
土
器
の
復
原

に
と

り

か

征
矢
玉
男

、
青
木
静

雄
、
征
矢

た
ま
ゑ
、
穂

高
武
徳

、
穂
高
九
つ
子
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

が
る
。



一

七

七
月
二
五
目
　
　

第
１
号

ト
レ
ン
チ
の
復
原

に
全
力
を
あ
げ

る
。

七
月
二
六
日
　
　

第
１
号

ト
レ
ン
チ
の
復
原

。

七
月
二

七
日
　
　

第
１
号

ト
レ
ン
チ
の
復
原

。
須
恵
の

岸
か
妁
半
分
復
原
で
き

る
。

七
月
二

八
日
　
　

本

日
で

２
号

ト
レ
ン
チ
の
土
器

片
に
ネ
ー
ム
記
入

を
は
じ
め

る
。
又

、－
復
原
可
能
と
思

わ
れ

る
土
器

の
復
原

に
と

り
か
か

る
。

八
月

八
月

八
月

八
月

一

一
日

一
一一

日

四
日

五
目

八
月
　

七
日

八
月
　

九
日

八
月
一
〇
日

八
月
一
一
日

第

２
号

ト
レ
ン
チ
の
土
器

の
復
原

に
主
力

を
あ

げ
る
。

第
２
の
２
号

ト
レ
ン
チ
の
土
器
片
に
ネ

ー
ム
記
入
と
復
原

。

第

２
の
２
号

ト
レ
ン
チ
の
土
器

の
復
原

。

さ
れ
た

遺
物

の
実
測

。

八
月

一
三
日
　
　

本
日

は
今

ま
で
復
原

さ
れ
た
遺
物
で
実
測

が
出
来
て

い
な
い

も

の
の
実
測

。

八
月

て
五
日
　
　

第
2
2
ト
レ
ン
チ
の
土
器
片
に
ネ

ー
ム
記
入
と
復
原
第
1
2
ト
レ

ン
チ
を
柴
登
已
夫
氏

に
よ
り
復
原

。
又
第
３
ト
レ
ン
チ
・
第

８
ト
レ
ン
チ
の
土

器
の
再
調
を
友
野
良
一
氏
が
行

な
い
、
出

土
不
明

な
辿
物
に
就

い
て
整
理

さ
れ

る
。

八
月
一
七
日
　
　

第
2
2ト
レ
ン
チ
の
土

器
片
に
ネ
ー

ム
記
入

。
唐

紅
保
氏
土
器

復
原
の
応
援
を
し
て
く
れ
る
。

八
月
一
八
日

第
１

、
２

ト
レ
ン

チ
に
わ
た

っ
て
土
器
の
復
原

。
八

筒
体
分
　
　

八
月
一
九
日

復
原
完

成
。

第
３
号

ト
レ
ン
チ
の
土
器

の
復
原

に
と

り
か
か
る
。

第
８

ト
レ
ン
チ
の
ネ

ー
ム
記
入
と

、
土
器

の
復
原

。

第
８

ト
レ
ン

チ
の
ネ

ー
ム
記
入
と

、
土
器

の
復
原

。

本
日

は
文
部
省

の
亀
井
正

道
先
生

の
視

察
が
あ

っ
た
。
こ
の

た

め
、
現
在
ま
で
復
原

さ
れ
た
遺
物

の
展
示

を
行

な
う
。
長

野
県
社
会
教

育
課
か
ら
林
茂
樹
指
導
主
事
、
南
箕

輪
文
化

財

完
成
し
て
な
い
第

３
ト

レ
ン
チ
の
土

器
片
に
ネ
ー

ム
記

入
。

前
日
に
引
続
い
て
第
３
ト

レ
ン
チ
の
ネ
ー

ム
記

入
。

唐

沢

保
氏

、
土
器
復
原
を
。
八
箇
休
分
完
成
。

八
月
二
〇
日
　
　

復
原
が
出
来
上
っ
た
遺
物
の
実
測
。
友
野
良
一
氏

、
山
田
は

第
１

ト
レ
ン
チ
か
ら
拓
本
。

八
月
二

百

八
月
二
二
日

八
月
二
三
日

委
員
会
員
等
参
集

。
本
田
秀
明
氏

の
視
察

。
本
日

の
展
示

の
　
　
八
月
二
四

目

指
導

は
友
野
良
一
氏

。

八
月
一
二
日
　
　

第
2
2号

ト
レ
ン
チ
の
ネ

ー
ム
記
入
と
上
器

の
復
原
及

び
復
原
　
　

八
月
二
五
日

唐
沢
保
氏

の
応
援

を
得
て

、
第
１

ト
レ
ン
チ
の
拓
本
。

唐
沢
保
氏

の
応
援

を
得
て

、
第
２

・
第
３
ト

レ
ン
チ
拓
本
。

本
日

は
主
に
第
３

ト
レ
ン
チ
の
拓
本
。
縄
文
式
中
期
の
土
器

片

が
多

か
っ
た

。

第
４

ト
レ
ン
チ
の
拓
本
。
第
３

ト
レ
ン
チ
同
様
本
ト
レ
ン
チ

も

岫
文
式
中
期
の
土
器
が
多
く
意
外
に
手
間
ど
る
。

第
４

ト
レ
ン
チ
の
拓
本
が
僅
か
残

っ
て
い
た
の
で
、
こ
れ
を
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済
ま
せ
第
５

ト
レ
ン
チ

の
拓
本

に
と

り
か
か
る
。
本
ト
レ
ン

チ
も
縄
文

式
土

器
が
多

い
。
茅

ケ
崎
平
和

学
園
長

・
中
小

学

校
長

・
大

塚
秀
雄
・
清
水
博
之
助
諸
氏

の
視

察
あ

り
。

九
月
　

四
日

九
月
　

五
日

八
月
二

六
日
　
　

第

５
ト

レ
ン
チ
の
拓
本

。
本

ト
レ
ン
チ
丸
紅
文

式
土
器

が
多
　
　

九
月
　
Ｊ

く
作

業
は
容
易
に

進
ま

な
い
。

八
月
二

七
日
　
　

本
日

で
第

５
ト
レ
ン
チ
の
拓
本

か
終

る
。
唐
沢
保

・
友
野

良
　
　

九
月

一
氏
復
原
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
月

八
月
二

八
日
　
　

第
５
ト

レ
ン
チ
の
復
原

。
本
日

で
復
原
可

能
の
土

器
の
復
原
　
　

九
月

を
終

る
。

八
月
二

九
日
　
　

本
日
よ

り
第
3
5
ト
レ
ン
チ
の
整
理
に
と
り
か
か
る
。
第
3
5ト

レ
ン
チ
は
一
号
住
居
址

。
斜
文

式
中

期
と
２

・
３
・
４
号
土

師
式
住
居
址
の
遺
物
で
他

の
ト
レ
ン
チ
及

び
住

居
址
に
比
較

し
て
遺
物
の
数

の
多

い
箇
所
で

あ
る
。
今
日

作
業
は
ネ
ー

ム

記

入
と

、
整
理
順

を
き

八
る
。
友
野

良

二

柴
登
己

夫
氏

の

応
援

あ
り
。

八
月
三
〇
日

八
月
三

一
日

九
月
　

百

九
月
　

二
日

／ゝ

日

七
日

八
日

十
日

九
月
一
一
日

九
月

二

百

九
月
一
三
日

九
月
一
四
日

九
月
一
五
目

第
3
5ト

レ
ン

チ
の
ネ

ー
ム
記
入

と
一
部
復
原

。
　
　
　
　
　
　
　

九
月

ヱ
（

日

第
3
5ト

レ
ン

チ
の
復
原

。
杵
子

午

⑤
几
氏
来
館

、
第
2
2
ト

レ
　
　
九
月
一
七
日

ソ
チ
を
頌

査
さ
れ

る
。
第
４

ト
レ
ン
千
の
ネ
ー

ム
七
記
入
。
　
　

九
月
一
八
日

第
５
ト

レ
ン

チ
の
千
器

口

○
∧
漏
れ
の
に
右
ネ
ー

ム
記
入
。

第

３
ト

レ
ン

チ
の
ネ
ー

ム
の
記

入
及

び
彷
原

、
友
野

良
一
氏
　
　

九
月
一

九
日

実
測

。

第

２
ト
レ
ン
チ
の
ネ
ー

ム
記
入
。

第
３

ト
レ
ン
チ
の
復
原

、
藤
邦
人

氏
。
第
２
～
第
５
ト

レ
ン

チ
の
ネ

ー
ム
記
入

。

第
５

ト
レ
ス
チ
の
ネ
ー

ム
記

入
、
本
ト
レ
ン
チ
は
縄
文
土
器

が
多

い
。

前
日

に
引

続
い
て
第
５

ト
レ
ン
チ
の
ネ
ー

ム
記
入
。

第

５
・
６

ト
レ
ン
チ
の
ネ

ー
ム
記
入
。

第
６

ト
レ
ン
チ
の
ネ
ー

ム
記

入
。
友
野

良
一
氏
復
原

。
午

後

は
実
測

。
酒
井
昌

好
氏

視
察
。

第

７
ト
レ
ン
チ
の
ネ
ー

ム
記
入
と
復
原

。

第
８

ト
レ
ン
チ
の
ネ
ー

ム
記
入
と
復
原
。

第
９
・
1
0
∴
１１
］・
2
4
ト
レ
ン
チ
の
ネ
ー

ム
記
入

。

県
丸
山
主

事
の
来
館

、
友
野

良
一
氏

立
合
。

友
野
良
一
氏
実
測

と
復
原

。
二

箇
分

完
成

、
現

場
の
撮
影

第
1
1
・
2
4・
2
5ト
レ
ン
チ
の
ネ
ー

ム
記
入

。

第
2
5
・
2
3ト
レ
ン
チ
の
ネ
ー

ム
記
入

と
拓
本
。

実
積

報
告
の
写
真

整
理
。

第
５

ト
レ
ン
チ
の
拓
本
、
第
2
3
ト
レ
ン
チ
の
ネ
ー

ム
記
入

及

び
拓
本

。

第

５
・
６
ト
レ
ン
チ
の
拓
本
。
第
５
ト

レ
ン
チ
は
縄
文
土

器

が
多

か
っ
た
。



九
月
二
〇
日
　
　

第
６

・
７
・
８

ト
レ
ン
チ
の
拓
本
。
今
迄
取

っ
た
拓
本
も
相

当

の
数

に
あ

が
っ
た

の
で

、
一

応
の
整
理

を
行
う

。

九
月
二
一
日

九
月
二
二
日

九
月
二
三

日

九
月
二
四

日

九
月
二
五
日

九
月
二

六
日

（

い
ロ
ニ

ニ

ト

に

十
二
－
・
ニ

ゾ

ノ

ド

ナ

い

し

九

丿

’一
　
　
　
　

し

に

前
日

に
引

続
い
て

拓
本

の
整
理
を
行

う
。

文

部
省
及

び
県
よ
り

視

察
と
指
導
あ
り
。

友
野
良
一
氏
立

合
。
実
測
作
業
。

こ

の
２

ト
レ
ン
チ
、
２
号
住
居
址

の
復
原
及

び
拓
本

。

実
測
図

の
ト
レ
ー
ス
作
業

及
び
復
原

。

第
2
2
・
3
5ト
レ
ン
チ
の
拓
本
。
本
田

秀
明
氏
視
察

。

第
3
5
ト
レ
ン
チ
の
拓
本

。
第
2
8～
第
3
4
ト
レ
ン
チ
の
ネ
ー

ム

記
入
及

拓
本

、

に
ト
レ
ン
チ
の
糾
原
及
丁
巧

本
。
伊
那

毎
日
菊

問
社
栂
寥
。

ハ

ト
レ
ソ
テ
○
几

贈

）し
、
行
で

。

］
い
ト
レ
ン
チ
の
復
原

。

復
原
さ
れ
た
遺
物

の
撮
影

、
整
理

さ
れ
た
遺
物

の
片
付

等
を

匹
、
几
　
構
　
発
　
掘
　
状
　
況

∩

フ

ト

レ

ン

ジ
　

脳

１

住

居

址

本

住

居

址

は

、

天

伯

言
言
訃
Ｏ

丙

北

部

に

設

ゾ

ソ

サ
ニ

第

１

ト

レ

ン

チ
の
1
6
～

フ

ー
ノ

ヘ
／
‥
ぐ

、、へ
一一
’一’
】Ｊ
よ
居

址

で

あ

る
。

こ

の

住

居

址

は

、
几

拘
／

争
パ
＜

に

二

二

皿

吝

八

、
［
◇

レ
ハ

ら

マ
ー

ク
さ

れ

て

シ

ーツ

一
ブ
　
　
　

１７
～
1
9
区

に

し

、
黒

仁

土

の

蕃
（

が

深

く

、

地

表
下

囚

○

斜

の

屑
位

か

ら
王

行

い
、
七
月
一

八
日

よ
り
行

わ
れ
た
天

伯
遺
跡
の
整
理

も
本

日

を
も
っ
て
一
応
終
了

し
た
。

遺
物

の
整
理
に
要

し
た
日
数
及

び
項
目

て

ネ

ー
ム
の
記
入
　
　

二
二

日

二

、
土

器
の
復
原
　
　
　

二
四
日

三

、
実
測
　
　
　
　
　
　
　

六
日

四

、
拓
本
　
　
　
　
　
　

二
一
日

五

、
土
器
分
類
　
　
　
　
　

二
日

六

、
そ

の
他
　
　
　
　
　
　

四
日

合
　
　

計
　
　
　
　
　
　

七
九
日

復
原

さ
九
九
遺
物

は
、
四
五
箇

。
復
原
白
途
の
も
の

、
二
一

伊

。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
　

上

（

山
田
卜ａ
し
）

師
器

、
須
恵
器

、
灰
∩

等

が
ぼ
つ
に

つ
出
土
し
は
じ
め

る
。
発

掘
が
進
行
す

る

に
従

い
、
1
8区

表
土
下
四
〇
糎

に
、
一
部
火
熱
か
ごり
け
た
釈
円
形

目
然
石

が
焼

上

と
と
も
に
発
見

。と
元
か

。
こ
の

こ
と

に
よ

っ
て

、
誤
は
出
居
址
で
は
な
い
か

と

考
丸
、
ト
レ
ソ
チ
ぽ
そ
れ
り
上
押

り
下

げ
る
こ
と
を
中
止
し
で
、、
東
方
に
拡

白
ル
ベゾ
に
う

こ
と
に
決
定
。
午
後
は
専
ら
表
土

の
回
分
を
除
去
す

る
作
業

に
切

替
石

。



一

一

第
３
図
　
天

伯
款
蹟
発
作

圧
立
言
測
口

第
一
目
目

は

、
東
員
と
思
わ
れ

る
箇
所
と

、
北
号

の

一
部
か
発

見

二

心
≒

度
で

、
穴
居

丿
内
大
方

の
プ
ラ

ン

を
知
る
に
円
ら
な
か

っ
仁

が
、
住
にし
恍
で
あ
ふ
こ
Ｉ
と
だ

げ
は
確
認
出
愉
た

。

発

損
第
２
日

は
、
前
日
発

見

さ
れ
八
白

ド
バ
の
付
二

か
ら
口
縁
部
を
上
に
向
け
た
甕
形

土
器
と

、
そ

鉄
よ
り

蝸

か
雨

帚
り
に
口
縁
部
を
下
に
向
け
趾

、
や
は
り
二
元

づ

土

器
を
発

見
。
両
方

共
胴
部
下
を
欠

い
た
先

の

で

あ

る
。
器
面
は
竹
管
具
で
縦

に
引

い
た
文
様

を
施

し
た
土

師
器

、
土
師
高
坏
等

い
ず
れ

も
床
面

に
接

し
て
発
見

さ

れ
た
。
こ
の
頃

よ
り
床
面
が
所

々
検
出

さ
れ
だ

し
た
の

で

、
壁

の
検
出
を

も
兼
ね
床
面
清

掃
を
行

っ
て
み
る
と

先
に
土

師
の
甕
の
発
見

さ
れ
た
所

の
僅
か
南

江
直

経
三

〇

×
二
六
糎
深

さ
三
九

糎
の
Ｐ

Ｉ
を
発
見

、
続
い
て
こ

れ

よ
り
北
二

・
六
米

に
三
〇

×
三
五

糎
、
深
さ
二
五

糎

の
Ｐ
２

を
検
出

、
更

に
そ

の
北
側
五
〇

糎

に
一
丁

一

米

、
幅
三
〇

糎
、
深
さ
九
糎
の
濤
を
発
見

、
そ
れ
よ
り

北
三

〇
糎
に
て
北
壁
を
検
出

、
そ
の
北
壁
に
相

当
長

時

間
焼

か
れ

た
と
思

う
焼
土

か・
発

見
し
仁
か
、
こ
杵

か
本

住
居
址

に
直
属
す

る
も
の
か
ど
う
か
は
確
め

る
こ
と
は

出
来
な
か

っ
た
。
次

に
Ｐ
３

を
検
出

、
こ
れ
は
五
二
×



-

四 . ･

一 一

六
〇

糎

、
深
さ
三

一
糎
の
楕
円
形
柱
穴
と
思

わ
れ

る
。

Ｐ
４

は
そ

の
径

も
他

に
比
べ
小

さ
く
二
〇

〉（
二
一
糎

、
深

さ
三
〇

糎
、
そ
の

外
に
Ｐ
３
・
Ｐ
４
間
に
Ｐ
５
と
東
壁

に
近

く
焼
土

の
南

に
Ｐ
６

が
主
な
も
の
で

あ

る
。

床
面
は
よ
く
踏
み
固
め
ら
れ
僅
か
に
南
に
傾
斜

ぎ
み

、
ロ
ー
ム
質

層
に
掘

り

込
ん
だ
も
の
。
最

後
に
東
北
に
当

る
床
面

を
清
掃
し
て

い
る
と

、
北
壁
と
東
璧

に
接

近
し
て
鉄
製
鋤
先
を
発
見
し
た

。
こ

の
鋤
先
に
就

い
て
は
雑
誌
「
信
濃
「
に

発

表
し
て
あ
る
の
で
参
考
ま
で
に
。
本
住
居
址
の

プ
ラ

ン
は
東
西
五
・
四
米

、

南

北
五

・
六
米
、
隅
丸
方
形
最
深
九
〇
糎

、
竪
穴
式
住
居
址
で
あ

る
。

（

友
野

良
一
）

第

１

ト

レ

ン

チ
　

第

２

住

居

址

本

住

居

址

に

、

湾
大

住

居

址

の

発

掘

に

よ

っ

て

発

見

さ

れ

た

住

居

址

で

あ

る

最

初

、

第

１

仁

居

性

の

側

目
ご
い

他

認

す

る

た

め

床

面

を

調

べ

て

い

る

時

、

床

面

よ

り

ご
二

糎

上

っ
八

面

二

、

今

一

つ

の

異

っ

だ

床

面

の

あ

る

こ

と

に

気

付

き

こ

れ

が

或

は

別

な

住

居

址

か

も

知

れ

な

い

と

の

想

定

に

往

き

、

百

方

は

ト

レ

ソ

ニ

ご

と

雨

へ

四

米

、

撰

へ

五

千

リ

範

門

に

目
二

川

フ
ｙ一二一
卜｛
‘・、
．・

｝ノ
．］ｙ．い

ＸＪべ

っ

て

見

る

と

、

ロ

ソ

ニ

接

し

て

九

仰

の

長

方

形

の

自

竺

石

を

二

列

二

縦

卜

平

へ

、

モ

Ｏ

前

に

衛

円

形

平

盤

石

が

置

か

且

、

二

列

に

並
元

芒

心

組

う

問

よ

六

丿
一ヽ一‐に．い
べ
.
1
 

‐
1‥
．・
、

’‥ヽ
ゞ
心

力

て

ド

ヤ

発

見

、

こ

の

力

て

ド

は

丁

度

第

１

ト

ド
　

ニ

ソ

心
っ

て

卜

る

西

眸

に

当

っ
て

い
た
た

め
、
煙
道

の
一
部

は
、
ト
レ
ン
チ

に
よ

っ
て
破
壊
さ
れ
た
も
の

で
あ

る
が
、
前
方

部
の
一
端

に
、
僅・
か
で

は
あ

る
が
煙

道
の
形

を
止

め

て

い

た

。
遺
物

は
こ

の
「

カ
マ
ド
」
附
近
に
一
番
多
く
発
見

さ
れ
る
。
遺
物

の
主
な

訃　 ＿一

筧４図　ら １トレ ンチ第！ ・第２住居址実測図



一
一

一
一

も

Ｏ

は

上

師

八

八

物

で

、
発

損

が

進
行

す

る

に

つ

れ

、

南

西

の

角

二

当

る

壁

が

確

認

さ

れ

た

の
で

、
そ

の

荒

を
頼

り

に
東

側

に
遂

次
拡

張

す

る

。

発

根
第

二

日

目

、

前
日

南
西

の

啓一｛‐‐・
、いか
検
出

さ

れ

、

住

居

址

の

大

き

号

か
大

方

見
つ

か

つ

卜
仁

Ｏ

で

、

ゾ

ゾ

の
発

見

を

急

ぐ

て

力
、

床

面

の
追

求

を

も

合

せ

て

作

業

を
行

な

っ

た

と

こ

ろ

、
最

初

に

西

南

の

柱

穴

を

発

見

、
Ｐ

Ｉ

は

三

五

×

三

〇

鸚

、

深

さ
四

○

㈲

、

次

に

Ｐ

２

は

Ｐ

Ｉ

と

対

称

の

位

置

に
求

め

る
と

、
第

１

住

居

址

の

西

見

近

く

に

発

見

す

る

こ

と

が

言

言
趾

。
そ

の
大

き

さ

は
三

〇

×
三

二

糎

、

深

さ
四

五

糎

、
丁

度

第

２

住

居

址

を
第

１
住

居
牛

か
切

込

ん
だ

境
近

く

で

あ

る

。

続

い

て

中

央

と

思

わ

れ

る
位

置

に

Ｉ
・
五

米

間

隔

に
Ｐ

５

（
三

五

×

囚

○

糎

、

深

さ

五

三

糎

）

Ｐ

６
（

三

〇

×
三

五

糎

、
深

さ
三

五

糎

）
Ｐ

７

（
四

五

×

囚
○

糎

、
深

さ

四

〇

糎

）

が

並

ん
で

発

見

ら
れ

る

。
次

に

、
Ｐ

３

（
三

〇

×
三

五

糎

、
深

さ

四

五

糎

）

が

第

１

住

居

址

の
東

南

角

に
接

し

て

検

出

さ

れ

る

。

こ

れ

と

対

称

の

位

置

を
清

掃

し

た

と

こ

ろ

、
Ｐ

４

（
二

五

×

二

八

糎

、

深

さ
三

〇

糎

）

が

発

見

さ
れ

る

。
Ｐ

５

・
Ｐ

４

の
位

置

よ

り

Ｉ
Ｍ

の

個

所

に

南

壁

と

東

用

壁

の
角

が
発

見

さ
れ

、
大

方

の

プ

ラ

ン

の

状
況

を

知

り

得

た

が

、
東

壁

に

到

っ
て

は

如

何

程

拡

張

し

て

も

、

壁

ら

し
き

も

の
は

発

見

出

来

な

か

っ
た

。

Ｐ

４

の
北

一

・
三
Ｍ

の
位

置

に

自

然

石
四

箇

が

一

個

所

に

集

め
ら

れ

た

形

で

発

見

、

こ
れ

に
続

い

て

、

Ｐ

４

の

東

一

び

に

四

仰

の

自

然

石

と

、

ピ

ッ

ト

が
検

出

さ
れ

た

。

こ

の

ピ

。
卜

の

辺

よ

り

東

北

の

壁

が

明

瞭

で

な

い

の
と

、
四

箇

の
石

が

煥

け

て

い

る
こ

と

な
ど

か

ら

、
本

住

居

址

に
直

接

関

係

か
お

る

施

設

で

あ

る

の

か

、

又

は

、
別

の

施

設

か

を
本

日

は
時

間

の
都

合

で
明

確

に
す

る

こ

と

が
出

来
な
か

っ
た
の
は
残
念
で
あ
っ
た

。
本
住
居
址

は
東
西
六
・
二
が

、
南
北
五

・

八
μ

と
推
定

、
深

さ
七
〇
糎

の
竪
穴

式
住
居
址

。
遺
物

は
土

師
器

が
主
体

を
な

し
て

い
る
が
、
他

に
斜
文
中
期

、
（

加
曽
利
Ｅ

式
）
弥

生
式
後
期
の
㈹
目
文
を

施

し
た
土
器
等

が
耕
土
中

か
ら
発
見

さ
れ
て

い
る
。

（

友
野

良
一
）

第
９
心

Ｉ
ト

レ
ン
チ
　

第
１

仁
居
址

本
住
居
址
は
第
２

の
Ｉ

ト

レ
ソ
チ
の
第
1
3～
第
1
4区

に
発

見
さ
れ
た
住
居
址

で

あ
る
。
最

初

―
～

３
区

の
中
間

よ
り
西

寄
り
に
花
白

岩
の
丸
石

数
箇
が

焼
け

た
状
態
で
発
見
さ
れ
た
が

、
こ
の
位
置

は
地
表
下
三
〇
糎

の
黒
竹
］土
層

の
場
所

で
あ

る
た
め

、
ト

レ
ン
チ
の
調
査
中
取

り
除
か
れ
て
し
ま

っ
た

の
で

、
煙
道

の

上
部
に
当
る
個
所
は
そ
の
形

態
を
実
測
す

る
こ
と

が
出
来

な
か
っ

た
。

こ

の

っ
カ
マ
ド
」
付

近
か
ら
は
焼
土

と

、
土

師
器
片
が
多
量

に
発
見

さ
れ

た
。
こ
の

［

カ
マ
ド
］
を
中
心
と
し
て
東
方

に
除
土

を
行
う

。
黒
色
土

層
中
よ
り
、
勝

坂

式
土
器
片
（

隆
起
文

の
上

に
連
続
爪

型
、
又

は
綾

杉
文
を
施
文

し
た
も
の
）
土

師
器

の
破
片
（

口
縁

部
が
［

く
の
字
］

に
強

く
外
反

し
た
も
の
と
緩
や
か
な

カ

リ

フ
で
外
反

し
た
も
の
と

が
混

じ
っ
て
）

が
発
見

さ
れ
た
。
器
面

は
刷
毛

目
文

と

箆
で
磨
い
た
も
の
な
ど
の
施
文
の
も
の
が
多
か

っ
た
。

本
住
居
址
は
東
西
五
び
、
南
北
四

・
六
び

、
深
さ
六
〇

糎
の
竪
穴
式
住
居
址

内

部
の
施
設
と
し
て
は

、
西
側
壁
に
石

組
を
施
し
た
上
を
粘
土
で
覆
う
煙
道
式

の
［

力

て
ド
］
か
お
り

、
［

カ
マ
ド
］
の
東
一
回
に
二
六
×
二
八
糎
の
深
さ

、
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二
五
糎
の
直
穴
Ｐ
Ｉ

が
発
見

さ
れ
る
。
Ｐ

Ｉ
の
東
一

・
五

び
に
三
〇
×
三
二

糎

、
深
さ
四

○
糎
の
柱
穴

が
検
出
さ
れ

る
。
Ｐ
２

の
南
一
・
六
Ｍ

の
位
置

に
二

七

×
二
六
糎

、
深
さ
二
五
糎
の
柱
穴
を
発
見

、
次

に
Ｐ
Ｉ
よ
り
南
一
・
七
び

に
二

六
×
二

二
糎

、
深
さ
二
五
糎

の
柱

穴
を
検
出
す

る
こ
と

が
出
来
た

。
そ

の
外

、

東
北

の
隅
の
壁
内
に

、
東
西
九
〇

×
八
〇

糎

、
深
さ
二
〇

糎
の

ピ
ッ

ト

を

発

見

、
住

居
址
中
央
部
に
東
西
一
・
四

回

、
三
〇

靉
平
均
深

さ
六
糎

の
凹
穴
が
認

め
ら
れ
た
が
、
別
に
焼
け
て
は
い
な
か
っ
た
。
叉
、
床
面
上
に
直
径
一
〇

～
一

五
糎

、
深
さ
三
～
五

糎
の
小

凹
穴
五

、
六
箇
が
発

見
さ
れ

、
一
見
住
居
址
の
一

つ

の
施
設

と
し
て

考
え
て
よ
い
も
の
か
ど
う
か

、
或
は
工
作
址
を
兼
て
の
も
の

か
な
ど
論
議

を
加
わ
し
た
が
結
論
は
出

な
か
っ
た

。

（

友
野
良

一
）

第
２

の
２
ト
レ
ン
チ
　

第
１

住
居
址

本
住
居
址
は

、
ト

レ
ン
チ
第
1
3～
1
4区

に
発
見

さ
れ
た
住
居
址
で
あ

る
。
ト

レ
ン
チ
は
住
居
址
の
ほ
ぼ
中
央

唾
か
か
っ
て

卜
る
の
で

、
こ
れ

を
中
心

と
し
て

東
西
に
拡
張

す
る
。
黒

色
上

層
中

よ
り
勝

坂
式
土

器
片
を
多

量
に
発
見
す

る
。

又
木

炭
片

も
焼
土

に
混

じ
て
発
見

さ
れ

、
或
は
火
災

に
よ
っ
た

住

居
址
で
は

な
い
か
と
思

わ
れ

る
程
の
多
量

の
木

炭
が
出
土

し
た
。
ト
レ
ン
チ
の
中
央
部
と

思

は
れ

る
辺
で
地
表
下
八
〇
糎

に
達
し
た
あ
た

り
、
縄
文
式
中
期

の
勝

坂
式

二

器

が
か
た
ま
っ
て
発

見
さ
れ
た
。

そ
の
土
器

の
周
囲

は
木

炭
と
焼
土

が
堆
積
さ
れ
、
そ
の
内

に
硬
砂
岩
の
円
形

で
火

に
あ
た

っ
た
自

然
石

が
発

見
さ
れ
た
の
で

、
か
た
ま
っ
た
土

器
の
写
真

を

撮
り
丁

寧
に
取

り
上
げ

る
と

、
先

に
発
見

さ
れ
た
自
然
石

に
接

し
て
大
小

一
三

箇

の
石
で

、
円
形

に
囲
ん
だ
径
四
〇

Ｘ
三
五

糎
の
石

組
炉
を
検
出

す
る
こ
と
が

で
き

た
。
こ
の
炉
址

は
床
面
下

に
設
け

ら
れ
た
も
の
で

は
な
く
、
床

面
上
に
並

べ
て
作

ら
れ

た
特
徴

の
あ

る
炉
址
で
あ

る
。

こ
の
炉
を
住
居
址

の
中
心
と

し
四
方

に
拡
張
す

る
と

、
実
測
図

に

見

る

如

く

、
炉
址

の
北
寄

り
に
Ｐ
Ｉ
（

径
五
〇
×
五
〇
糎

、
深

さ
五
〇
糎
）

そ
れ
に
隣

接

し
て
Ｐ
４
（

径
六
〇

Ｘ
六
〇

糎
、
深

さ
五
〇
糎
）
Ｐ
４

よ
り
三
〇

糎
西

に
Ｐ

２
（

径
三
五

×
三
五

糎
、
深

さ
三
〇
糎
）
Ｐ

２
よ
り
炉
址

寄
り
六
〇

糎
に
Ｐ
３

こ

の
ピ

。
卜
は
径
四
〇

×
五
〇

糎
、
深
さ
五
〇

糎
、

ピ

。
卜
は
炉
址
の
西

一
米

に
径
六
〇

Ｘ
六
〇

糎
、
深
さ
四
〇
糎

、
Ｐ

６
の
西

壁
に
接
し
て
Ｐ

５
か
お

り
、
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径
四

〇

×
五
〇

糎

、
深
さ
四

五
糎

、
Ｐ
７
は
Ｐ
５
・
Ｐ
６

の
三
角
形

の
頂
点

に 第６図

当

る
筒
所

に
あ
り

、
径
四

〇
×
四
〇
糎

、
深

さ
五
〇

糎
、
Ｐ

８
は
炉
址
よ
り
南

一

・
八

米

に
あ

り
、
径

一
〇
〇
×

六
〇

糎
、
深
当
胤

○

糎
、
長

方
形

ピ
ッ
ト
で

南

壁
に
接
し
て
い

る
。
そ
の
東
六
〇
糎

の
位
置

に
Ｐ
９
か
お
る
。
Ｐ
９
は
六
〇

×
六
〇

糎

、
深
さ
五
〇
糎

、
Ｐ

如
は
Ｐ

９
の
東
六
〇

糎

、
径
四

〇
×
五
〇

糎

、

深

さ
五

〇
糎

、
そ
の
脇

に
自

然
石

か
お
り

、
Ｐ

月一
江
P
1
0
の
北
側
六
〇
糎

に
あ

り
、
径
五
〇

Ｘ
四

二
糎

、
汪

さ
四
〇
糎

、
Ｐ

抑
は
Ｐ
い‥］の
東
七
〇

糎

、
そ
の
比

高
一
〇

糎
低

い
所
に
あ
り
、
土

圖
式
住
居
址
の

‐１
カ
マ
ド
」
の
南

に
当

る
箇
所

に
あ
り

、
そ

の
大
き

さ
は
径
六
五

×
七
五
糎

、
深

さ
囚
○

糎

、
円
形

ピ

。
卜
で

あ
る
が

、
カ
マ

ド
等
の
施
設

か
ら
し
て
第
１
号
住
居
址

の
ピ

。
卜
と
す
べ
き
で

あ
る
。

土

師
器

の
カ
マ
ド
は
１
号

址
の
床
面

上
に
置

か
れ
る
如

く
に
設
け
ら
れ
先
の

第
１

ト
レ
ン
チ
、
第
１
・
２
住
居

址
第

２
ト
レ
ン
チ
第
１
住
居
址
に
み

る
如
き

石

組
粘
土

作
り
に
よ
る
「

カ
マ
ド
」
で
あ

る
。
「

カ
マ
ド
」
附
近

に
は
多
く

の

土

師
器

を
発
見

し
恕
。
こ
れ
に
よ
っ
て

、
こ
の
「

カ
マ

ド
」

を
有
す

る
住
居

址

を
、
第
２

の
２
ト
レ
ン
チ
第
３
住
居
址
と
し
て
一
部

を
調
査

し
た
る
も
時
間
の

都
合
に
よ
り
完
掘

は
出
来

な
か
っ
た
。
カ
マ
ド
の
北
P
1
2
と
対
称
的
な
位
置

に

P
1
3を
検
出

、
モ

の
大

き
さ
は
径
五
〇

さ
（

○

糎

、
深
さ
六
〇

糎

、
こ
れ
も
土

師
式
３
号
址

の
朧
に
よ

っ
て

切
込
ま
れ
た
一
段
低
い
箇
所
で
は
あ
る
が

、
第
１

－･
ゝｌ

ｊ

χ

Ｉ

Ｉ

～
1
1
1
1
1

し

Ｘ
森

入

Ｘ
ふ
今

一《

殖
牛

ｉ

’
―

｀
’
、

ト レ イ

-

７図
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第
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住
居

址
に
属
す

る
ピ

。
卜
と
七
浙
え
ら
れ
ろ
亀
の
。
こ
の
辺
か
ら
も
土

師
器

片

が
多

量
に
発

見
さ
れ
た
。
P
1
4
は
P
1
3
の
言
六
五
糎

、
第
１
住
居
址
を
第
３
号

牛

か
切

込
ん
だ
壁
の
中
間
に
発
見
さ
れ
た

ピ

。
卜
、
そ
の
大
き

さ
は
径
五
五
×

四
二

糎
、
深
さ
三

八
糎

、
Ｐ

１５
第
１
住
居
址
と
土
師
の
「

カ
マ
ド
」
と
の
中
間

の
位
置

に
あ
る

ピ

″
卜
で

、
三
〇

×
三

五
糎

、
深
さ
≒

五
糎
以

上
が
第

１
住
居

址
に
発
見

さ
れ
た
ピ

。
卜
で
あ
る
。
こ
れ
等
の
ピ

。
卜
よ
り
し
て

、
本
住
居
址

の
柱
穴
は
全
部
で
幾
本
か
は
明
か
に
し
得
な
い
が

、
お
そ
ら
く
円
形
に
近
い
配

置

を
有
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
外
特

筆
す
べ
き
こ
と
は

、
実
測
図
で
見

る
如
く

、
蒙

に
接

し
て
設
け

ら

れ
て

い
る
周
涅
と

、
本
住
居
址
の
柱
穴
と
考
え

ら
れ

る
サ
ー
ク
ル
上

に
廻
ら
さ

れ
て

い
る
二
粂

の
周
慨

と
て
あ

る
。
前
者

は
当
代

の
住
居

址
に
見
受
け

ら
れ

る

と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
往

穴
問

を
綴
る
如

く
廻

ら
さ
れ
て
い
る
例
は
、
余
り
他
に

聞

い
て
い
な
い
と
こ
ろ
よ
り
、
こ
れ
が
如
何
な
る
施
設
で
あ
っ
た
か
は
、
耳

速

決

め
難

い
こ

と
で
あ

る
の
で

、
今
後
０
研

究
問
題
と

し
て

、
提
起
し
て

お
く
に

止

め
た
い
。

本
住
居

址
の
東
三

分
の
一
は
、
第

３
号
址
に
よ

っ
て
切
り
込
ま
れ
て

い
る
の

で
測
量

は
出
来

な
い
が
、
住
居
址

の
プ
ラ

ン
は
、
南

北
六
・
四

米

、
平

均
深
さ

八
〇
糎

、
僅
。か
に
東

に
傾

斜
を
有

し
、
黄

鋲

ロ
ー
ム
質
明

に
掘
込
立
牡
心

隠（
穴

式
住
居
址
で
あ

る
。

第

３
号

址
は
［

カ
マ
ド
］
と
一
回
の
出
面
か
調
査
出
六

白
か
、
川
北

０
絹
迄

は
つ
い
時
間
の
都
合
上
検
出
の
出
来
な

か
っ
ぐ
の
で

、
本
住
居
址
の
大
方

の
プ

ラ
ソ
さ
え
推
定
出

⑤
な
い
の
は
、
本
当

に
残

念
で
あ

る
が
、
放
棄
せ
ざ

る
を
得

な

か
っ
た

。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（

友
野
良
一
）

第
’い
ト
レ
ン
チ
　

第
１

住
居
址

第
３

ト
レ
ン
チ
の
第
1
0～

燧
区

に
発
見

さ
れ
た
住
居
址
で
あ
る
第
1
0～
一
１１一
区

問

の
黒
色
土
川
中

よ
り

、
勝
坂

式
土
器

、
弥
生
式
後
期
と
思
わ
れ

る
櫛
目
ヌ
土

器

、
土

師

、
灰
絹

等
が
出
王

し

、
黒
色
土
の
落
込
み
も
多
く
最
初
か
ら
住
居
址

諮

て

第 ８図　第 ３トレンチ第１住居址 実測図



一
一

六

で
あ
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
て

い
た

も
の
で
あ

る
。
ト
レ
ン
チ
は
、
住
居

址
の
西

壁
近
く
に
設

定

さ
れ
た
の
で

、
拡
張
は
当
然
東

に
相
当
の
範
囲

に
除
土

を
行

う

こ
と
に
な
っ
た
。
拡
張
部
分
の
黒
色
土
副
よ
り

は
、
勝
坂
式
土
器

及
び
、
土

師

器
片
畑
散
見

さ
れ
た
程
度

、
作
業
は
黙

々
と
し
て
長
時
間

に
わ
た

り
除
土

に
専

念
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
発
掘
第
１
日

は
西
側
の

壁
の
一
部

を
確
認
出
来

た

の
み
で
終

る
。

発

損
第
２
日
目

は
、
前
日

に
引

続
い
て
作
業
を
進
め
る
と

、
西
壁
よ
り
二
米

東

寄
り
に
床
面

を
発

見
、
そ
れ
に
続
い
て

、
北
草
小
検
出

さ
れ

る
。
最
後
に
南

壁
の
発
見

に
全
力

を
土
げ
る
と
昼
近
く
、
南

望
の
一
部
が
発
見

さ
れ
た
の
で

、

住
居
址

の
一
応

の
大

ぎ

ざ
を
知
る
こ
と
が
出

来
だ
。
最

初
床
面
の
発
見

さ
れ
た

箇
所
を
中
心
と
し
て
床
面

の
追
求

を
行

な
っ
て
見

た
と
こ
ろ
、
「

カ
マ
ド
」
の

北
側
に
ピ

。
卜
を
発
見

、
こ
の
Ｐ
Ｉ

は
径
五
〇

Ｘ
七
〇

糎
、
深

さ
六
六
糎

、
こ

の
Ｐ
Ｉ
よ
り
北
に
二
・
三
糎

に
Ｐ
２

を
発
見

、
四

八
×
四
〇

糎
、
深
さ

、
浅

い

部
分
で
二

八
糎

、
深

い
部
分
で
四

〇
糎

、
そ

の
東
一
・
二
米

床
面

に
径
五
〇

糎

内
外

に
焼
土

を
発

見

、
そ
の
東
一
・
二
米

に
Ｐ
３

を
検
出

、
Ｐ

３
は

Ｉ
・
〇
×

一

・
一
米

、
深

さ
三

五
糎
の
口
が
大
き

い
形
状

の
も
の
、
更

に
そ
の
南
Ｐ
Ｉ
と

の
対
称
の
位

置
に
Ｐ
４
を
検
出

、
Ｐ
４

は
径
五
〇

×
五
〇

糎
、
深
さ
二
四

糎
の

ピ
ッ
ト
も
掘
り
上
げ

、
住
居
つ
中
心
と

な
る
施
設

を
発
損

し
得
た
。

更

に
床
面

の
清

掃
を
試
み
る
と

、
南
北

の
隅

に
八
〇

Ｘ
九
〇

糎
、
深

さ
二

八

糎
の

ピ
ッ
ト
を
発
見

、
こ
れ
は
第
２
の
Ｉ

ト
レ
ソ

チ
第
１
住
居

址
の
角

に
発
見

さ
れ

た
ピ
ッ
ト
と
同

様
な
施
設
で
あ

る
。
こ

の
ピ

。
卜
の
北
床
面

上
に
、
粘
土

の
坤
を
発
見
し
た
が

、
こ
れ
が
或
は
工
作
場
所

で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
最

後
に
残
っ
て

い
た

、
「

カ
マ
ド
」

の
調
査

を
行
う

と
、
第

１
ト

レ
ン
チ
第

１
住

居
址

、
第
２

住
居
址

、
第
２
の
２

ト
レ
ン
チ
第
１

住
居

址
、
第
２

の
２
ト

レ

ン
チ

３
号

址
等
に
発
見

さ
れ
た

石

組
を
基
礎
と
し
た
粘
土

で
覆
っ

た

式

の

「

カ

マ
ド
」
で
あ
っ
た
。
そ
の
外
Ｐ
Ｉ

の
柱
穴
の
南

京
上

に
、
焼
石
及

び
木

炭

諦

の
集
石

と
、
勝

坂
式
土

器
片
多
数

を
発
見
し
た

、
こ
れ

は
勝

坂
式
を
主
体

と

す

る
遺
構

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
も
の

、
こ
れ

も
一
部

の
発
掘

で
終

る
。

住
居
址
西
北

の
Ｐ
２
付

近
に
広
口
大

甕
が
蝸
倒
し
の
形
で
床
面

に

発
見

さ

れ

る
。
こ

の
甕
が
本
住

居
址
に
直
属
寸
。る
遺
物
と

考
え

ら
れ

る
。

周
涅

、
「

カ
マ
ド
」

の
部
分

を
除
い
て
壁
面

内
に

Ｉ
〇

～
一
八
糎

、
深

さ
七

～
九
糎
の
周
涅
が
廻

っ
て

い
た
。

本
住
居
址
の

プ
ラ
ン
は

、
東
西
六

・
三
米

、
南

北
六
・
二

米

、
最
深
八
二
糎

の
隅
丸
方
形
の
竪
穴
式
住
居
址

で
あ

る
。

（

友
野

良
一
・
太
田
保
）

こ
の
他
の
各

ト
レ
ン
チ
の
状
況

は
次

の
よ
う
で

あ
る
。

第
４

ト
レ
ン
チ

ト
レ
ン

チ
の
西
側

に
近

く
、
地
表
下
五
五
糎
付

近
に
焼
土

圖
の
拡

が
り
が
あ

り

、
モ

○
下

層
七
〇

糎
に
床
面
と
思
わ
れ

る
堅

い
面
と

焼
土

が
あ

ら
わ
れ
る
。

こ
れ
が
竪
穴
住
居
の
床
面
と
な
る
ら
し

い
が

、
約
三
米

東
に
つ
づ
い
て
そ
の
ま
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９

Ｑ
り

第

第

ま
切
れ

、
さ
ら
に
、
一
五

糎
下

が
っ
て
真
赤
な
焼
土

層
が
あ
ら
わ
れ
る
。
結
局

竪
穴
一
ア

と
な
る
模
様
だ
が
、
そ
の
内

容
を
掴
む
ま
で
発

掘
を
進
め
る
こ
と
が

出

来
な
か
っ
た
。
鉄
滓
・
鉄
環
な
ど
出
土

。
　
　
　
　
　

（
長

瀬
康
明
）

第
５

ト
レ

ン
チ

ト

レ
ン
チ

的
中
程
に
加

曽
利
Ｅ

式
散
乱

し
、
さ
ら
に
西

側
に
竪
穴
住
居

の
床

面

ら
し
き

も
あ
ら
わ
れ
て
、
勝

坂
式
・
加

曽
利
Ｅ

式
土
器

・
土

師
器

な
ど

の
破

片
が
無
秩

げ
に
出
土

。
東

側
に
は
勝

坂
式
土

器
そ
の
完
形

に
近

い
も
の
そ

の
他

土

器
片
か
螺
集
し
て
い
る
。
そ
の
付

近
は
竪
穴
住
居

に
な
る
ら
し
い
が
、
矢
張

り

、
発
掘

を
そ
の
ま
ま
辿
め
る
こ
と
が
出
来

な
い
。
刀
子

・
鉄

滓
な
ど
の
出
土

を
み
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
長

瀬
康
明
）

第
６

ト
レ
ン
チ

ト

レ
ン
チ
の
東
側
に
縄
文
前
期
末
土

器
片
微
量
出
土

し
、
竪
穴
住
居
の
床
面

ら
し

い
も
の
あ
ら
わ
れ
る
。
そ
の
西
側
に

、
さ
ら
に
床
面

ら
し
い
も
の
あ

ら
わ

れ
有
形
土
器
が
倒
立
状
態
で
発
見
さ
れ
る
。
火
万

と
し
て
用

い
ら
れ
た
ら
し
い

。
こ
の
有
形
土
器
の
か
た
め
ら
か
ら
中
島
式
に
近
似
す
る
土

器
片
出
土

。
さ
ら

に

、
そ
の
西
側
に
勝
坂
式

、
そ
の
西
に
中
期
初
頭

型
式

、
そ
の
西

に
鉄

鏃
出
土

（

そ
の
付
近
に
灰
払
出
土
）
。
こ
の
ト

レ
ン
チ
の
西

端
に
竪
穴
住
居

の
側

驚
か

あ
ら
わ
れ

、
地
表
下

九
五
糎
に
床
面
と
思
わ
れ
る
も
の
出
土

。
柱
穴
一

ヶ
出
土

し

、
勝
坂
式
土
器
片
、か
螺
集
し
て
い
る
。
こ
の
ト
レ
ン
チ
か
ら
鍬
先

も
出
土

。

（
長

瀬
康
明
）

第
フ
ト
レ
ン
チ

ト
レ
ソ
チ
の
中
央
付
近
に
焼
土
出
土
。
囲
み
石
も
な
く

、
モ

の
周
囲
の
面

も



一

ノヘ

堅
く
な

い
。
加
賀
利
Ｅ
式
土
器

片
な
ど
出
土

。

（

長

瀬

康

明

）

第
3
2
ト
レ

ン
チ

弥
生
土
器
（

櫛
目

波
状
文
）
破
片
な
ど
出
土

。
竪
穴
住
居
の
床
面

ら
し

い
も

の
七
あ

ら
わ
れ
た
が

、
発
掘
を
進

め
る
余
裕
が

な
い
。

第
2
4
・
第
2
5
ト

レ
ン
チ
か
ら
も
土

圖
式
と
思

わ
れ

る
竪

穴
住
居
の
床
面

ら
し

い
も
の
、か
あ
ら
わ
れ
た
が

、
確
認
ま
で
に
至
ら

な
い
。
な
お
、
第
2
5
ト
レ
ン
チ

で
は
、
ト

レ
ン
チ
の
南
端
に
近
く

、
焼
土
と
炭
化
物

圖
が
つ
づ
い
て
い
る
が
、

そ

の
端
を
追
う
こ
と
も
出
来

な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
長

瀬
康
明
）

第
８
ト

レ
ン
チ
　

第
１

住
居
址

本
住
居
址

は
、
第

８
ト
レ
ン
チ
に
発
見

さ
れ
た
住
居
址
で
あ

る
。
発
掘
第
一

日

に
は

、
各

ト
レ
ン
チ
の
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
第
９
、
1
0、
１１
］ト

レ
ン
チ
か

ら

は
、
こ
れ

と
い
っ
た
遺
物

は
出
土

し
な
か
っ
た
が
、
昼
少

し
前

と
思
わ
れ
る

頃

よ
り
、
第
８

ト
レ
ン
チ
第

大
区

に
他

と
は
明

か
に
異

っ
た
黒

色
土

の
落

込
が

現
わ
れ

、
住
居
址
で
は
な

卜
か
と
の
疑

い
が
持
た
れ
だ

し
た
の
で

、
昼
過

ぎ
か

ら

は
、
ト
レ
ン
チ
第
9
1
0
、
１１
の
全
員

を
集
結

し
て
発

掘
を
進
め
る
と
、
先

の

落
ち
込
み
は

、
ト
レ
ン
チ
の
中

心
よ

り
北
側

ヘ

ー
・
五
米
余

り
で
黒

色
土

の
落

ち
込
八

は
東

に
隨
く

ら
し
い
。
次

に
、
最
初
発
見

さ
れ
た
黒

食
土

の
落
仏
近
く

か
ら
三
箇
の
自
然
石

が
発
見

戸

町

そ
の
中
心
部
の
下

層
に
木
炭

よ
り
Ｏ
几
上

が
検
出

、
更

に
そ
れ

よ
り
北
一
・
二
米

、
西

へ
七
二
糎

に
土

器
片
が
多
数
発
見

－
ｊ

ｌ
Ｉ
ｆ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ
Ｉ

１
１

Ｉ

Ｉ
Ｉ

し り　 ｙ
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さ
れ

る
に
及

び
、
住
居

址
と
し
て
の
作

摯
加
備

う
に
い
た
っ
た
。

発
掘
第
２
日

、
昨
日

に
引
証

き
半
面

の
追
求
に
、
閃
位

の
掘
り
下

げ
に
全
力

を
集
中

、
掘
り
下

げ
が
六
行
寸
右

に
従
い
遺
物

心
次
第

に
多

く
な
り
、
発

掘
に

慎
重

さ
が
要
求

さ
れ

、
作
菜

も
思

う
様

仁
爪
立
な
い
。
昼
頃
に
な
っ
て
カ

マ
ド

の
北
西

う・
位
置

に
、
張
着

く
様
に
土

器
片
球
集

結
し
て
発
見

、
叉
南
西
の
方

向

に
立
石

が
兄
見

ご
れ

る
。
立
石

に
よ
＜

工
的

と
思

ヤ

サ

勺
縦
に
何

本
か
引

か
れ

た
席

か
あ

っ
て
、
た
だ
単
な
る
自
然
石

が
立
っ
て
い
る
と
解
釈
出
来

な
い
状

態
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大

き

ぎ
は

立

石

の

部

分

で

、
古
Ｅ
ｙ
こ
二

五

和

、
厚

さ

⊇

∵

五

利

、
土

谷

に

カ

マ
ド

を

中

心

と

し

て

東

北

よ

り

西

方

に

二

・

五

～

○

・

八

米

聞

に

集

中

し

て

発

見

、
ス

、

カ

マ
ド

の

東

五

〇

糎
に

積

み

重

な
る

様

に

し

て

石

群

が
出

土

し

た

。

発

掘

第

３

日

、
本

日

は

昨

日

ま

で

皇

の

追

求

で

残

つ
た
箇
所
を
延
長

す
る
か
た
か
ら

、
カ

マ
ド
周
辺
の
調
三

と
、
南
東
付
近
の
除

土

作
業
を
行
う
。
東
價
に
一
部
本
住

居
址
に
関
係

あ
る
言

句
か
検
出

さ
れ
た
が

、
そ

の
付

近
に
は
、
そ
れ
に
続
く
壁
は
発
見

さ
れ
ず
、
南
～

南
東
に
か
げ
て
は

耕

作
に
よ
り
完
全
に
破
壊
さ
れ
て
い
た
。
昼
過
に
な
っ
て

カ
マ
ド
周

辺
の
調
査

が
進
む
に
つ
れ
、
北

側
に
二

群
の
土
器

、
南
西

に
三

百
、
南
二
・
四

米
に
完
形

の
皿
、
東
二
米

に
土
器
群

が
発
見

さ
牡

、
さ
な
が
ら
カ
マ
ド
付
近

に
遺
物

か
集

結

し
た
感
じ

、
叉

、
発

柏
が
進
む
に

つ
れ

カ
マ
ド
の
北
側

に
欽

剛
を
発
見

、
カ

マ
ド
の
南
一
米

に
柱

穴
を
発
見

す
る
。

発
損
第
４
日

、
本
日

は
カ
マ
ド
付
近
の
調

岸
か
不
÷

分
で
あ

る
の
で

、
こ

Ｘ

を
中
心

と
し
て
発

掘
、
カ
マ
ド
上

の
二
つ

に
折
れ
て

い
た
長
丸
形
長

さ
六
〇
糎

の
石

を
取

り
除
く
と
、
そ

の
下

は
焼
土

と
土

器
が
つ
ぶ
れ
た
状
態
で

発

見

さ

れ
、
こ
の
焼
土

と
土

器
を
取

り
除
く
と
、
下

方
よ
り
南
側
石
組
と

立
石
の
東
四

○

朧
に
、
長

ご二

五

糎

、
巾
一
糎
の
蜻
け
た
骨
片
宣
発
見
し
た
が
、
本
目
の
と

こ
ろ
、
人

骨
か
他
の
動
骨

か
の
判
別

は
つ
け

ら
れ

な
か
っ
た

の
で

、
後
日
専
門

家
に
依
頼
す
る
こ
と
と
し
、
ビ
ュ
ー
ル
袋

に
入
れ
保
管
。
本
住
居
址
は
東
西
七

・
二

米

、
南
北
六
・
三

米

、
深

呈
（

○

糎
隅
丸
方
形

竪
穴
０
土

師
式
住
居
址
。

（

唐
沢

保

）

第
1
2ト
レ
ン
チ
　

第
１

・
２

住
居
址

第

４
調
査
地
区

に
あ
る
第
!
2
ト
レ
ン
チ
は

、
本
遺
跡
の
下

方
段
丘
の
突
端
に

位
置

し
て
い
る
。

遺
跡
は
全

休
に
ゆ
る
や
か
な
傾

斜
を
し
て

お
る
た

め
表
土

は
流
れ

て
い
る
と

考
え
ら
れ
、
黒
土

の
部
分

は
か
な
り
深
い
も
の
と
思
わ
れ
た
。

発

掘
一
日
目

は
ト
レ
ン
チ
の
区
別
け

か
ら
始
ま

り
、
黒
色
土

を
中
心
の
除
土

作
業

を
行

な
う
。

午
後

に
な
り

、
第
７
区

と
８
区

の
境
よ
り

、
黒
土
か
ら

ロ
ー

ム
面
に
達
Ｔ

る

深

さ
か
ら

柚
の
か
か
っ
た
罷
の
胴
部

と
思

わ
れ
る
一

片
が
出
土

、
こ
れ
は
須
恵

の
一
片
で
表
面
に
は
自
然

和
が
美
し
く
流
れ
て
い
る
。

他
に
は
黒

色
土
中

よ
り
出
土

し
た
縄
文
中
期

の
遺
物

が
各
区
数

片
ず
つ
発
見

さ
れ
た
の
み
で
黒
土

の
落
ち
込
み
そ
の
他
住
居
址
な
ど
に
直

結
す

る
よ
う
な
も

の

は
見
つ

が
ら
な
か
っ
た

。
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発

掘
二

目
目

第
1
2
・
第
1
3
ト

レ
ン
チ
の
間
を
広

い
範
囲

に
拡
大
し
た
と

こ
ろ

、
地
表
面

よ

り
八
〇

糎
の
と
こ
ろ
に
ト

レ
ン
チ
の
ほ
ぼ
中
央
の
位
置

か
ら
上

師
器

片
が
集
中

し
て

発
見
さ
れ
る
。

叉

、
モ

の
ま
わ
り
に
は
焼
土
及

び
自
然
石

が
多
駿
見

つ
か
っ
七

。
そ
の
た
め

作
業
は
こ
の
位
置

を
巾・
心
と
し
て
進

め
ら
且
趾

。

除
上
作
業
が
進
行
す
る
に
つ
れ
て
窯

言
爪
面

が
現

わ
れ
住
居
址
で

あ
る
こ
と

が
明

ら
か
に
な
っ
た
。

窯

の
右

か
ら
は
壹
が
重
っ
て
出
土

し
、
そ
の
脇
か
ら
は
屋
根
に

使
用

さ
れ
た
と
思

わ
れ
る
大
形

の
木

材
が
炭
化

さ
れ
窯
と
平
行

す

る
よ
う
に
し
て
出
土

、
特

に
極

と
思

わ
れ
る
炭
化
材
に
萱
の
炭
化

さ
れ

た
も
の
が
束
の
ま
ま
で
発
見

さ
れ
た
。

三

日
目

の
作
業

は
住
居
址

の
各

派
の
検
出

と
床
面
の
除
土

作
業

に
重
点
を
お
き
始

め
ら
れ

た
。

西
側
の

壁
が
ま

ず
明

ら
か
に
な
り

、
南
北
約
六
米
の
壁
が
現

わ

れ
た

。

そ

の
西

京
の
検
出
作

業
中

、
壁
に
よ
り
か
か
る
よ
う
に
し
て
柱

の
炭
化
し

た
も
の
が
横

倒
し
と
な
っ
て

発
見
さ
れ
る
。

又

、
床
面

に
近

い
層
か
ら
は
炭
が
多

く
堆
積
し
て
い
る
こ
と
な

ど

、
こ
う
し
た
事
実
に
よ
り
本
住
居
址
は
火
災
に
あ
っ
た
も
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
た
。

数

多

い
遺
物

は
西

壁
と
ほ
ぼ
平
行

す
る
よ
う
に
窯
を
は
さ
ん
で
出
土
し
て
い

る
。
須
恵

の
自
然

粕
が
美

し
く
流
れ
た
大

甕
の
口
緑
部

、
皿

、
杯
等
が
数
枚
も

重
な

っ
て
出
土

、
そ
の
両
側

に
壷
、
甕
等
完

形
品
が

Ｉ
〇

数
佃
並
ぶ
様
に
出
土

し
て

い
る
。

こ

ん
な
状
態

を
見

る
時
、
当

時
の
生
活
を
そ
の
ま
ま
再
現
し
て
く
れ
た
感
か

お

る
。

こ
の
よ
う
に
出
土

遺
物
が
非
常
に
多

い
こ
と
と

、
床
面
ま
で

が
表
土
よ

り



ご
一

一

一
米
三
〇
糎

も
あ

る
た
め
、
床
面
上

の
除
土
作

業
は
予
定

よ
り
進
言
な
く

、
実

測
は
で
き

な
か
っ
た
。

発
掘
四

日
目

雨
天
の
た

め
発
掘

は
中
止

し
た
が
今
迄
出
土

し
た
遺
物

の
整
理
を
行

な
う
。

発
掘
五
日
目

発
損
予
定
の
最
終
日
で
あ

る
の
で
住

居
址
の
各
壁
と
床
面

の
清

掃
作
業
に
中

心
を
お
き

、
実
測
と
写
真

撮
影

に
そ
な
え

る
。

第12トレ ンチ第１ 住居址内

カマドをは さんで土器出土
(南 より撮影)

第13図

北
壁
作
業
中

、
須
恵
の
大
甕
が
発
見
さ
れ
る
。
表
面
に

は
自

然
神

が
流
れ
、
約

一
米
四
方

に
二
〇

数
片
に
分
か
れ

て

は
い
た
が
、
そ
の
復
元

を
想

像
し
た
時
の
大

き
さ
は
、

か
な
り
の
も
の
と
思

わ
れ
た
。

一
昨
日

の
床
面

上
の
作
業
で
中

央
部
に
出
土

し
た
石

組

の
窯
と
思

わ
れ

る
部
分

に
つ
い
て
も

、
こ
れ

を
中
心

に
床

面
と
そ

の
他

を
調
査
し
た

が
、
別
段
高
低

の
差

は
認

め
ら

れ
な

か
っ
た

が
、
床
面

の
一
部

が
或

は
別

に
作

ら
れ
た
も

の
で
は
な

い
か
と

考
え

ら
れ

る
箇
所

も
あ

り
、
東
壁
の
交

叉
し
た
所
等
に
も
第
１
住
居
址
と
は
別
の
も
の
と
考
え
ら

れ
る
点

が
見
ら
れ
穴
。

し
か
し
床
面

、
ピ

。
卜
、
柱
穴
等
こ
の
剛
に
直

結
す
る

も
の
が
な
い
た
め
、
南

壁
の
調
査
に
或
は
何
か
を
見
い
出

せ

る
か
と
期
待

し
一
部
追
求
し

た
が
、
時
問

そ
の
他

の
都

合
で
中
途
で
中
止
し
た
。

こ
の
部
分

の
こ
と
に
つ

い
て

は
特

に
今
後
と

も
研
究

し
な
け
れ

ば
、
は
っ
き

り
し
な

い
点
て
あ

る
と
思

う
。

以
上
四

日
間
の
計
画
的
な
発
掘
調
査
に
よ

っ
て
明

ら
か
に
な

っ
た
本
住
居
址

の
プ
ラ
ン
は
東
西
六
・
五
米

、
南
北

六
・
三
米

、
地
表

よ
り
の
深

さ
平
均
一
・

三
米

ロ
ー
ム
質
層
に
掘
り
込

ん
で
作

ら
れ
た
土

師
器

、
須
恵
器
も
伴
出
す

る
住

句
址
で
あ

る
。



ご
こ
一

叉

、
こ
の
住
居
は
四

主
柱
で
あ
り

、
そ
の
う
ち
三

つ
ま
で
が
深

さ
五
〇

糎
で

ピ

″
卜
２
だ
け
が
五
九
糎
と
深
く

、
四

主
柱
間
の
間
隔

は
三

米
二
〇

参
加
役

と

か
な
り
正

確
に
位
置
さ
れ
て
い
た
。

居址内土器出土状況

㈹

住
北

第14図　第12トレンチ第！
（ カマド

他
に
は

ピ
ッ
ト

と
し
て
言
の
左

に

六
〇
糎
と
七
〇

就

深

三

五

糎
の

も

の
か
お
り
こ
の
中

に

は
ぐ

、
皿
杯
等

が
多

く
入

っ
て

い

た

。窯

は
西

壁
中

央

よ

り
わ
ず
か
に
北

よ

り
に
位
置

し
、

大
小
一
〇

数
個
の

自

然
石
を
粘
土
で

固
め
て
あ
り

、
煙

道
の
部
分

は
壁
よ
り
や

や
外

に
出
て

い
る
。

窯
上
に
は
土
師
器
の
片

が
多
く

、
中
に

は
二
次
的

に
焼

か
れ
て

い
る
の
も
見

え
た
。

遺
物
の
出
土
量

は
多

く
、
壷
、
皿
、
杯
等
土

師
器

が
中
心
で
あ
り
、
中
に
は

自
然
物
の

か
か
っ
た
美

し
い
須
恵
の
大
形

の
も
の
も
あ

り
、
特

に
完
形
品

の
多

い
の
に
は
お
ど
ろ
き
、
又
、
土

製
紡
錘
車
七
二

佃
出
土
し
て
い

る
。

こ
の
住
居
址
は
第
２
の
２

ト
レ
ン
チ
第
２
住
居
址
の
状
態
と
共
通
す

る
点

が

多
く

、
特
に
火

災
に
あ
っ
て

卜
る
た

め
当
時
の
生
活
様
賜

か
セ
ッ
ト
に
な
り
残

っ
て
い
る
点
は
木
遺
跡
に

お
い
て
も
注
目
す

べ
き

も
の
と
思

わ
れ
る
。

（
柴

登
已
夫
）

凪
2
2ト
レ
ン
チ
　

第
１

号
住
居
址

三

月
二

十
一
日
、
緊
急
発
掘

の
為

や
む
お
え

ず
上
伊
那

郡
下

の
発
掘
に
お

い

て
、
初
め
て

ブ
ル

ト
レ

ザ
ー
に
ょ

る
ト
レ
ン
チ
を
入

れ
る
。
そ
の
ト

レ
ン
チ
番

号
第
2
2ト

レ
ン
チ

か
ら
発
見

し
拡
張

し
た
の
が
第
１

住
居
址
で
あ
る
。
第

１
号

住
居
址
は
、
本
遺
跡
の
最
も
北
側

に
位
置
し

、
東
西
五

・
一
五
米
南

北
五

こ
一

五
米
の
ほ
ぼ
正
方
形

に
近

い
土

師
式
０
住
居
址
で
あ

る
。

三
月
二
十
四
日

、
第
2
2号

ト
レ
ン
チ
に
黒
土
圖

の
落
込
み
が
認

め
ら
れ
た
の

で

、
住
居
址

の
可
能
性
あ

り
と
し
て
拡
張

掘
下

げ
か
。行
な
う

。
数
人
の
地
元
の

方

々
と
、
南
箕

輪
村
文
化

財
委
員

の
沢
田
清
氏

が
元

気
一
杯
大
奮
闘
で
あ

る
。

ま
ず
西

に
拡
張

し
て
い
た
ス
コ

ペ
フ
に
か
な
り
大
き
な
石
が
当

っ
た

。
地
表

か

ら
僅
か
五

糎
の
深

さ
で
あ
る
。
翔
平

た
四

五
×
一
五
糎

の
こ

の
石

は
、
あ
と
で

判

明
し
た
の
だ
が

、
か
ま
ど
の
煙
道
部
の
覆
の
部
分
で
あ

っ
た

。
よ
く

も
こ

ん

な
に
浅

い
処

に
あ
り
な
が
ら
壊

さ
れ
ず

に
い
た
も

の
だ

と
一
同
感
心

し
た
も
の

で
あ
る

。
本
日
の
作
業
は
こ
れ
ま
で

と
し
住
居
址

に
間
違

い
な
し
の
確
信
を
得
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て

、
皆
意

気
揚
々

で
あ
る
。

三

月
二

十
五
日

、
晴
天

の
下

で
の

作
業
は
、
お
Ｉ
ら

か
な
古
代
人

の
生

活

に
と
け
込
む
に

ふ
さ
わ
し
く
、
ま

さ
に
発

掘
冥
利

に

つ
き
る
も
の
で

あ

る
。

西
側
の
壁
は

、
か
ま
ど
の
石
組
に
よ

っ
て
大

休
見

当
が
つ
い
た
の
で
今
日

は

東
の
方

へ
と
拡
張

を
進
め
る
。
本
日
は
中
学
生
心
数
人

参
加

し
、
一
段
と
活
気

づ
く
。
午
後
に
な
り
大

体
こ
の
住
居
址
の
大
要
を
鯛
み
は
じ
め
た
。
地

表
下
四

五

糎
ぐ
ら
い
か
ら
土

器
片
が
続
々
と
出
土

し
は
じ
め
、
カ

マ
ド
も
は
っ
き
り
と

姿

を
見

せ
初
め
る
。
径
一
五
糎
、
長

さ
三
〇

糎
ぐ
ら
い
の
棒
状
の
石

か
両
方

と

五
本

と
三
本

八
状

に
柵
の
様

に
な
ら
べ
焚

口
の
所
に
は
径
一
二
糎

程
の
や
は
り

棒
状

の
石

が
煙
道

を
二

つ
に
仕
切

る
様

ぼ
形
で
床
面
へ
突
き

さ
さ
っ
て

い
る
。

お
そ

ら
く
こ

の
石
で
煮
焚

の
時
、
土

器
の
横
転

を
防
ぐ
何
等

か
の
細
工

を
し
た

も
の
と
思

わ
れ
る
。
か
ま
ど
は
、
焚

口
の
石
組

み
の
内
巾

が
約
四
○
糎

、
煙
道

の
突
端

部
が
約
一

八
糎
、
長

さ
約
九
〇

糎
で
、
そ

れ
に
前

記
の
扁
平

の
石

が
二

ケ
煙
道
の
上
に
乗

っ
て

い
た
わ
け
で
あ
る
。
か
ま
ど
の
付
近

か
ら
は
大
量
の
土

器
片
が
出
て

き
た
。
お
そ
ら
く
数

個
体
分

か
か
ま

ど
を
覆
う
様

に
散
乱
し
、
ま

た
住
居
址
の
は

い
中
央
に
二

佃
性
分

の
土
器

片
が
さ
ら
に
南

壁
よ
り

二

一
〇

糎

内
側
の
処
に
高

さ

二
二

糎
、
口
径

二
二
糎

、
底

の
径
八
糎

、
上

か
ら
八
糎
の

処
に
径
三

糎
の
耳
の
つ
い
て

卜
る
甑
が
南

壁
の
方
向

に
倒

れ
、
潰
れ
た
形
で
出

土

し
、
ま
た
東
壁
二

・
一
〇

米
内
内

側
に
高

さ
九
糎

、
口
径

二
一
糎
、
底
の
穴

二

・
五

糎
の
植
木

鉢
状

の
土
器

が
完
形
で
出
土
し
た
。
作
業
は
順
調
に
進
み
、

床
面
近

く
で

鉄
片
一

片
を
発
見

し
た

。
こ

れ
は
鎌

の
部
分
ら
し
く
長

さ
七
糎
、

巾
二
・
五
糎
で

僅
か
に
く
の
字

に
曲

っ
て

い
る
。
南

壁
近
く
で
出
土
し
た
も
の

で
あ

る
。

三
月
二
十
六
日

、
昨
日
で
大
体
発
掘
は
終
り
、
今
日
は
清
掃
・
写
真
・
・
測

星

を
行
な
う

。
ま
ず

プ
ラ
ン
は

、
東
西
五
・
一
五
米

、
南
北
五
・
二
五

米
の
ほ

ぼ
正
方
形
に
近

い
形

、
柱
穴
は
各
角
一
〇

〇

作
か
ら
一
三

〇

作
ぐ
ら
い
内
側
に

き
ま
り
よ
く
囚

力
所

。
柱

穴
の
深

さ
は
、
五
〇

作
ぐ
ら

い
。
か
ま
ど
は
、
西
壁

の
ほ
ぼ
中
央
に
完
形

に
近

い
形
で
残
り
、
土
器
類
も
須
恵
・
灰
知
等
は
一
片
も

出
土

し
な
か
っ
た

が
、
土

師
器
類
は
、

ほ
ぼ

Ｉ
セ
ッ
ト
と
思
わ
れ
る
程
出
土

し

た

。
さ
ら
に
鉄
器

が
一
片

、
石
器
類
無

し
、
地
表

か
ら
床
面
ま
で
の
深
さ
は
六

〇

作
。
以
上

が
第
2
2号
住
居
址
の
発
掘
経
過
・
並

び
に
概
要
で
あ
る
。

（

御
子
柴
泰
正

）
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第
2
8ト
レ
ン
チ
　
第
１
住
居
址
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

‘

第
2
8ト
レ
ン
チ
を
設
定
し
た
地
域
は
、
天
伯
遺
跡
西
南
部
に
位
す
る
東
西
約

三
〇
米
、
南
北
約
八
〇
米

。
広
さ
約
二
五
ア
ー
ル
の
地
形
は
西
か
ら
東
に
傾
斜

約
四
度
。
南
端
崖
下
に
流
れ
も
あ
っ
て
居
住
に
は
絶
好
の
地
で
あ
る
。
遺
跡
の

大
半
を
占
め
る
台
地
と
次
の
西
台
地
を
つ
な
ぐ
緩
傾
地
で
、
こ
こ
に
、
東
西
約

二
〇
米
、
幅
二
米
の
ト
レ
ン
チ
を
北
か
ら
第
2
8～
第
3
4の
七
本
を
設
定
す
る
。

先
ず
、
第
2
8ト
レ
ン
チ
を
中
心
に
発
掘
に
先
立
つ
表
面
採
集
の
結
果
、
縄
文
中

期
初
頭
型
式
の
土
器
片
・
中
期
土
器
片
・
土
師
器
片
・
煥
石
な
ど
を
え
た
。

地
表
下
、
ロ
ー
ム
質
土
壌
ま
で
か
な
り
除
く
、
且
つ
調
査
の
日
数
も
限
ら
れ

て
い
る
の
で
、
ブ
ル
で
表
土
約
三
〇
糎
を
削
り
と
る
。
地
表
下
六
三
糎
は
腐
植

土
層
、
以
下
黒
褐
色
土
層
を
経
て
ロ
ー
ム
質
土
壌
層
ま
で
約
一
米
で
あ
っ
た
。

腐
植
土
層
か
ら
黒
褐
色
土
層
に
か
け
て
縄
文
土
器
・
弥
生
土
器
・
土
師
器
・
石

錘
な
ど
が
出
土
し
た
。
な
お
、
表
上
下
一
犬
ご
ロ
ー
ム
質
土
壌
に
達
し
、
ロ
ー

ム
層
内
約
二
五
糎
掘
り
す
す
め
た
竪
穴
住
居
及
び
炉
址
と
思
わ
れ
る
焼
土
・
淫

甕
（
波
状
流
水
文
土
器
）
が
発
見
さ
れ
た
。
甕
内
に
は
焼
土
・
灰
な
ど
が
存
し

か
。
そ
の
プ
ラ
ン
は
東
西
七
・
五
米
、
南
北
在
現
二
て

七
米
（
推
定
約
七
米
）

が
計
測
さ
れ
た
。
出
土
遺
物
に
つ
い
て
は
、
口
径
推
定

二
一
糎
、
口
唇
部
外
反

し
、
頚
部
か
ら
胴
上
部
に
か
け
て
三
本
の
泣
状
文
を
有
し
、
脚
部
で
水
平
に
割

れ
た
も
の
、
モ
の
他
無
文
の
土
師
器
の
類
、
糾
文
土
器
片
、
打
製
石
斧
な
ど
で

あ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
長
瀬
良
明
）

第
3
5ト
レ
ン
チ
　

第
１

住
居
址

第
3
5
ト

レ
ン
チ
０
第

１
住
居
址
の
発
掘
調
査
は
三

月
十
六
日
九
時
よ
り
調
査

員

根
津
が
中
心
と
な
り
地
元
有
志
五
名
と
中
学
生
十
二

名
に
よ

っ
て
実
施

さ
れ

た
。
此
の
住
居
址
は
第
４

ト
レ
ン

チ
と
直
角
に
巾
一
・
五
米

、
長

さ

Ｉ
〇
米
の

第
3
5
ト
レ
ン
チ
の
第
２
区

を
調
査
中

に
発
見

さ
れ

た
も

の
で
あ

る
。
此

の
地
点

の
地
顔

は
浅
く
地
表

よ
り
三
五
糎

の
ロ
ー

ム
顔

を
一
五

糎
垂
直

に
掘
こ
ん
だ
円

型

に
近

い
も
の
で

、
大
き

さ
は
南
北
六

・
四
米

、
東
西

六
・
〇

米
で
周

壁
は
北

に
面

し
た
処
が
一

部
不
確

実
で

は
あ
っ
た
が
概
ね
発
見
す

る
こ
と
が
出
来
た
。

主
柱
穴
は

、
そ
れ
ぞ
れ
北
壁
よ
り

Ｉ
・
四

米

、
東
壁
よ
り

Ｉ

エ
（

米

、
深

さ

四
〇

糎

、
西
壁
よ
り

Ｉ
・
六
米

、
北
壁
よ
り

Ｉ
・
三

米

、
深

さ
六
〇
糎

、
東

壁

よ
り

Ｉ
・
二
米

、
南
壁
よ
り

Ｉ
・
六
米
深

さ
六
〇
糎

、
西

壁
よ
り

Ｉ
・
二
米
南

壁
よ

り
’一
・

六
米
深

さ
五
〇

糎
の
と

こ
ろ
に
あ

っ
た
。
炉
址
よ
り
南
側
の
地
点

に

Ｉ
・
二
米
～
八
〇

糎
深
さ
三

〇
糎
の

ピ
ッ
ト
ニ

個
あ
り

、
他
の
住
居
址
に
も

類
似
し
た
も
の
か
お
り
注
意
を
今
後
必
要

と
す

る
。
床
面
は
桑
の
木
の
抜
根
に

よ

っ
て
出
来
た
小
穴
が
五
昇
発
見
さ
れ

、
支
柱
穴
と
間
違

い
や
す

い
位
置

に
あ

り
細
部

に
わ
た

っ
て

、
調
査

を
行

っ
た
結
果

支
柱

穴
で
は
な
い
事
を

確

認

し

た

。
西

壁
の
近

く
四

ヶ
研
人
工

的
に
つ
く
ら
れ
た
凹

凸
か
お

り
、
東
へ
僅
か
で

は
あ

る
が
勾
何
か
つ
い
て

い
た
。
炉
址
は
住
居
址
の
中

央
に
直
径
七
〇

糎
深
さ

三

六
糎
の
摺
鉢
状
と
な

っ
て
い
て
細
石
は
ま
っ
た
く
無
く
付
近
一

・
二

米
平

方

ぐ
ら
い
赤
色
の
焼
土
と
た
っ
て
い
た
。
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遺
物
Ｏ
出
土

状
況

は
一
五

彩
０
黒

土
内
内
よ
り
れ
文
中
期
の
土

器
片
少
数
と

破
損
せ

る
打
製
石

斧
二

佃
が
出
土

し
、
次
の
褐
色
土
Ｕ

中
二

五
糎
中
よ
り
は
絹

ネ

……に則
０
土
器

片
少
数

で
は
あ

る
が
縄
文

中
期

初
頭
と
思

わ
れ
る
土
器
片

が
出

土

し
九
。
床
面
上
０
這
物
は
炉
址
を
中
心
に
八
群
に
分
れ
て

お
り
、
土
器
及
少

数
の
石

じ
二

心
フ
ーに
。
復
原

出
来

る
土
器

類
は
五

個
完
型
品
一
個

復
原
不
可
能

）

第1CE　 第35トレンチ第１－第４住居址

な
も
の
の
土
器
片
多
数
で
あ

っ
た
。
完
型
品
は
把
手
の
あ
る
器

高
八
糎
の
肌
型

土
器
で
器
の
内
部
は
黒
仁
０
炭
素
が
付
着
し
て

お
り
灯

谷
使
器

と
し
て
使
用

し

た
も
０
と
思
わ
れ
た
。
復
原
出
未
得
石
も
の
は
器
高
三

八
糎
の
円

型
筒
型
土
器

三

佃
並
に
器
高
三
〇

糎
の
甕
型
土
器
二

個
つ
ら
ら

七
。
以

上
レ
ブ
几

七
帽
牡
て

押
し
つ
ぶ

さ
れ
た
状
態
で
出
土

し
た
。
土
器

類
と
土
器
片

は
厚
手

の
も
の
が
多
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く

、
色
調
は
赤

禍
仁
を
呈
し
て

お
り

、
煥
成
は
固
く
良
好
で
あ
り

、

胎
土

に
は
石
英
の
粒
子

を
混
入

し
て
あ

っ
た

。
文
様

は
関
東

の
中

期

⑤
文
式

の
陽

坂
式
に
類
似
し
て

い
る
も
の
が
多
く
あ

っ
た
。
其

の

他
復
原
出
来
無

い
土
器
片

の
中

に
僅
か
で

は
あ
る
が
黒

褐
恰
を
し
た

薄
手
の
も
の
で
箆
書
き
沈
線
文
が
つ
け
て
あ
り
器
形

は
不
明
で
あ

る
が
中
期
初

頭

の
色
彩
の
強
い
も
の
で
あ

っ
た
。
石
器

類
は
極

め
て
幼
稚

化
感
冊
型
打
製
石

斧

の
完
形
品
二

佃
と
破
損
せ

る
小
形

の
も
の
特
佃

が
炉
址

の
北

側
よ
り
出
土

し

た

。
西

の
壁
と
炉
址

の
中
間

に
径
一
〇
判

く
ら
い
の
犬

曽

号
の
自
然
石

が
二

九

仰
出
土

し
、
モ

の
内
八

郷
が
焼
け
て
居

た
。
使
用
目

的
は
不
明

。
今
後

の
研
究

に
待

つ
事
多

い
と
思

わ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
根

津
清

志
）

第18図　35 トレ ンチ 第１住 居址

第
3
5ト
レ
ン
チ
　

第
２

住
居
址

第
3
5ト

レ
ン
チ
第
２
住
居
址
の
発
掘
調
査
は

、
第
１
住
居
址
発
掘
の

メ
ン
バ

ー
言
発
和
。
第
二
日

午
後
引

続
い
て
行

っ
た
。
こ
の
住
居
址
は
南
側
を
約
三

米

切
込
ん
だ
方
型
の
も
の
で

、
床
面
迄

の
深

さ
は
東
側
で
地
表
よ
り
五
一
糎
西
側

四

五
糎
で
北
側

は
第
１
住
居
北
の
床
面
一
五
糎
垂
直
に
掘
込

ん
で
あ

っ
た
。
作

業
人
員
を
二
班
分

げ
て
作
業

を
行

っ
た
。
一
班

に
は
北
側
で
発
見

し
た

璧
を
追
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跡
さ
せ

、
他
の
瑕
に
し

図

す
言
回
し
つ
つ
拡
張

作
業

を
行

っ
た
。
此

の
地
点

は

耕
作
に
依
っ
て
攬
乱
さ
れ
た
処

も
多
分
に
お

り
、
西

０
軟
は
か
ろ

う
じ
て
発
見

ぐ

る
事
が
出

来
た
。

住
居

址
の
大
き

さ
は
円
北

六
・
九
六
米

東
西
一

二

三
几
米

了
め
っ
た

。
主
柱

穴
は
北

〇
壁
よ
り
二

・
五
米

、
東
京
よ
り

Ｉ
・
二
米

、
南
回
〉に。い
り

Ｉ
・
円
米
と

西

壁
よ
り
一

よ
三
米

、
百
果

よ
り

∵

四
米

の
円
フ

∇
二
兄

し
、
非

の
汪

さ
は

い

ず

れ

心

五
〇

糎
内

外

で

あ

っ

た

。
南

側

０
一

個

は
他

の
住

居

址

と

重

複

し
て

居

る
た

め

後

目

図

上

に

よ

り

発
見

し

た

も

の

で
あ

る

。

住
居

址

の
西

の

壁

の
処

に
四

〇

良

二
〇

糎

深

さ
三

七

糎

の

ピ
ッ

ト
三

個
発

見

す

る

も
複

合

に

よ

る
他

の

住

居

址

の

も

の

で

は

な

い

か

と

思

わ

れ

た

。

炉

址

は

北

壁
西

側

一

・
五

米

、
西

壁

よ

り

Ｉ
・
三

米

の

地
点

に

鉢

型
土

器

、
高

さ

Ｉ
〇

糎

、

径

二

一
糎

底

部

の
無

い

も

の

を
火

壷

に

煙

壹
式

の

で

あ

っ

た

。
其

の
付

近

は
赤

く

焼

土

と

化

し
て

い

た

。

遺

物

０
出

土

状
況

は
平

均

黒

土

㈲
並

に
褐

色

土

層

は

地

表

よ

り
三

〇

縄

で

あ

り

、
其

の
中

よ

り

は

縄
文

中

期

の
土

器

片

少

数

と

土

師
器

片

少

数

ま

ば

ら

に

出

土

し

た

。
埋

壹

に
使

用

し

た
土

器

は
黄

褐

色

を

し
た

薄

手

の

も

の

で

、
焼

成

は

良

く
固

く

胴

よ

り
下

半

分

Ｏ

も
の

で

あ

っ
た

。

床

面

上

の
他

の
遺

物

は
土

師
器

片

が

少

数

、
甕

や

鉢

類

と

思

わ

れ

る
も

の

の

口
縁

部

、
厚

手

と

薄

手

の

も

い

ぐ
犬
合

レ
て

お
り

、
赤

’一之ｆ］
言

三
し
趾

も

回

ヤ
ク

く

、
焼

成

は
悪

く

、

も
ろ

い
感

じ

が

し
八

。
石

器

川

に

ほ

と
ん

ど

な

く

、

攬

乱

に

よ

っ
て

住

居

内

へ

入

っ

た
と

思

わ

れ

亘

力
製

石

斧

白

丿

佐

二
帽

北

側

の

鯛

ご

く

よ

り
出

土

し
た

。
中

央

よ

り
東

寄

り

の
処

に

Ｉ
〇

朧
く

ら

い

の

自

然

石

が
二

六

佃

所

放

言

し
て

あ

る
が

如

く

出

土

し

た

。

此

の

自

然
石

の

使
用

目

俯

は

不
‥Ｊｙ

で

あ

る

。
此

の
住

居

の
特

性

は

炉

牛

か
埋

壹

で

あ

り

、

柱

穴

よ

り

割

り
出

し
て

み

る
と

呉

の
位

聯

か
見

近

く

に

片

會

っ
て

い

た

事

で

あ

る
。

遺

物

が
少

な

い

の

と

相

当

に
攬

乱

芒
れ

て

い

る
の

で

確

た

る
事

は

言

え

な

い

が

、

弥

生

時
代

よ

り

土

細
の

時

代

へ

と

移

行

期

で

は

な

レ

か

と

思

う

疑

い

が

多

分

に

あ

る

。

し

か

し

床

面

上

の

土

器

は

前

記

の

如

く

明

ら

か

に
土

師
器

で

あ

っ

た

。
今

後

研

究

の

余
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地

は
多
分

に
あ

今

と
思
う

。
残

念
な
事
に
住
居
址

の
重
複

と
耕
作

に
よ
る
攬
乱

が
多

く
、
明

ら
か
で

な
い
点
前
多

か
っ
と

。
　
　
　
　
　

（

根
津
清
志
）

筥
3
5ト
レ
ン
チ
　

第
５

住
居
址

こ

の
址
の
発
掘
調
査

は
、
第
２
住
居
址
発
掘
丿

査
人
員
で
引

続
き
発
損
第
二

回
目
午
後

に
二

施

し
か
。
此

の
住
居
址

は
他

０
言
居

址
と
複
合
体
で
あ

っ
て
北

面

の
壁
は
第
２
住
居
址

の
南
側
三
米
切

込
ん
で

お
り
且

つ
第
４
住
居
址

を
、
中

心
よ
り
や

や
東
雨
へ

包
含

し
て

い
た
。
床
面

は
い
ず
れ
も

地
表
よ
り
平
均
四
五

糎
下

の
ロ
ー

ム
圖
を

Ｉ
〇

糎
掘
込
ん
で
お
り
北
側
は
第
２
住
居
址
の
床
面
を
二

〇
糎

掘
込
ん
で
固

く
叩
い
て

あ
っ
た
。
西

側
の
一

部
辨
作
に
よ
っ
て

攬
乱

さ
れ

て
変

色
し
た
地

点
が
あ
っ
た
。
周

壁
は
東
面

の
一
部
と
西

南
に
当

る
部
分
が
他

の
住
居
址

と
重
な
っ
て

居
た
た
め
不
明

で
あ

る
が
、
推
測

す
る

プ
ラ
ン
は
方
形

で
其

の
大

き
さ
は
南
北

の
径
六
・
〇

米
東
西

六
・
四
○

米
の
も
の
で

あ
っ
た
。

柱
穴
は
北
よ
り

Ｉ
・
〇

米
西
よ
り

Ｉ
・
二

米
東
よ
り

Ｉ
・
三

米
と
北
よ
り

Ｉ

・
二

五
米
東
よ
り

Ｉ
・
〇

米
西
よ
り

Ｉ
・
五

米
南
よ
り

Ｉ
・
三

米
あ
り
、
深

さ

は
そ
れ
ぞ
れ
五
〇

糎
ぐ
ら
い
で
あ

っ
た
。
其
の
他
抜
根
に
よ

っ
て
出
来
た
と
思

わ
れ
る

が
北
側
の
壁
近
く
に
一
個
所
と
西
南
の
隅
よ
り
二

・
〇

米
中

心
に
向

っ

た
地

点
に
あ

っ
た

。
朧

は
北

の
隅

よ
り
所

に
二
・
一
米

の
西

壁
に
そ
っ
て

煙
道

か
お

り
焚

口
は
内
径
四
六
糎
縦
（

奥
行
）

は
七
八
糎

の
も
の
玉

局
さ
二
〇

榔
。

自
然
石
大
小
合

せ
て

九
個
を
粘
土
で

ょ
く
固

め
て

あ
っ
た
。
焚
口
付
近
と
煙
道

の
壁
と
は
焼
土

と
化

し
て

赤
色
に
た

っ
た
部
分
が
有

っ
た
。
遺
物
の
出
土

状
況

は
二

一
糎
の
黒

土
層
中
よ
り
土
師
器
片
少
数
と
縄
文

中
期

の
土

器
片

が
混
じ
っ

て
出
土

し
た

。
こ
の
土
層
は
攬
乱
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
次
の
二
三

糎
褐
色
土

層
中

に
は
土

師
器
の
大
型
破
片
多
数
出
土

し
た
が

、
復
原
は
不
可

能

な
も
の
で

あ

っ
た
。

床
面

上
の
殼
物

は
燧

の
焚

口
よ
り
北
寄

り
の
と
こ
ろ

に
高

さ
一
五
糎

底
部

の

径
一
三

糎
で
底
言
に
穴
の
あ

い
た
半

壊
し
た
甑
の
下
半

分
か
横
倒
し
の
状
態
で

出
土

し
、
又
完
形
土

製
紡
錘
車

が
一

佃
並
に
甕

類
の
破
片
多
数
出
土

し
た
。
土

器
及
其

の
破
片
の
色
調
は
明
る
い
赤
褐
色
も
し
く
は
黄

褐
色
を
呈

し
た
も
の
が

多
く

、
煥
或
は
良
好
で
胎
土

は
よ
く
叙
製

）、・
れ
て
固
く
薄
手
の
も
の

が
多

か
っ

た

。
し
か
し
な

が
ら
土
器
片
が
多
数
あ

る
の
に
か

か
わ
ら
ず
復
原
出
来
得

ぬ
事

は
数
回

に
亘

る
攬
乱
と
住
居
址
の
重
複

に
よ

る
の

が
理
由
で
あ
ろ
う

。
住
居
址

の
遺
構
及
遺
物

を
み
て
此
の
住
居
址
は
土
師
器
使
用

時
代
の
中
期
以
降
の
も
の

で
あ

る
と
思
わ
れ

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
根
津
清
志
）

第
3
5ト
レ
ン
チ
　

第
４
住
居

址
に

つ
い
て

第
3
5
ト

レ
ン
チ
第

４
住
居
址

は
、
第

３
住
居
と
同

時
に
同

じ
作
業
員
で
発
掘

調

査
を
お
こ
た
っ
た
。
此

の
住
居
址
は
第
３
住
居
址
の
南
北
の
中
心
線
を
梢

々

車

削
寄

り
に
重

な
っ
て
地
表
六
五
糎
の

ロ
ー
ム
層
を
二

五
糎
第
３
住
居
址
の
床

面

よ
り
一
五

糎
掘
込
ん
だ
遺
構
で
あ
っ
た
。
プ
ラ
ン
は
方
形
で
そ
の
大
き

さ
は
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南
北
四

二
二
五
米
東
西
三
・
九
〇

米
の
小
型

の
も

の
で
周

壁
は
北

と
東
の
一
部

は
攬
乱

拝
れ
て

い
た

。
床
面

は
丹
念

に
固
く
叩

い
て

仕
上
げ
て
あ

り
、
南
南
東

に
人

い
と
思
わ
れ

る
部
分
長

さ

Ｉ
・
四
〇
米

巾
三
五
糎

、
一

段
低
人

子
出

し
て

あ

っ
た

。
こ
こ

は
お
そ

ら
く
繁
吹
吉

避
の
挿
掛
で

あ
っ
た

と
思

わ
れ

る
。

柱
穴

は
北

よ
り
一
米

、
西

よ
り
一
米

と
北

よ
り

フ
天

東

よ
り
一
米
と
西
よ

り
一
米

、
南
よ
り
一
米
と

、
東

よ
り
一
米

、
南

よ
り

Ｉ
・
三
米

と
等
間
隔

に
発

見

し
た

。
深

さ
は
い
ず
れ
土

二
〇
糎
位
で
あ

っ
た

。
南
面

は
他
の
住
居
址
と
重

複
す

る
と
思

わ
れ
、
不
明

な
る
穴
、
柱
穴
に
似
た

も
の
深

さ
二
五
糎

が
二

個
所

現

わ
れ

た
。
廬
は
西

の
壁
の
中

心
部
に
内

径
六
〇

糎
縦
（

奥
行

）
一

・
〇
二
米

の
相
当

に
大
き

い
も

の
で
自
然
石

の
二
五
糎

ぐ
ら
い
の
も
の
八
個
と

Ｉ
〇
糎
ぐ

ら
い
の
小

さ
い
も
の
六
働
を
粘
土

で
し
っ
か
り
固

め
て
仕
上
げ
て

あ
り
、
煙
道

の
高

さ
二
五

縄
て
西

壁
よ
り
住
居
外

に
配
石

し
て

あ
り
、
付
近

は
赤
色
の
焼
土

に
な
っ
て

い
た
。
出
土

遺
物
は
、
黒
土

順
二
〇

網
中
に
は
土

師
器
片
少
数
出
土

し
、
次

の
褐
色
土

層
三
〇

侃
中

に
は
極

く
少
数

の
弥
生
土
器
片
と
土

師
器
の
土

器
片

が
混
じ
っ
て
出
土

し
た
。
多
分

こ
の
層
位
迄
耕
作
に
よ
る
攬
乱
で

は
な
い

か
と
思

わ
れ

る
。

床
面

上
の
遺
物
は
啜
址
の
南
側
に
土
師
器
の
甕
の
高
さ
一
五

糎
上
半
分

か
倒

れ

た
状
態
で
出
土

し
た
。
又
住
居
址

の
中
央

に
六
〇
糎
円
形

に
焼
牛

が
あ

り
、

其

の
付
近

よ
り
土

師
器
片

多
数
出
土

し
た
が
、
復
原

は
不
可
能
で
あ

っ
た
。
土

器
片
類

の
色

調
は
黄

褐
色
を
呈

し
た
も
の
が
多
く
、
焼
成

は
よ
く
固

く
て
薄
手

に
て

胎
土

は
よ
く
精
製
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
此

の
住
居
址

の
特
性

は
竃
が

あ

る
の
に
中
央
で
火
を
使
用
し
た
遺
構
が
あ
り

、
又
竃
が
住
居
址

に
比
し
て
大

き

い
事
で
あ

る
。
他
に
あ
ま
り
類
例
が
な
い
の
で
研

究
の
余
地
が
あ
る
と
思
わ

れ

る
。

第
3
5
ト
レ
ン
チ
の
各
住
居
址

を
総
合
的
に
考
え
て
み
る
と

、
第
１
住
居
址
は

賜
ス
中
期
の
遺
構
で
あ
り

、
第
２
住
居
址
よ
り
第
４
住
居
址
迄

は
土
師
器
時
代

の
も

の
で
あ
る
事
は
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
明
ら

か
に
な
っ
た
。
し
か
も
同

じ
土

師
器
時
代
の
も
の
で
も
第
２
住
居
址
は
弥
生
時
代

の
色
彩
が
強
く

、
煙
壷
炉
址

な
ど

を
み
て
も
移
行
期

の
感

が
多
分
に
す
る

。
第
３
住
居
址
は
土

師
器
時
代

の

代
表
的

な
も
の
で
中
期
以
降

の
も

の
と
思
わ
れ

る
。
第
４
住
居
址
は
竃
址
並
に

入

口
の
床
面

を
固

め
た
出
凰

の
遺
構
を
見
て
も
一

番
一

番
新
し
い
も
の
で
は
な

い
か
と
思

わ
れ

る
。
年
代

の
差

が
明
ら

か
で
あ

る
。

竃
の
煙

道
は
ど

の
住
居
址
も
皆
西
に
面
し
て
築
い
て
あ
る
。
し
た
が
っ
て

入

口
は
南
で
あ

っ
た
事

は
間
違

い
な
い
と
思
わ
れ

る
。
で

は
何
故
入
口
を
東
又
は

南

に
し
た

か
と

い
う
問
題
で
あ

る
が
、
此
の
地
方
の
天
候
気
象
に
大
い
に
関
係

が
あ

る
の
で

は
な
か
ろ
う
か

。
そ
こ
で
一

年
中
の
風
向
を
調
べ
て
み
た
と
こ
ろ

三
月
中
旬

よ
り
九
月

の
中
旬
頃
迄

は
平
均

し
て
南
風

が
吹

さ
、
九
月
の
末
か
ら

十
一
月
末
頃
ま
で
北
風
と
な
り

、
十
一
月
に
は
此
の
北
風
は

相
当

に

寒
い
。

十
二
月
頃

よ
り
三
月
始

め
頃

ま
で
此
の
地
方
特
有
の
西
風

が
吹
く
。
天
気
良
く

太
陽

が
出
て
居
て
も
山

は
荒
れ

る
日

が
続
き
猛

々
し
い
寒
気
を
と
も
な
う
。
此

０
地
方
で

は
西
威
（

お
ろ
し
・
降

し
）
と
言
う
て
人

々
は
大
変
に
嫌
う
。
昔
も

今
も
変
り

な
く
此
の
寒

い
西
風
を
必
然
的
に
防
い
だ
も
の
で
あ
る
。
現
在
も
家



四つ

を
建
て
る
場
合

に
は
土
地

の
事
情
が
許
す

限
り
西

向
に
家
を
建
て
な
い
の
が
普

通
で
あ

る
。
太
陽

の
当

る
場
合

も
そ
う
だ
が
寒
い
冬
の
日

に
暖
い
太
陽
を
朝
入

口
に
受
け

る
事
は
気

持

か
良
い
だ
ろ
う
し
、
反

対
に
夏

の
西
目
を
受

け
る
入
口

は
種

々
の
面

か
ら
あ
ま
り
良
い
も
の
で
は
な
い
。
丘
の
中
段
で
あ
り
勾
配

の
下

五
、
出
　
土
　
遺
　
物

―
、
繩
文
土

器

第
一

類
土
器

第
一
類

に
含

ま
れ

る
も

の
は
、
施
文
具
と

し
て

は
こ
の

グ
ル
ー
プ
に
特

有
の

半

截
竹
管

・
刻
目
（

爪
形
）

二

祐
文

な
ど
が
主
体
と
な
っ
て
い
る
も
の
で

、
中

期
土
器

の
う
ち
、
そ
の
初
期
的
な
も
の
で

、
一

応
中
期
初
頭
型
式
と
呼

ん
で

お

第
2
1
図

１

・

２

・

９

∴

‥
］～
1
5
・
1
7
・
2
1
は

、
そ

の
共

通

点

と

し
て

、

い
ず

れ

も

、
経

文

が

微

隆

帯

な

い

し
器

面

に
そ

の
ま

ま

に
施

さ
れ

て

い

る
こ

と

で

あ

る
。

特

に

、
１

・
２

・
1
2
は

、
器

面

に
微

隆

帯

を
施

し
て

そ

０
上

に

経
文

を
加

え

る
こ

と

に
共

通

点

か

見

回
・‐乙い。ｙ
。

―
に

、
大

形

水

形

土

器

の

口

縁

破
片

で

、
頭

部

に
隆

帯

を

め
ぐ

ら

し

、

口

縁
と

隆

帯

Ｏ

中
間

二
微

隆

帯

Ｏ

横
長

の
伜

幸

作
り

微
隆

白
・
枠
内
及

び
頚

部
以
下

に
斜
走

了
る

⑤
文
が
全
面
に
わ
た
っ
て
施
さ
れ

て

い
る
。
２

は
、
あ

だ
か
も
晩
期

の
安
行
式
土

器
に
み

る
帯
縄
文
土
器
に
似
て

に
入
口
を
付

け
る
事
は

、
降
雨
積
雪
に
よ
る
排
水
等
も
考
え
て
の
こ

と

だ

ろ

う
。
年
代

が
新
し
く
成
る
に
し
た
が
い
住
居
を
丘
の
下
方
へ
と
設
定

し
だ
の
は

何
故

で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
か

ら
の
研
究
に
待

つ
こ
と
に

し
た

。

（

根
津
清
志
）

い
る
。
も

ち
ろ

ん
、
そ

の
文
様
構
成

は
異

っ
て

い
る
が
。
1
2は
、
口
縁
に
細
い

微
隆

帯
が
施

さ
れ

、
そ
の
上
及

び
器
面

に
経
文

が
加
え
ら
れ
、
そ
の
微

隆
帚
の

下

に
狭

い
経
文

偕
を
残
し
て
、
そ
の
下

方
に
は
横
の
沈
線

、
さ
ら
に
そ
れ
を
縦

に
切
る
細
い
条
賜

か
加
え
ら
れ
て
い
る
。
９
は

、
口
縁
に
巾
の
狭
い
隆

帯
を
設

け

て
こ
れ
に
縦
の
刻
目
を
施
し
、
モ

の
隆
帯
の
下

方
は
一

面
に
斜
走
す

る
縄
文

が
施
さ
れ
て
い

る
０
 ７
;Ｍ

、
1
2の

口
縁
部
の
微
隆
帯

に
経
文

を
加
え
た

の
と

は

趣
を
異
に
し
て
串
の
狭
い
舛
文
帯
を
な
し

、
頚
部
も
無
文

帯
を
作

っ
て

、
そ

の

中
問

は
斜
走
す

る
繩
文
帯
と

な
っ
て

い
る
。
月
～
1
5
は
、
胴
部

破
片

の
一
部

で

あ

る
が

、
祀
文
地

の
上

に
中
太

の
沈
線

に
よ
る
矩
形

な
い
し
擬

矩
形
文

が
縦
な

い
し
横
に
施

さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
も
、
そ
の
部
分
だ
け
を
取

り
上
げ
る
と
晩
期

土
器

の
工
文

字
に
似
た
と
こ
ろ
が
あ

る
。
特
に

、
1
5は

、
横
帯
文
な
の
で
そ
の

感

が
深
い
。
な
お

、
こ
れ
ら
０
沈
線
の
あ

る
も
の

は
半
截
竹
管
に
よ

る
施
文
で

あ
る
。
1
7は

、
注
状

口
縁
の
一
部
破
片
で

、
矢
張

り
、
祀
文
地

に
半
截
竹
管

に

よ

る
沈
線
文
と
箆
描
曽

の
沈
線
文

が
山
形

に
口
縁

に
洽

っ
て
施

さ
れ
、
波

状
口
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第
2
0図
　

第

一
類
土
器

旅

の
頂
上

に
二

ヶ
の
刻
目

が
加

え
ら
れ
て

い
る
。
2
1は
、

目
代
部

の
文
様

の
祀

図

の
上

か
ら
は
１

に
類
し
て

い
る
が
、
隆
司

に
刻
目

が
言
文

に
代

っ
て
加
え

ら

れ
る
こ

と
、
隆
帯
の
枠
内

の
文

作

が
中

初
的

で
な
い
。
2
3な
い
し
第
2
1・
2
2図

な
ど
に
見

る
よ
う
な
交
互

刺
突
文
（

恍
行

跡
線
ス

ブ
か
用

い
ら
れ
る
点

に
特
徴

を
見
出
す

。
口
頗

部
以
下

の
八
徊
三

の
走
行

は
１
１

討
で

は
異

た
っ
て

い
る
。

維
文

乱
施
当
社
な

卜
上

器
二
、
３
’～
’。り

．
ｓ

・
1
0・
1
6・
!
8～
2
0
な
ど
か
お

る
。
３
は
、
半

植
竹

管
に
ヤ
て

て

机
の
沈
線
を
引

言
、
箆
で
モ

の
下

０
格
子
ヌ

を
描

い
た
ら
し
い
。
４
・
５
・
1
0は
ヰ
ら
、
半
衣

竹
管
と
隆
帯
及

び
そ
れ
へ
の

指
圧
痰
の
組
合
せ

に
よ

る
も
の
で
あ
る
。
1
6・
1
8と
1
9・
2
0は

、
前
者
は
半
截

竹
管
の
使
い
方
に
よ

っ
て

、
後
者

は
半
截
竹
管

に
よ

る
平
行
沈
線
と
指
圧

痰
な

い
し
剌
突
疸
を
加
え
ら
れ
た
隨
帯
と
の
組
合
せ
に
よ

っ
て
文
様
を
構
成
し
た
も

の
で
あ

る
。
趣
向

は
異

っ
て
・・も
、
上
述

の
も
の
と
同
じ
範
躊

に
入

る
も
の
で
あ

ろ

う
。
こ

れ
に
対
し
、
６

は
、
口
唇

に
特
有

の
施
ス

が
な
さ
れ

る
と
と
も

に
器

面

に
も
他
と
異

っ
た
ズ
様

を
加
え
て

い
る
。
施

ズ
具

は
同

じ
で
も

、
そ
の
効
果

は
異

っ
て

い
る
。
７

は
、
半
截
竹
管

に
よ
る
格
子

ズ
を
施

し
た
も
の
で
あ

る
が

こ
の
よ
う
な
場
合

、
縄
文

を
地
ス
と
す

る
こ
と
も
行

な
わ
れ
る
。

同

図
2
2・
2
3は
、
む
し
ろ
、
第
2
1～
第
2
3図

に
み
る
第

２
類

に
加
え

ら
れ

る

づ
ざ
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
傾
向
と
し
て
は
、
第

２
類
の
う
ち
で
も
最
初

に
お

か
れ

る
も
の
で
あ
ろ
う
。

第
二
類
土
器

本
類
に
合
ま
れ

る
も
の
は
、
勝

坂
式
と
総

称
さ
れ
る
も
の
は
あ

る
が
、
隆
線

（

連
続
爪
刑
デス
が
加
え
ら
れ

る
も
の
と

然
ら
ざ
る
も
の
）
で
器
面

に
枠

を
作
り

モ

の
中
に
沈
線
・
三

角
文
・
交
互
刺
突
ヌ

・
爪
形
ヌ

な
ど
を
充
填
す

る
も
の
、

回
線
（

刺
突
三

社
い
し
刻
目
交
が
加
え
ら
れ

る
も
の
と
然
ら
ざ
る
も
の
）
で
絡

縄
風
の
枠
を
作
り

、
そ
の
巾
二
半

述
の
も
の
を
充
填
す

る
も
の

、
経
文
を
主
体

と
す

る
も
の
な
ど
が
合
ま
れ

る
。

第
2
1図
１
は

、
甕
形
土
器
の
破
片
と
思
わ
れ
る
が
、
口
縁
部

に
か
な
り
の
巾
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か
お
る
。
な
お

、
４
の

口
縁
部
の
下

に
は
２
の
破
片
な
ど
が
つ
く
の
で

は
な
い

Ｉ

‘ｒ

」

か
と
思
わ
れ
る
。
３
は
、
口
唇
に
連
続
爪
形

ズ
が
加
え
ら
れ
、
器
型
は
直
ち
に

赫

気

轡
曲
し
て
有

入
部
分
か
つ
づ
く
。
器
面
に
は
隆
線
に
よ
る
伜
が
作
ら
れ
、
そ
の

Ｗ

中

¨
父
互
刺
突
ズ

゜
斜
目
の
刻
目
の
加
え
ら
れ
た
隆
礁
外
配
置
さ
れ
て
い
る
゜

諮
几ｒ
Ｌ

ド
ロ

れ
ぬ
ド

ド
ド

バ
ド

ド
。

?農 政i惣７ 吋=y男霜,｀

yｙ ﾌﾟｿﾆj’７刀七 ｙ

第
2
1図
　

第
二
類
土
器

②

に
無
ズ
帯
を
残
し

、
そ
れ
以
下

の
有

ズ
部
分
と
の
間
に
連

続
爪
形
ヌ

の
加
え

ら

れ
た
隆
線
が
器
面
を
一
周

し
て

い
る
。
有
文

部
分
は
い

か
か

る
構
図

を
持
つ
か

小

破
片
の
た
め
わ
か
ら
な
い
が

、
連
続
爪
形

文
な
い
し
刻
目
文
の
加
え

ら
れ

た

隆
線
に
よ
っ
て

い
く
つ
か
の
隆
線
の
枠
が
作
ら
れ

、
そ
の
枠
内

の
文
様

は
小
刻

み
の
蛇
行
沈
線
・
沈
直
線
・
刻
目

の
組
合
せ
に
よ

る
も
の

ら
し
い
。
有
文
部
分

の
文
様
は
異

な
る
が
、
同

じ
趣
向
を
持
つ
も
の
に
同
図
４
か
お

る
。
頚
部
以
下

の
有

ズ
部
分
は

、
連
続
爪
形

ズ
の
加
え
ら
れ
た

隆
線

の
大
き

な
枠

の
巾

に
隆
線

に
よ
る
小

さ
な
枠
が
い
く
つ

か
設
け
ら
れ

、
そ
の
枠
内
は
割
合

に
単
純
で
沈
直

腰

か
充
填
さ
れ
る
場
合
、
或
は
、
そ
れ
に
三

角
形
文
が
加
え

ら
れ

る
場
合
な
ど

部

破
片
で

、
器
面

全
体
加
隆
線
の
枠
で
埋
め
ら

れ
、
そ
の
枠
内
に
隆
線
・
連
続

爪
形

ズ
・
交
互
剌
突
丈
な
ど
の
組
合
せ
に
よ
っ
て
文
様
が
作
ら
れ

、
曲
線
と
直

線
に
よ
っ
て
出

来
た
三

角
形

の
空
間
に
は
連
続
刻
目
に
よ
っ
て
三

角
形
ズ
が
充

填
さ
れ
て
い
る
。
同

図
８

は

、
口
唇
に
連
続
爪
形
ス

が
施

さ
れ

、
細
い
無
ス

帯

を
持
つ
口
縁

部
か
ら
胴
部
に
か
け
て
有
ヌ

部
分
が
設
け
ら
れ
、
隆
線
・
交
互
刺

客
ス

な
ど
の
組
合

せ
に
よ
っ
て
特
異

な
文
様
部
分

を
形

成
さ
し
て

い
る
。
同
図

９

は
、
口
縁

部
の
狭
い
無

ズ
帯
と
頌
部
の
有
ズ
帯
の
間
に
交
互
剌
突
隆
線
文
が

器
面
を
一
周
す

る
ら
し
い
。
有

文
帯
は
中

太
の
沈
線
に
よ

る
文
様
が
施

さ
れ
て

い
る
が
、
小

破
片

の
穴
め
文

様
の
構
図
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
。

第
2
2図
１

・
３

は
頚
部
で
収

約
し
、
そ
の
上
方
即
ち

口
縁
部

は
上
端
の
外
反

す

る
無
文

帯
を
除
き
、
外

面
に
ふ
く
れ
て
鸞
曲

し
、
そ
の
下
方

は
そ

の
ま
ま
底

部

に
つ
づ
き

、
多

く
の
場
合

、
胴
部

文
様
は
無
文
と
な

っ
て
い

る
。
文
様

は
、

口
縁
部

の
有

文
帯

に
ほ
ぼ
限
ら
れ
て

い

る
。
ズ
様
の
構
図

は
や

や
異

な
る
が
、

１

の
場

合
、
そ
の
上
に
連
続
し
て

剌
突
文

の
加
え
ら
れ
た

な
い

し
無
文

の
線

が



聯パ囃

に

～
　
％

第
2
2図
　

第
二
類
土
器
剛

横

に
長

い
菱
形

を
作
り
、
２

の
内
部

に
縦

の
沈
線
で
充
填

さ
れ
て

い
る
。
そ
の

菱
形

ズ
が
有
文
帯

に
幾

つ
か
配
置

さ
れ
て

い
る
ら
し
い
。

さ
ら
に
、
菱
形

ズ
の

結
合

す
る
と
こ
ろ
に
出
来

た
三
角
形

の
空

間
も
沈
線
に
よ
る
帽
円
文

が
充
填

さ

れ
て

い
る
。
こ
の
場
合

、
剌
突
文

の
加

え
ら
れ
た
隆
線
を
縦

に
あ

る
間
隔

を
お

い
て
配
列

し
、
そ
の
中

間
に
無
文

の
隆
線
を
上
下

に
そ
の
向
き

を
逆
に
し
て
孤

状
に
並
べ
、
モ

の
直
線
を
孤
で
画

さ
れ
た
枠
内

に
沈
線
文
が
充
填
さ
れ
て

い
る

も
の
な
ど
そ
の
変
化

は
多
い
。
平
出

遺
跡
の
第

五
類
土

器
の
う
ち

、
Ｂ

が
こ
れ

に
類
似
し
て

い
る
。
同
図

２
は
波

状
の
甕
形
土

器
の
口
縁
部
破
片
で
、
頚
部
に

眼
鏡
状
隆
線
文
の
連
続
が
あ
っ
て

、
こ
の
両
者
を
区

画
し
て
い
る
。
口
縁
部
の

枠
内

に
は
交
互

剌
突
文

に
よ
る
蛇
行

隆
線
文
が
配
さ
れ
て

い
る
。

Ｋ Ｍ

一
一ﾐ

ふ

作
丿
終（
。

卜汁

で

①

詰

胴
部
文
様

は
、
隆
線
を
縦

に
あ

る
関
隔

を
も

っ
て
下
し

、
七
の
聞
巴

父
互

刺
突

Ｊ
叩
一一
ｔ

，
　

ｙ

リ

ｆ`

隆
線
文
と
刻
回
腸

加
配

さ
れ
て

い
る
。

麗

碑
　

柚

胆

胚

私

心

別

泄

浙
　

同

じ
趣
向

を
持
つ
も

の
に
第
2
3図
９
か
お

る
。
た
だ

、
こ
の
場
合

、
第
2
2図

１
・
３
と
孤
線
を
な
す
隆
線
は
無
文
で

刻
目
な
ど
が
な
い
点

は
異

な

っ

て

い

る
。
同
図

４
は
、
甕
形
土

器
の
小
破
片
で

刺
突
文

の
加
え

ら
れ
た

隆
線

を
横

な

い
し
縦
に
設
け

、
そ
の
間
に
沈
線
文
が
加

え
ら
れ
て

い
る
。
同
図
５

は
、
小
剌

突
文
の
加
え

ら
れ

た
細
降
線

に
孤
状
文
と
沈
線
文
の
組
合
せ
に
よ
る
文
様

を
一

の
単
位

に
し
て

、
い
く
つ

か
を
横
に
並
べ
、
そ
の
中
間
の
空
間

に
刺
突
文

の
加

え

ら
れ

た
隆
線

に
よ

る
三
角
形
な
い
し
そ
の
他
の
文

様
が
配
さ
れ
て
い
る
。
同

図
６

は
、
刺
突
文
の
加
え
ら
れ
た
隆
線
文
把

よ
る
枠
が
作
ら
れ

、
モ

の
う
ち
に

中
太
な

い
し
太

い
沈
線
に
ょ
る
渦
文
・
矩
形
文
巡
配

さ
れ
て

い
る
。
こ
の
よ
う

な
刺
突

ズ
の
加
え

ら
れ
た
隆
膜

か
器
面
に
表
現

さ
れ
た

ズ
様
を
浮
き
だ
さ
せ
る

役

を
果

了
た

め
三
角
形

な
い
し
四

角
形
の
枠
を
作
る
こ
と
は

、
第
2
2図

１
・
３

～

７
・
９

・
第
2
3図

４
（
刺
突

文
で

な
く
て
刻
目
）
な
ど
に
特
徴
的
に
み
ら
れ

る
。
同
図

７
は
、
刺
突
文
の
加
え
ら
れ
た

隆
線
で

楕
円
形
・
三

角
形

な
い
し
直

線
で
繊
図

を
作
り
そ
の
空

間
は
中

太
の
沈
線

に
よ

る
直
線

な
い
し
曲
線
・
渦
文

な
ど
を
充
填
し
て

い
る
。
同
図
８

は
、
無

文
の
隆
線
に
よ
る
円

な
い
し
類

似
の

枠
に
似
た
区
画

を
作
り

、
交
互

刺
突
隆
線

ズ
・
連
続
爪
形

ズ
な
ど

の
配
合

に
よ

る
割
合
整

っ
た
文
様
が
施

さ
れ
て
い
る
。
同

図
９

は

、
剌
突
文
の
加
え
ら
れ
た

隆
線
で
二
重
の
三

角
形

を
作
り

、
こ
れ
が
有
文
部
分
の
主
文
様
と
な
っ
て

、
他

の
空
間

は
細
沈
線

文
が
充
填

さ
れ
て
い
る
。
な

お
、
無
文
部
分
と
の
境
に
は
同

卜y

う

乱
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施

さ
れ
て
い
る
。
同
図
４

は
、
や
や
粗
く
刻
目

の
加
え

ら
れ
た
隆
線
が
口
縁
の

無
文
帚
と
そ
れ
以
下
の
有
文
部
分

と
を
境
し
、
ま
た
、
破
片

で
明

確
で
は
な
い

が
、
枠
を
作

っ
て
そ
の
中
に
中
太

の
沈
線

の
曲
線
が
充
填
さ
れ
て

い
る
。
同

図

５
・
６

は
、
口
縁
部

を
横
に
連

続
爪
形

文
白

二
条

な
い
し
四

条
に
加
え

ら
れ
た

も
の
で
、
５
の
爪
形

文

が
細
線

な
の
に
対
し

、
６

は
太

い
線

と
な
っ
て

い
る
。

な
お
、
６
の
裏
面
に
は
二

本
の
沈
線

が
加
え
ら
れ
て

い
る
。

同
図

７
は

口
縁
の
無

ズ
帯
を
残

し
、
そ
の
下
方
に
隆
線

に
よ

る
枠

が
設
け
ら

Ｊ

」
　

れ
、
そ
の
中
に
太
い
沈
線
が
充
填
さ
れ
て
い
る
ら
し
い
。
同
図
８
は
、
隆
帯
と

ご

皆
1
4

沈

線
の
ジ

グ
ザ

グ
線
の
間
に
太
形
の
刻
目

が
加
え
ら
れ
れ
て
巾
の
狭
い
文
様
帯

１

ぶ
ヤ

’
　

を
構
成
し
て
い
の
も
の
Ｉ
同

図

珀
吟

太
い
沈
線
に
よ
る

曲
線
・
直
線
・
三
角

ｙ

ブQ
 
j

’
　
　
　形

文
な
ど
の
組
合
せ
に
よ
る
も
の
。
同

図
1
1は

、
太
い
沈
線
と

ジ
グ
ザ

グ
線
の

第
2
3図
　
第
二

類
土

器
回

図
２
と
同
じ

く
限
鏡
風

の
撰
円

ズ
が
横

に
並
べ
ら
れ
て

い
る
。

第
2
3図
１

は
、
連
続
爪
形

文
を
加
え

九
太
い
隆
線
を
縦
に
下

し

、
モ

の
間
に

隆
線
で
縦
長
の

矩
形
（

よ
く
み
る
と
矩
形

で
は
な
く
て
、
一

本
の
隆
線
を
次
第

に
曲
げ
て
擬
似
的

矩
形

を
作

っ
た
も

の
）

を
並

べ
、
そ
の
枠
内

は
横
の
沈
線
を

充
填
さ
せ
て
い
る
。
隆
線

は
部
分
的

に
刻
目

な
い
し
爪
形

文
が
連
続
的

に
加

え

ら
れ
て
い

る
。
第
2
3図
２

は
、
単

純
な
鉢
形
土

器
の
破
片

ら
し
い
。
口
縁
部

の

狭
い
無
ス
帯
と
有
文
部
分
の
境
に

は
交
互
刺
突
隆
線

ズ
が
描

か
れ

、
そ
の
下

方

に
は
渦

文
を
中
心
に
緩
や

か
な
孤

を
描

く
斜
沈
線
文

が
加
え
ら
れ
て

い
る
。
同

図
３
は

、
無
文
の
隆
線
文
な
い
し
太
い
沈
線
の
伜

の
う
ち

に
刺
突

文
が
数
多

く

間

に
大
形

の
爪
形
文
を
加
え
る
こ
と

は
、
同

図
８
に
類
似
し
て
い

る
が
、
ジ
グ

ザ
グ
線
の
下

方
に
沈
線
に
よ
る
円
文
・
孤
文
な
ど
を
加
え
た
点

、
や
や
趣
向
を

こ
ら

し
て

い
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
文
様
が
施
文
さ
れ
る
前
に
、
と
い
う
よ
り

は
、
造
器
の
際

に
、
阿
玉

台
式
特

有
の
横
に
ヒ
ダ
を
残
す
手
法
が
み
ら
れ
て
い

る
。
同
図

１３
は
、
太

い
沈

線
に
よ
る
枠
の
形

成
、
そ
の
中
に
細
沈
線
を
横
に
充

填

し
た
有

文
部
分
と
無

文
部

分
が
対
照
的

で
あ

る
。
同
図

１３
は
、
浅
鉢
の
破

片

ら

し
い
。
太

い
沈
線

に
よ
っ
て

口
縁
部

の
無
文
部
分
と
そ
れ
以
下

の
有

文
部
分

を
分

っ
て

い
る

。
沈
線
の

文
様
構
成

は
第

９１｛
図
９

の
一

部
や
や
類
似
を
み
る
。

同
図
1
4は

、
太

い
沈
線

に
よ

る
曲
線

・
直
線

の
配
合

に
よ

る
も
の
、
同
図
1
0
に

類
似
を
み
る
。



Ｆｇ

｀Fi.

第

刎
図

は
、
経
文

を
多
用

し
て

い
る
も
の
を
集

め
白

も
の
。

同
図
１

は
、
甕
形
土
器

の
破
片
ら
し

卜
。
目
付
部

の
口
唇
の
近
く

か
ら
粗

い

爪
形
ス

を
加
え

た
太

い
隆
線

を
下

し
、
モ

の
口
属

に
近

い
点
を
頂
点

に
左
右
に

緩

や
か
な

曲
線

を
画

い
て

、
お
そ
ら
く

、
口
縁
部

に
孤
状

に
無
文
部

分

を

作

り

、
以
下
に
縄
文
を
施
し
て
い
る
。
縄
文
は
斜
状
を
な
し
て
い
る
が
、
そ
の
施

文
ぽ

や
や
毎
で
あ

る
。
同
図
1
4
（

口
絵
1
0）
七
同
じ
趣
向

の
も
の
で
、
指
圧

疸

を
加
え

た
隆
線

を
下
垂

さ
せ
て
い
る
。
同
図
２
は

、’
や
や
組
い
爪
形

ズ
を
加

え

た
隆
線

を
、
お
そ
ら
く

、
二
本
横

に
引

き
、
そ

の
上
に

は
無

才
部
分
を
作
り

そ

の
下

に
は
斜

経
文
を
、
１
同
様

、
幾
分
雑

に
施

文
し
て

い
る
。
か
な
り

の
厚

第
2
4図
　

第
二
類
土
器

㈲

：
了

ｦＭ
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惚
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．
ら

７

こ
　
　

卜

、匈

い
．`
　

卜

’
　

．ｇ

ｉ

寸

ｙ

」

Ｆ

」

ゲ

ル

牡

． ．

心

よ

蜃

ぶ

フ

ゲ
］
ン

ド

ブ
〈

心
づ
Ｗ
ｙ
ル
ユ〈

皿

．ｊ
ｌｌ
！

八
い
ゴ’
二
．－

｝
1
1
　

1’ 一

・‘ 作

」．ゝ’‘ ． 「

付

句

う

ぷ
匹

こ

ごヽ……ヘ

ペ
…
…

ｙ

ヶ
〈
　

４
　
　

…
…
．

ソ
手
土

器
（
一

こ

Ｉ～
一

・
五
糎
）
で
あ

る
。
同
図
３

は
、
巾
広

の
無

文
帯

を
口

紅
と
し
、
胴

部
以
下

に
斜
記

文
を
施

ズ
し
た
も

の
、
縄
文
の
粒
子

は
、
１
・
２

に
比

し
細
か
い
。
同
図
４
は

、
粗
く
刻
目

を
施
し
た
隆
線

を
横
に

、
そ
の
下

に

太

い
沈
線
と

脱
文
の
組
合
せ
に
よ
る

ズ
様

を
施
し
た
も
の
、
同

図
５
は
、
粒
子

の
大
き
い
斜
経
を
器
面
全
休
に
施
し
、
太
い
直
線
な
い
し
三

角
形

に
磨
消
し
た

も
の

、
同
図

１０
も
同
じ
趣
向
ら
し

い
が
、
こ
の
場
合

、
沈
文
と
し
て
は
撚
糸
文

が
施

さ
れ
て
い
る
。
な

お
、
同
図
９
・
1
3も
撚
系

文
を
地

文
に
太

い
沈
線

ズ
を

配

し
た
も

の
で
あ

る
。
同
図
６
は

、
指
圧
痕
を
加
え
た
隆
帯
と
太
い
沈
線
に
加

え
て

、
太

い
ジ
グ
ザ
グ
線

を
斜

縄
文
地

に
加
え

た
も

の
。
同
図
７

は
、
二
本
の

隆
線
を
引

き
、
そ
の
両

側
を
沈
線

に
し
、
し
か
も
、
二
本

の
隆
線

を
所

々
で
結

節
さ
せ
て
複

雑
に
し
、
そ
の
下

方
に
沈
線

文
を
加
え

、
そ

の
上
に
細
縄

文
を
施

し
て

い
る
。
同
図
８

は
、
縄
文
地
の
上
は
縄
文
を
加
え

た
隆
帯
の
渦
文
句

し
き

も
の
を
配

し
た
も
の
、
縄
文
の
方
向

は
そ
の
回
転

の
方
向

を
変
え
て
羽
状
縄

文

と
な
っ
て

い
る
。
同
Ｅ
 ７
;Ｍ

、
２
と
趣
向

を
同

じ
く
し
、
爪
形

ズ
を
加
え
ら
れ

V仙

几

ノ

プ

た
隆
帯
の
代
り
に
、
箆
様
の
施
ズ
具
を
押
引
き
し
た
隆
線
で
蛙
文
部
分
と
経
文

り。ｉ・介

い
ト
ノ

ぐ
づ

。
　

部
分
を
分
っ
て
い
る
同
図
!
2は
、
口
縁
郎
の
口
唇
に
近
い
極
く
狭
い
部
分
を
残

し
て
、
全
㈲
的
に
約
三
糎
の
巾
に
斜
祀
ズ
を
施
し
て
い
る
。
同
図
1
5は
、
底
部

り

齢

榊
訂

駱
つ

仰

診

っ

く

現

わ

し
て

い

る

。

祀

ズ

は

ほ
ぼ

縦

に
施

し

、

こ

れ

ま

た

特
徴

的

で

あ

る

。

↓
ぶ

Ｊ

作

に

沁

七
言

口
絵

８

は

ぐ

ら
文

地

の
上

に
粘

土

紐

を

亀

甲

状

に
組

ん

宍

あ

だ

か

九

網

袋

≒
　
　

後

屈

弧
・
　

Ｊ
し
バ
。、
…
…い

‘、、
　
の
中

に
入

れ

た

よ

う

な
工

夫

を
加

え

た

も

の

、
第
2
4
図
1
6
は

、

お
そ

ら

く

、

加

ｊ

－

－

１

’ヽ

り

虻
訃
醐

な ’Ｊ
一
一`ｌ
ｔ
　

近
く

の
縄
文
で

、
底
部
そ
の
も
の
も
外

に
張
出

し
、
勝
坂
式
盛
期
の
特
徴

を
よ



ピ
－

ｙ ぺ

曽
利
Ｅ

式
の
縄
文

で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
。
太
い
沈
線
を
垂
下

さ
せ
、
そ
の

間

絡
縄
風

の
文

様
を
垂
下

さ
せ
て
い
る

。

口

絵

１

は
、
粘
土

紐
（

刻
目

を
加
え
た
も
の
と
然
ら
ざ
る
も

の
ソ

と
沈
線

の
組
合

せ
に
ょ

る
も
の
に
交
互
制
突
文
な
ど

が
加
わ

っ
て

い
る
。
沈
線

は
直
線

な
い
し
渦
文

と
し
て
表
現
さ
れ
、
な
お

、
口
唇
近
く

に
三
角
形

を
表

わ
し
た
文

様

は
、
頚
部
を
胴

郎

に
分
か
れ
、
器
面
全
体
が
装
飾
化
さ
れ
て

い
る

。
同
図
２

は
、
沈
線
文
の
地
文
の
上
に
粘
土
糾
を
組
ん
で
そ
の
趣
向

は
８

に
似
て
い

る
。

同
図
３

は
、
口
縁
部
に
上
下

を
連
続
刺
突
文
帯
で
画
し
て
モ

の
間

に
無
文
部
分

を
残
し
、
頚

部
に
有
文
嶮

の
あ
る
も
の

、
同
図
４
は
、
頚
部

に
指
圧
痰

を
残
し

た
粘
土

紐
帯
を
め
ぐ
ら
し
て

頚
部
の
有
文
帯
と
胴
部

を
分
け
た
も
の

、
同
図
５

に
対
し
重
四

角
文
で
や
や
そ
の
趣
向
を
異
に

し
て

い
る
が
、
粘
上
紐

を
用

い
て

い

る
こ
と
は
同

じ
。
ま
た
、
８
・
１１一
も
そ
の
手
法
は
や
や
異
な

る
が
、
同
類

か

と
も
思
わ
れ

る
。

な

お
、
口
絵
７
も
同
様
で
あ
ろ
う
。

同
図
２

は
、
交
互
剌

突

隆
線
と
隆
線
な
い
し
渦
文
と
の
組
合
せ
に
よ
る
も
の
、
同

図
４
は

、
口
縁
の

狭
い
無
文
帯
の
下

方

に
隆
線
の
横
の
枠
を
作

っ
て

、
そ
の
な

か
に
半
截
竹
管
に

代

っ
て
箆
描
き
に
よ
る
沈
線
を
充
填
し
た
も
の
、
同

図
５
は
、
渦
文
と
微
隆
線

の
組
合
せ
に
よ
る
も
の
で
、
４
と
と
も
に
加
曽
利
Ｅ
式
の
代
表
的
な
も
の

、
６

も
渦

文
と
半
截
竹
管
に
よ

る
微
隆
線
及

び
隆
線
の
組
合
せ
に
よ

る
も
の

、
同
図

７
は
、
趣
向
的
に
は
４
に
類
す

る
も
の
だ
が

、
口
唇
付
近
の
作
り

は
４
程
の
複

第
2
5図
　

第
三

類
土
器

は
、
第
2
1図
４
に
類
し
、
口
頚
部
の
無
文
嶮
と
胴
部
の
有
文
帯
に
分
け
、
後
y

Ｓ

Ｓ
Ｉ。

で
は
隆
帯

に
よ
る
枠
の
重
ね
が
行
な
わ
れ
て

い
る
。
同
図

６
は
把
手

の
つ
く
も

の
、
同

図
９
な
ど
の
底
部

に
は
第
2
2図
１
・
３
・
６
な
ど

の
上
体
が
伴
う

の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。
同
図
1
3
は
、
脚
付

の
浅
鉢
で

、
一

ヶ
一
対

の
把
手

を

持
ち
、
文
様
と
し
て

は
上
下
三
条

の
交
互
剌
突

文
帯

が
施

さ
れ
て

い
る
。

第
2
5
図
は
、
加
曽
利

Ｅ
式
に
類
す

る
も
の
を
一
括
し

た
。
文
様

と
し
て

は
、

渦
文
が
目

立
つ
と
と
も
に
、
な

お
交
互
剌
突
文
・
が
残

っ
て

お
り

、
経

文
施

文
の

土

器
も
あ

る
。
な

お
、
器
面
に
粘
土
紐

を
貼
付
す

る
こ
と
も
行

わ
れ

る
よ
う
に

な

る
。

第
2
5
図
１

は
、
口
縁
部
上
端

の
無
文
嶮

と
胴
下
部

の
無
文
嶮

の
間

に
粘
土

饌

に
よ
る
曲
線

・
渦
文

の
組
合
せ

に
よ
る
有

文
部
分

を
設

け
た
も
の
、
３
も
渦
文
　
　

ど

昌
治
岡
聯



匹1

七

雑
さ
は
な
い
。
同
図

９
は
、
縦

に
粗

い
刻
目

を
加

え
た
隆
線
を
下
垂

さ
せ

、
モ

の
間
に
箆
に
よ
る
沈
線
を
縦

な
い
し
斜
方
向

に
加

え
た
も
の
、
同
図
1
2
は
、
櫛

目

様
の
施
文
具
で
引

い
た
条
線
の
上
に
太
い
沈
線
に
よ
る
渦

文
・
蛇

行
す

る
曲

線
を
描
い
た
も
の
で
、
矢
張

り
加
曽
利

Ｅ
式
土

器
の
特
徴
の
一

つ
で
あ
る
。
同

図
1
3～
1
9（

第
2
4図
1
6も
）
は
、
縄
文
を
文
様
の
一

つ
と
し
て
持
つ
も
の
で
、

そ
の
意
味
で
は
、
第
2
4図
に
つ
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
。
同
図
1
9は
、
口
唇
を
肥

大

さ
せ
、
モ

の
下
方
に
隆
帯
を
設
け
て
、
あ
た
か
も
、
二

本
の
隆
帯
で
口
縁
部

を
飾
り
、
胴
部
に
斜
縄
文
を
施
し
た
も
の
、
1
3も
同

類
ら
し

い
。
同
図
1
4は
、

第
2
4
図
1
6同

様
に
、
縄
の
結
び
目
が
表

わ
れ
た

も
の
で

、
同
図
1
8
も
同
じ
手
法

に
よ
る
も
の
ら
し

い
。
な
お
、
こ
の
土
器
片
は
半

截
竹
管
を

か
な
り
特
徴
的
に

用

い
て

い
る
点

か
ら
す
れ
ば

、
第
一
類
土
器
の
範
躊
に
入

る
も
の

か
も
知
れ
な

い
。
同

図
1
5

は
、
口
縁
に
把
手
を
持
つ
破
片
で
、
器
面
に
は
縄
文
が
同

図
2
0

同

様
に
施

ズ
さ
れ
て

い
る
。
同
図
1
6
ぱ
、
口
唇
を
肥
大
さ
せ

、
あ
だ
か
も
を
、

折
返

し
口
縁
の

ご
と
き
形
を
と

っ
て

い
る
。
口
縁

の
無
文
帯

以
下
は
縄
文
地

文
と
し
て
粘
土
紐

に
よ

る
渦
文
が
加
え

ら
れ
て

い
る
。
同
図
1
7
は
、
約
三

糎

の
縄
を
異
条
斜
縄
文
風
に
施

し
、
太

い
沈
線

を
配

し
て

い
る
。
な
お
、
縄
文
施

文
に
当
っ
て

は
、
1
5・
1
9・
2
0
は
横

の
方
向

に
縄
を
回
転

し
、
1
3・
1
4・
1
6・

1
7な
ど
は
縦

の
方
向

に
回
転

し
て

い
る
。

２

、
そ
の
他
の
遺
物

石
　
　
　
　

器

本
遺

跡
で
は
、
「

信
濃
史
料
」

に
よ
っ
て
も
石

鏃
に
つ
い
て

の
記
述

を
欠

く

が
、
今
回
の
調

査
で
も
遂
に
眼
に
ふ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た

。
お
そ

ら
く
、
こ

の
遺
跡
で
石
鏃
を
欠
く
こ
と
は
な
い
に
し
て
も
、
極

め
て

、
数
少

な
い
石
器
で

あ
る
こ
と
は
事
実
ら
し
い
。
こ
れ
は
、
こ
の
遺

跡
が
縄
文
遺
跡
と

し
て
注
意
す

べ
き
こ
と
の
一

つ
で
は
な
い
か
と
思
う
。

本
遺
跡
で
発

見
さ
れ
た
石

器
は
、
打
製
石
斧
・
敲
製
石

斧
・
石

七
・
石

錘
な

ど
を
主
た
る
も
の
と
し
て
い
る
。

打
製
石
斧

第
2
7図
１
（

第
2
8図
６
）
は
、
や
や
厚

手
で

、
形

態
も
頭

部
に
比

し
刃

部
の

幅
が
や
や
広
く
、
と

い
っ
て
、
撥
形

と
い
う
程
の
形

態
を
と
る
の
で

は
な
い
が

一
つ
の

タ
イ

プ
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
第
2
8
図
１
・
３
は
、
形

態
上
か
ら
は
、

上
述
石
斧
に
似
て
い
る
が
、
周
縁
に
細

か
い
打

撃
を
加

え
て
そ
の
形

を
整
え
る

点

は
や
や
異
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
同

図
２
・
３
は
、
そ
の
形

は
や
や
曲
っ
て

い
る
が

、
そ
の
周
縁

に
小
打
撃
を
加
え
て
い
る
点
は
１
・
３
に
似
て
い
る
。
１

～
４
は

、
お
そ

ら
く

、
そ

の
用

途
は
若
干
異

な
っ
て

い
る
に
違
い
な
い
。
２
・

４

は
、
む

し
ろ

、
掘

り
具
と
し
て
適

し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
し
、
１
・
３

は
、
切
断

な
い
し

は
襖
な
ど
と
し
て
役
立
つ
も
の

か
と
も
思
わ
れ
る
。
５
は
・

厚
手
で
あ

る
点
９
と

と
も
に
、
６

に
似
て

い
る
。
た
だ

、
製
作
上
は

、
大
・
小
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第27図　祀　文　石　器（ 写真）

１一第７トレ ンチ　　 ２・ひ ７－ 第 ２の２トレンチ

３・４一第 ５トレンチ　　 ５一第 ２トレンチ

８－第 ７トレンチ

の
別
の
外
に
相
似
点
を
持

っ
て

い
る
。

敲
製
石
斧

第
2
3図
７

は
、
断
面

衛
円
形

を
な
し
、
製
作
的

に
七

全
面
に
わ
た
っ
て
敲

い

て
形
を
恍
え

て
い
る
。
お
そ

ら
く
、
刃

部
だ
け
磨

い
た
局

部
磨

製
石

斧
と
も
呼

ぶ
べ
き

も
の
で
あ
ろ

う
。
1
4も
相

似
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
実
見
し
て
い
な

い
の
で

、
何

と
も
い
え

な
い
。

打
製
石
器

第
2
8図
1
5
は
、
三

角
形

の
一

辺
に
細
か
い
打
撃
を
加
え
て
形
を
整
・
え

る
と
と

ち
に
刃

潰
し
の
役
目
を
な
し
て
い

る
。

石
　
　

ヒ

第
2
3図
1
0～
1
3
は
、
そ

の
大

・
小

の
別

は
あ
っ
て
も
、
石

七
と
し
て
数
え
ら

れ

る
も
の
で
あ

る
。
1
2・
１３
か
横
形

で
あ
る
の
に
対
し
、
1
0
こ

１１一
は
縦
形
の
範

躊

に
入
れ

て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

石
　
　

錘

第
2
7図

６
・
７
（
第
2
3図
1
6
・
1
7）
は
、
囚

統
に
打
撃
を
加
え
て
懸
り
と
し

て
い
る
。
類

例
は
他
に
一
例
あ
る
が
、
郡
内
の
維
文
遺

跡
と

し
て
は
数
少

な
い

方
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

土
　

製
　

品

本
遺
跡
出
土

の
土

製
品

と
し
て

は
、
土

偶
を
あ
げ
る
こ
と

が
出

来
る
。
「

上

伊
那
誌
」
に
よ

っ
て

も
、
塩
の
井

―
天
白
出
土
と

は
っ
き
り
し
た
も
の
一
例
、

塩
』の
井
と

の
み
知

ら
れ
た
も
の
二

例
（
化

に
垣
外

畑
一

例
）
が
あ
か

っ

て

い

る
。
土

地
の
人

に
よ
っ
て
も
な
お
所
蔵
さ
れ
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。

今
回
の
調

査
で

は
、
い
ず
れ
も
破
片
で
は
あ
る
が
三

例
を
え
た
。
第
2
9図
１

は
、
繩
ヌ
中

期
の
頭

の
部
分
で
、
両
眼
は
半
截
竹
管
に
よ
る
二

本
の
沈
線
で
表

わ
さ
れ
、
鼻
は
縦
の
、

口
は
横
の
各
一
本
の
沈
線
で
表
わ
さ
れ
て

い
る
。
頭
部

七
半
截
竹
管
に
よ

る
二

本
の
沈
線
に
よ

っ
て
左
右
に
分
か
れ
て

い
る
が

、
そ
れ

は
毛
髪
が
左
右
に
分
け
ら
れ
て
い
る
の
を
表
現

し
て

い
る
よ
う
に

も
と
れ

る
。

い
ず
れ

に
し
て

も
、
半

截
竹
管

が
よ
く
用

い
ら
れ
て

い
て
中
期
初
頭

の
も
の
で
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九j

《
レ
二

こ

レ
ハ
ゾ

パ
ス
ノ
ル
⑤

二
汗

水
《

○
〈
↓

ロ

ブ

（

①

列

火

。ｙ
ＩＦ
卜９

卜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
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4
9
.‐
1

は

な
い
か
と
思

わ
れ

る
。
同
図
２

は
、
土
偶

の
足
部

、
右
足

を
表
現

し
た

も
の

ら
し

い
が
、
親
指

の
部
分

が
欠
失

し
て

い
る
。
五

本
の
指

を
極

め
て
具
象
的

に

表

わ
し
て

い
る
。
１

は
第
２

の
２

ト
レ
ン
チ
第
２
住
居
地
内

、
２
は
第
3
5
ト
レ

ン
チ
出
土

。
こ
の
外
に

、
第
５

ト
レ
ン
チ
第
２
～
第
３
区
黒
土
中

か
ら
も
小
片

が
発
見
さ
れ
て

い
る
が
、
実
見
し
て
い

な
い
の
で

、
そ
の
内
容

は
わ

か

ら

な

χ

○

し

第28図　 繩　文　石　 器
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Ｉ

チ

チ

ソ

一 第２ の２トレ ンチ第22区 、10－ 第31 レヽ ンチ第21
－22 区、Ｈ 一第 ７ト レンチ 、!3T 第１トレン チ第13

区.14 － 第35トレン チ、16－ 第２ の２トレ ンチ第２
住 居址、17－ 第 ２の２トレソテ

第

サン

2
9図
　

縄
文
土
偶
の
頭
部
と
足
部

上

―
第
２

ト
レ
ン
チ

下

―
第
3
5
ト

レ
ン
チ

０　　　　　　　 ５

３

、
弥

生

土

器

第
3
0図
１

は
、
口
縁

部
が
く
の
字
に
屈

折
し

、
頚
部

が
強

く
収
約

し
て
胴

部

に
張

っ
て

い
る
。
文
様
は
、
櫛
様
施

文
具

に
よ
る
頚

部
下

か
ら
胴

上
部

に
三
段

に
波

状
文
が
施

さ
れ
る
。
器
形

は
胴
部

の
張

り
が
素
直
で
座
光
寺
原
式
と

い
う

よ
り
は
中
島

式
に
似
て

い
る
。
同
図

２
は
、
口

径

二

丁

六

糎
、
頚
部

は
収
約

し
、
口
縁
耶

が
直

口
す

る

甕
形
土
器
の
破
片

、
文
様

は
、
口
縁
部

に
櫛
様
施
文

具

に
よ
る
頚

部
に
押
引

文
が
施

さ
れ
て

い
る

。
こ
れ

は
、
む
し
ろ

、
恒
川
式
に



七.
Ｃ⊃

近
似
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。第

3
1図
の
多
く
は
、
甕
形
土

器
の
破
片
と
思
わ
れ
る
。
僅
か

に
、
1
0な
ど
は
壹
形
土
器
の
破

片
で
あ
ろ
う
か
。
同
図
１
は
、

五
本
の
櫛
様
施
文
具
に
よ
る
直

線
文
巡
口
縁
で
は
横
走
し
、
頚

第
3
1図

６１ 弥

四

３生

５土
第7
28S 器
卜11
レ丿 拓
ソ第

チ23 影

ず戮/
ト

レ
ン

チ

第30 図弥生土 器（ 実測 図）

一第 ６ト レンチ
一第23 トレンチ

１

り
乙

／

部
以
下
で
は
間
隔
を
お
い
て
縦
走
し
て
い
る
。
同
図
２
は
、
口
縁
部
を
無
文
帯

に
し
、
頭
部
以
下
に
櫛
目
波
状
文
を
重
ね
て
い
る
。
同
図
３
は
、
や
や
薄
手
土

器
の
口
縁
部
破
片
で
、
五
本
の
櫛
様
施
文
具
に
よ
る
短
眸
か
斜
目
に
施
さ
れ
て

い
る
。
同
図
４
は
、
同
じ
く
薄
手
土
器
の
破
片
で
、
櫛
目
波
状
文
が
二
段
な
し

そ
れ
以
上
に
わ
た
っ
て
間
隔
を
お
い
て
施
さ
れ
て
い
る
。
同
図
５
は
、
櫛
目
波

状
文
の
手
法
で
は
４
に
類
し
、
器
肉
の
厚
さ
で
は
４
よ
り
厚

い
。
同
図
６
は
、

口
縁
部
に
は
緩
や
か
な
櫛
目
波
状
文
、
頚
部
に
は
波
動
Ｑ
多
い
波
状
文
が
施
さ

れ
て
い
る
。
同
図
７
は
、
他
の
破
片
と
は
や
や
そ
の
趣
を
異
に
し
、
口
縁
部
は

細
線
の
櫛
目
波
状
文
が
乱
れ
た
形
で
、
頚
部
に
は
押
引
文
が
施
さ
れ
て
い
る
。

同
図
８
は
、
厚
手
土
器

の
破
片
、
櫛
様
施
文
具

に
よ
る
直
線
文
・
波
状
文
・

四
分
の
一
同
心
円
文
な
ど
が
描
か
れ
、
か
な
り
複
雑
な
文
様
構
成
を
示
し
て
い

る
。
同
図
９
は
、
押
引
文
と
短
線
文
の
組
合
せ
に
よ
る
も
の
、
殊
に
短
線
文
は

同
図
３
の
よ
う
に
単
な
る
直
線
で
は
な
く
孤
線
を
な
し
て
い
る
。
同
図
1
0は
、

櫛
様
施
文
具
に
よ
る
波
動
の
大
き
な
波
状
文
が
加
え
ら
れ
、
同
図
Ｈ
は
約
一
〇

本
の
櫛
様
施
文
具
に
よ
る
押
引
文
で
器
面
を
充
た
し
て
い
る
。
右
の
う
ち
、
７

・
1
1な
ど
は
、
中
島
式
な
ど
に
も
み
ら
れ
る
が
、
恒
川
式
に
も
近
似
す
る
も
の

、
他
の
破
片
は
、
座
光
寺
宦
式
と
い
う
よ
り
は
中
島
式
に
近
い
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
そ
の
土
器
の
文
様
は
、
第
3
0図
２
・
第
3
1図
７
な

ど
は
中
信
に
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
他
は
、
い
ず
れ
も
、
南
信
、

殊
に
、
下
伊
那
地
方
に
お
け
る
弥
生
上
器
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
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４

。
土
　

師
　

器

遺
跡
全

休
に
わ
た
っ
て
設

定
さ
れ
た
各

ト
レ
ン
チ
か
ら
土

師
器

が
発
見
さ
れ

る
の
で
、
こ
の
遺
跡
出
土
の
遺

物
の
う
ち
で
は
最
も
多

い
。
そ
の
器
形
は
、
甕

・
壷
・
鉢
・
坑
・
皿
・
甑

な
ど

に
大

別
出

来
る
が
、
そ
れ
な
は
、
さ
ら
に
、
細

別
出

来
る
よ
う
で
あ
る
。
な

お
、
第
1
2
ト
レ
ン
チ
第

１
住
居
址
の

カ
マ
ド
周
辺

に
出
土

し
た
土

師
器
は
伴
出
し
た
須
恵

器
と
も
に
一
括

遺
物

と

し
て

扱

い
た

い
。
な
お
、
こ
の
一

括
遺
物

は
、
第
3
2～
第
3
5図

に
纒

め
ら
れ
て

い
る
。

甕
形

土
器

図

門
口
　

第
1
2
ト
レ
ソ

大（
卵
―
住
居
址
出
土
品
田

作

り

Ｚ
ｙ

べ
八
乃
　
　
　

．

ｙ
ｎ
″１
４

ダ

ｉ

Ｉ
！

Ｉ

ｆ
ｆ

甕
形
土

器
と
い
っ
て

も
、
器
形

・
大
小

な
ど
か
ら
、
さ
ら
に
、
細

別

さ

れ

る
。
第
3
2図

６
は
、
口
径
二
五

・
三

糎
、
高
さ
三
五

糎
以

上
、
口
頚

部
の
う
ち

頚
部
だ

げ
が
独

立
し
て
直

口
し
て
い
る

が
、
そ
の
巾

は
狭
く

、
口
縁
部
も
同
様

に
巾
狭
く
僅

か
に
外
反
し
て

い
る
。
胴
上
部

に
最
大

径
（

約
二

九
・
七
糎
）

が

あ
て

、
底
部
に
次
第
に
細
く
っ
て
い
る
。
胴
部

の
ふ
く
ら
み

の
強

い
点

、
１
な

ど
と
と
も
に
５

を
含

め
て
壷
形
と
も
い

い
う
る
器
形

を
な
し
て

い
る
。
３
・
４

な
ど
も
そ
の
範
躊
に
入
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
文
様

は
な
い
が

、
胴
上
部
に
僅
か

に
箆
な
い
し
刷

毛
目
の
痕
を
残
し
て
い
る
。
胎
土

に
は
石

英
粉
末
な
い
し
雲
母

を
僅
か
な
が
ら
含

み
、
色
調
は
赤
褐
色
で
あ
る
。
同
図
４
は
、

口
径
一

九
・
六

糎
、
高
さ
約
二
〇

糎
、
器
形

か
ら
は
６
に
比
し
や
や
胴
部

の
ふ
く
ら
み
は
少
な

い
が
、
同
類

に
数
え

ら
几
ろ

も
の
で
あ

り
、
同
図
５

も
、
お
そ
ら
く
、
同
類
土

器
の
底
部
で

は
な
い
と
思
わ

れ
る
。

底
径
は
、

い
ず
れ
も

、
九
～

ズ
」）糎
で
あ

る
。
同

図
１
は
、

口
径
一

六
・
六
糎
、
現
高
約
二

四
糎
。
器
形
は
、
頚
部
の
や

や
収
約

し
、
そ
の
ま
ま
心
持
ち
外
反

す
る

口
縁
部
と
頚
部
の
区

別
の
な
い
も
の

で
頚
部

の
収
約

の
弱

い
点

は
同
図

４
に
類

似
し
、
６
の
強
い
屈

折
に
対
し
緩
や

ｙ

か
に
力
し

フ
を
描

い
て

い
ろ
。
門

部
の
長
大

径
は
、
必
ず
し
も
、
胴

上
部
に
は

な
い
ら
し

い
。
器

の
内
外
面

は
箆
に
よ
る
調
整
痰

を
残
し
て

い
る
。
同

図
３
は

口
径
一
七
・
八
糎

、
器
形

は
１

に
比
し
削
部

の
ふ
く
ら
み
少

な
く
や
や
筒
形

を

な
す

。
そ

の
点

、
１

は
６
に
類

似
し
、
３

は
４
に
近
い
。
口
縁
部

な
い
し
胴
上

部
に

、
外
面
に
刷

毛
目

、
内
面

に
は
、
お
そ

ら
く

、
拍

な
ど
に
よ
る
調

整
痕
と

思

わ
れ
る
蜻
絨
痰
と
間
違
え

る
よ
う
な
細
条
痰

を
残
し
て

い
る
。
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第
3
6
図

―
に
、
口
付

二
九
・
六
糎

、
高
三

丿

二
糎

、
口
縁
刮

か
引
く
心
折
し

て
四
五

演
近
い
。
そ

う
巾
は

、
極

め
て
朧
く
、
ほ

う
ヅ
形
式
的
な
存

花
と
な

っ

て

い
る
。
頭

部
か
ら
底
部
に
直
線
的

に
細
言

フ

ニ

る
点

、
深

い
鉢
形

を
呈

写

る
と
み
て
ち
よ

卜
九
ろ
う
。
口
緑
部
に
は
悦

丿
い
に
刷
毛
目
、か
加
え
ら
れ

、
胴

上
部
に
も
僅

か
刷

毛
目
痕

を
残
し
て

い
る
。
同
心に
７
は
、
口
径
一
九
・
六
糎

、

現
高
約
三
三

糎
、
１
と
は
器
形

を
異
に
し
て
、
頭
部

が
苓
卜

二

収
勺
し

ごし
く
字

状

を
呈

了
る
。
第

悶
図
１

・
３

に
類

づ
石
器
形

で
あ

る
。
卜

上
卜
に
近
く
最
大

径
（

約
二
二
・
五
糎
）

が
あ
る
。
目
縁
部
で

は
横
走
ｊ

る
、
ド

ブ
で
は
縦

走
す

ろ
刷

毛
目

文
を
持
つ
。
同
図
３

は
、
口
径

コ
（

・
八

糎
、
現
高
約

上

て
糎
、
頭

部
０
屈
折

は
か
な
り
強
く

、
胴
部

の
張

り
出

し
（
最
大

径
は
胴
中

只
部
付

近
に

あ

っ
て
約
二
八

糎
）

は
大

き
い
。
同
図

２
の
形
態

を
と
り
つ
つ
、
壷

形

に

近

い
。
器
面

に
残

ろ
刷

毛
目

疸
の
お
り
方
は
全
く
２
の
同

類
で
あ
る
。
同

図
４
は

口
径
一

八
・
七
糎
、
現

高
約
三

〇
徊
、
頚
部
の
㈲
折
は
３
に
等
し
い
が
、
郡
部

糎
）
。
た
だ
、
口
縁
部

の
巾
は
、
２
・
３
よ
り
や
や
広
く
、
そ
の
存
往
は
は

っ

き
り
し
て

い
る
。
器
面

に
残
る
刷

毛
目
疸
は
胴
部
に
残

る
も
の

は
や

や
判
走
す

る
が
、
２
・
３
の
同
類
で
あ

る
。
同
図
７

は
、
口
径
一
七
・
二

糎
、
現
高
約
二

六
糎
、
口
縁
部
の
巾
狭
く
、
頭
部
の
屈
折
も
尚

か
で
Ｌ
～
４

と
は

や
や

異

な

る
。
胴
部

の
最
大
径
（

二
二

・
四

糎
）
丸
川
下
部

に
近
い
。
閥
卜
部
に
の
み
斜

走
す

る
刷
毛
目
痕

を
残
し
て

い
る
。
出
土
状
態

か
ら
い
犬
は
、
２
と
同

じ
く
第

１

ト
レ
ン
チ
第

１
住
居
址
内

発
見
で
あ

る
。

百
八

円

―
は
、
口
径
一
四

・
○
柚

、
現

高
洵
二
二

糎

、
上
述
の
陽

土
器

に
比

し
、
器
回

よ
ぐ
っ
と
小

じ
卜
。
器
影
よ
、
帽
汗

か
収
内

し
て
謬
づ

か
壮
く

の
字

形

を
旱

て
る
。
口
八

部
に
、
内

外
と
も
に
刷

毛
目
疸
か
残
し

、
殊

に
内
面
Λ
様

は
丿
よ

疸

に
似
た
細
条
線
を
残

す
。
上
述
の
副
土

器
は
大
形

の
こ

ぬ
特
卜

夕
使

用

し
た
か
ど
う
か
疑
わ
し
い
が
、
こ

の
位

の
大
き

さ
に
な
れ
ば

、
仁
ご
怖
用
七

モ

れ
程
困

難

言
に
た
か

っ
た

か
も
知
れ
な

い
。
然

し
、
単
な

る
回
転
台
七

あ
れ

ば
、
大
形

な
も
の

で
も
当
然
使
用
出

釆
る
こ
と

は
い
う
ま
で
も

卜
い
。
門

上
部

に
も
刷
毛
目
痕
を
残
す
。’
胎
土
に
雲
母

を
含
み
い
色
調

は
赤

褐
色
を
呈

し
戸
成

は
よ
い
・

同
図
２

は
ヽ

口
径
一
三

・
ふ
糎

、
高

合
一

九
卜
六
糎
器
形

は
１
よ
り

第
3
3図
　

第
1
2
ト
レ
ン
チ
第

１
住
居
址
内

出
土

図

ノ

ｙ

ｊ
’！
’ｉ

ｌｙ
ｙ

９－

皿

Ｏ ，－
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や
や
丈
が
短
い
。
口
縁
部
内
外

の
趣
向
は
１
に
同

じ
く
、
胴
部
の
器
面

も
外
面

の
刷
毛
目
痕

に
加
え
て
内
面
に
は
箆
調
整
痕
を
残
し
て

い
る
。
同

図
３
は
、
口

径
一
五

・
二

糎
現
高
約
一
九
糎
、
口
縁
部
内
面
に
朧
朧
痕
風

の
細
条
線
を
残
し

胴

部
の
内
外
面

に
は
刷
毛
目
な
い
し
箆
調
整
痕
を
残
し
て

い
る
。
同

図
４
は
、

口
径
一
五

・
〇

糎
、
現

高
約
一

九
糎
、
３
同

様
に
、
口
縁

部
内
面

に
細
条

線
を

残

し
て

い
る
。
同
図

６

ぱ
、
口
径
一

六
・
三

糎
、
現
高
約
一

七
糎
、
口
縁
部
内く ユQ＿ 、_._._．_5 ＿＿ ＿ 』

卜 言よ ユニ 三_仁 二 二］

単

面

は

、
１

に
同

じ

く

、
胴

上

部
も

内

外

面

と

も

に
箆

調

整

疸

を

残

し

て

い

る

。
同

図

８

は

、

口
径

一

三

・
九

糎

、
高

さ
一

八

・
六

糎

、

口

縁

部

内
面

の

細

条

線

は

４

に

類

し

、

胴

部

の
刷

毛

目

は

１

・
２

な

ど

に

類

し

て

い

る
。
同

図

５

は

、
さ

ら
に

、

小

形

化

す

る
。

口

径

二

丁

六

糎

、

高

さ

百

丁

九

、

頚

部

が

く

の
字

に

㈲

折

し

、

内
外

面

は

箆

で

調

整

さ

れ

て

い

る

。

赤

褐

色

を
呈

し

、

胎

土

は

、

他

の
土

器
同

様

に

、
石

英

粉

末

と

雲
母

を
含

ん

で

い

る

。
同

図

７

は

、

口

径

二

万

○

糎

、

高

さ

一
三

・
〇

糎

、

５

に

比

し

、
や

や
小

形

で
あ

る

。

口

縁

部
｡０
内

面

に

、

上

述

土

器

で

み

た

よ

う

に

、
琥

縫
目

風

の
細

条

線

を

残

し
て

い

る

。
第
3
6
図

６

は

、

前
二

者

よ

り
や

や

大

き

い

。

口
径

一

四

・
五

糎

、
高

さ

一
五

・
九

糎

、

口
縁

部

に
横

走

す

る
刷

毛

目

文
琵

加

え

ら

れ

て

い

る
。

壷

形

土

器

第
3
5
図

の
須

恵

器

の
皆
ｏ

よ

う

な
が

が

り
七

〇
は

な

卜
。

第
3
2
図

７
～
1
0
、

特

に

、

７

・

８

な

ど

は

有

則

皆

形

土

器

の
下

休

部

で

は

な
い

か

と
思

わ

れ

る

。

も

っ
と

も

、

８

の

ご

と

く

一

種

の

高

台

を

持

つ

半

田
谷

そ

ヤ

七
の

が
珍

し

い

の

で

に

な

い

か

と

思

う

。

７

は

、

赤

褐

色

を
呈

し

、

器
面

に

栴
説

整

疸

を
残

し

、

８

は

、

器

の
内

外

面

に
同

じ

く

調

整

疸

を
残

し

、

胎
土

は
石

英

和
洙

三

万
……・
。ヽ
。’』

含

ん

で

焼
成

は

よ

い

。
９

の

底

部

は
二

例

し

か
認

め

ら
れ

な

か

っ
た

が

、

や

々

他

の
戊

部

と
帽

官
兵

に

し

、
二

平

臥
鳳

を
な

し
て

い

る

。
則

径

八

・
八

糎

士
、

同

図
1
0
の
七

∴

糎

よ

り
寸

寸
大

言

卜

。
赤

褐
仁

を

呈

し

、
器

面

は

砲
に

よ

る

川

整

痕

を
残

し
て

卜

る

。
な

お

、
胎

土

は

、
同

じ

く

、

石

英

粉

末

と

回
付

を

含

み

、
外

面

に

犬
丿
ド
の
付

着

を
み

る

。

第
3
3
囚

９

は

口

径

九

・

七

壮

、

高

さ

九
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・
九
糎
、
丸
底
風

の
小
形

壹
形
土
器
で
あ

る
が
胴
部

は
上
下

に
圧

縮
さ
れ
た
よ

う
な
形
態
を
と

っ
て
、
い
わ
ゆ

る
。
小
形

丸
底
土

器
と
は
そ
の
趣
向
を
異

に
し

て

い

る
。
胎
土
は

、
石
英
粉
末
と
雲
母

を
含
み

、
器
面

は
箆
で
調

整
さ
れ
、
色

調
は
赤
褐
色
を
呈
す

る
。

鉢
形
土
器

第
3
3図
1
0（

第
3
9図
2
0）

は
、
単

純
な
深

鉢
形

を
呈

す
る
。
色
調
は
赤
褐
色

で
、
内
外
面
と
も

に
口
縁
部
及

び
そ
の
付

近
に
煤
煙
が
つ
い
て
い
る
。
内
面

は

特
に
箆

の
調
整
痕

を
残

し
て

い
る
。
胎
土

は
、
や
は
り
、
石
英

粉
末
や
雲
母

を

含
ん
で

い
る
が
煥
成

は
よ
い
。
第
3
6図
５
（

第
3
9図
1
2）
は
前
者
と
は
モ

の
器

形
を
全
く
異

に
し
頚
部

が
緩

や
か
な
く

の
字
状

を
呈

し
て
収
約
す

る
。
口
径
二

四
・
二
糎
、
高
さ
一
六
・
八
糎
、
口
縁
部
に
横
走
す
る
刷
毛
目
ヌ
を
残
し
、
㈲

部
に
も
局
部
的
に
斜
走
す
る
刷
毛
目
風
の
擦
府
か
加
え
ら
れ
て
い
る
。

腕
形
土
器

第
3
7図
３
は
、
口
径
一
三
・
五
糎
、
深
さ
八
・
六
糎
、
深
い
坑
形
土
器
で
、

第
２
ト
レ
ン
チ
第
１
住
居
址
か
ら
発
見
さ
れ
た
。
器
の
外
面
は
赤
褐
色
、
内
面

は
黒
色
を
呈
し
て
い
る
第
3
4図
４
は
、
口
径
一
八
・
六
糎
、
高
さ
五
・
六
糎
。

口
縁
部
か
ら
底
邦

∩
の
移
行
が
九
〇
度
の
カ
リ
フ
を
作
っ
て
、
極
め
て
、
安
定

し
た
器
形
を
な
し
て
い
る
。
第
3
7図
６
は
。
口
縁
が
外
反
し
、
頭
部
が
心
持
ち

収
約
す
る
点
、
同
図
３
・
第
3
4図
３
と
も
異
な
る
。
口
径
一
三
・
五
糎
高
さ
九

・
一
糎
、
胴
径
一
三
・
八
糎
、
器
面
に
刷
毛
目
痕
を
残
し
て
い
る
。
第
3
4図
３

は
、
口
径
一
三
・
囚
糎
、
高
さ
五
・
八
糎
、
灰
褐
色
を
呈
し
、
胎
土
に
は
石
英

粉
末
を
含
む
。
器
面
は
箆
の
調
整
痕
を
持
ち
、
内
面
は
黒
色
を
呈
し
て
い
る
。

第
1
2ト
レ
ン
チ
第
１
住
居
址
床
面
か
ら
出
土
し
た
。

高
坏
形
土
器

こ
の
器
形
は
少
な
く
、
第
１
ト
レ
ン
チ
に
破
片
２
、
第
２
ト
レ
ン
チ
に
破
片

１
な
ど
を
念
め
て
五
ケ
で
あ
る
。
第
3
6図
８
は
、
坏
部
の
口
径
一
九
・
〇
糎
、

深
さ
五
・
五
糎
（
底
面
ま
で
）
、
脚
を
欠
い
て
い
る
。
器
の
外
面
赤
褐
色
、
内

面
黒
色
を
呈
し
て
い
る
。
同
図
９
は
、
脚
部
の
破
片
で
あ
る
。
右
の
資
料
だ
げ

か
ら
は
全
形
を
知
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

甑
形
土
器

第
3
8図
１
（
第
3
9図
1
6）
は
、
口
径
二
三
・
三
糎
、
現
高
約
二
一
糎
、
両
側
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］゛
う

ｙ
・ｙ
ｙ

ｙ
ｙ

心

：
　
　
　
　
　
　
　

４

Ｊ

一

ゾ

ー
＜
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２

’

ゴ

肩

▽

☆
　

八

い

．

－

―

’
　

し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二

’．．

∇
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＜
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；
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一
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１
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ｊ
ｌ
－

１
１
－
－
－
―

”
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・
’

一

｀

＜

ｙ

、
　
　
　

▽

へ
ヽ
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

’`ｙ

。

”
”

―

”
ｙ

’ｙ

～
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

／

”
／
’ｌ

ｙ

～ｙ

ｌｙ

に
こ
ぶ
し
風

に
把
手

を
持
つ
土

器
で

、
同

３
（

第
3
9図
1
5）
は
、
口
径
二
四

・

〇

糎
、
高
さ
二

七
・
七
糎
、
底
部
に
径
八
・
三

糎
の
一
孔
を
持
っ
て
い
る
。
な

お
、
胴

上
部
の
両
側
面
に
２
ヶ
一
対

の
孔
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
、
図

１
に

み
る
よ
う
な
突
起
風

の
把
手
の
つ
け
ら
れ
て
い
た
孔
で

、
把
手
が
完
形

品
と
し

て
出
土
し
て
い
る
と
こ
ろ

か
ら
み
る
と
、
把
手
を
別
つ
に
作
っ
て
、
器

壁
に
孔

７　二? ＿　 ？

第36図　 １一 第３トレンチ第１住 居址

２ 、７－ 第１トレンチ第１住 居址

３、４一 団トレ ンチ２住居址

５－第 ２トレン チ第 ２住居址

６一第４トレ ンチ　　　　　 ‘

８－ 第８トレンチ第１ 住居址

９－ 第２トレ ンチ

を
あ
げ
て
着
装

し
た
も

の
ら
し

い
。
同
図
２
（

第
3
9図
1
7）
は
口
径
一
七
・
七

糎
、
高

さ
一
二
・
五
糎

、
底
部

に
み

ら
れ

る
孔

の
径
は
約
三
・
六
糎
で
あ
る
。

第
3
8図
４
は

、
口
径
二

七
・
〇
糎
、
口
縁
下
約
二
・
七
糎
に
鍔
風

に
突
出
し
て

い
る
。
他

の
破
片

は
、
口
径
二
四
・
〇
糎

、
口
縁
下
三
・
五
糎
に
鍔
風

の
突
起

が
あ

る

。第
3
3図
1
1は

、
口
径
一
五
・
五
糎

、
高
さ

Ｉ
〇

・
九
糎

、
口
縁
が
外



Ｗ_
ｙ く

郭
白

州
附
川
上

み
焼
成

は
よ

卜
。
な
お
、
一

部
に
作
付

か
つ
い
て
い
る
。
こ
の
口
鰯
部
が
や
や

内

鸞
の
傾
向
か
持
つ
の
に
対
し
、
Ｕ
は
や
や
外
反
寸
こ
心
傾
向
を
持
ち

、
器
形
は

必

ず
し
も
、
一
様
で
は
な
い
。
甑
土

器
の
出
土
は
四

ヶ
を
数
え

る
が

、
い
ず
れ

第
3
8図
　

１
１

第
２

の
２

ト
レ
ン
チ

２
１

第
１

ト
レ
ン
チ
第
２

３
１

第
１

ト
レ
ン
チ
第
１

住住第
居居１
地址住

居
址

た

い
。

坏
形
土
器

第
3
4図
１

は
、
口
径
一
〇

・
〇
糎

、
高

さ
四

・
〇

糎
、
灰

色
を
呈
し
、
底
部

に
糸

切
の
疸

を
残
し
て

い
る
。
蓋
受

け
の
小
突
起
を
持
つ
。
同
図
２
は

、
口
径

て

丁

二

糎
、
高

座
二
・
八
糎
、
器
形

は
１
と
同

じ
く
、
荷
受

け

の
小
突
起

を

持
っ
。
器
形
は
米

低
で

、
内
面

ぼ
剥
げ
て
再
調

魁
し
て

い
る
。
同
図
６

は
、
口

径
一
一
・
六
糎

、
高

さ
三

・
五
聯

、
外
面
赤
褐
色

を
呈

し
、
内
面

は
黒

色
で

あ

る
。
同
図
７
は

、
口
径
一
五

・
七
糎
、
高

さ
囚

・
二

糎
、
前
者
の
口
縁
部

か
や

や
丸
味
を
持
ち
つ
つ
底

部
に
移

る
の
に
対
し
、
本
例
は
内

に
反

り
つ
つ
底
部
に
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ノベ

移

る
。
器
面

に
箆
の
調
整
疸
を
残

し
、
内
面
は
黒
色
で
あ

る
。
同
図
８

は
、
口

径
一
四

・
六
糎
、
高
さ
四

・
五

糎
、
器
璧
は
前
二
者
と
比
較

し
て
直

線
的

に
底

部
に
移
っ
て
い

る
。
器
面
は
赤
褐
色

を
呈

し
、
箆

の
調

警
説
を
残

し
、
内
面

は

黒
色
で
あ

る
。
同
図
９
は

、
口
径
一
四

・
五

根
、
高

さ
三

・
四

糎
、
器
形

は
1
0

に
類
似

す
る
。
外
面

は
赤
褐
色

を
呈
し

、
箆

の
調

整
疸

を
残

し
、
内
面

は
黒
色

で
あ

る
。
同
図
1
0は

、
口
径
一
四

・
七

糎
、
高

さ
三

・
三

糎
、
外
面

は
箆
で
調

整
が
行
な
わ
れ
て
い

る
が
、
器
面

は
荒
れ

、
内
面

は
黒

色
で
あ

る
。
同
Ｅ
 ７
;Ｍ

口
径
一
三

・
〇
糎

、
高

さ
三

・
七

糎
、
蓋
受

げ
の
突

起
を
僅
か
に
痕
跡
的

に
残

し
て
い

る
。
器
面
は

箆
で
川
整

し
、
色
調

は
赤

褐
色
で
あ

る
。
第
3
7図
１

は
、

口
径
九
・
五

根
、
高

さ
三

・
六
糎

、
器
形
は

、
本
遺
跡

出
土
品

の
う
ち
、
最

も

小
形
で

、
口
縁
部

か
ら
底
部
ま
で
器

璧
は
直

線
的
で
あ

る
。

５

、
須
　

恵
　

器

土

師
器

に
比

較
し
て
須
恵
器

の
出
土

は
少

な
い
。

壷
形
土
器

第
3
5図
１

は
、
口
径
ニ

ー
・
三

糎
、
高

さ
四
六

・
〇

糎
、
胴

径
約
四
四

糎
、

２

は
口
径
二
一

・
二

糎
、
高

さ
四

六
・
七
糎
、
胴

径
約
四
八

・
六
糎
、
前

者
は

カ
マ
ド
の
西
南
隅

か
ら
出
土

し
、
床
面

か
ら
二
〇

糎
浮

い
て

い
た
。
全
体
の
約

二
分

の
一

に
足

り
な

い
破
片
が
そ
の
付
近

に
散
乱

し
て

い
た
。
頚

部
か
ら
胴
上

部

に
か
け
て

緑
色

の
粕
が
吹
出
て

い
る
が

自
然

の
も

の
で
あ

る
。
文
様

は
、

頭

部
に
二

本
の
横
の
沈

腿

か
あ

っ
て

、
そ
れ

を
結

ぶ
よ
う
に
細

い
縦

の
沈

線
が

あ

る
が
、
胴
部
に
は
条
疸
風
の
た
た
き

文
と
横
走

す
る
細
沈

線
文
が
少
し
の
間

隔

を
お
い
て
数

条

づ
つ
加
え

ら
れ
て

い
る
。
後
者
は
、
同

じ
竪
穴
の
北
見
に
あ

っ
て

、
矢
張

り
破
壊

さ
れ
て

い
る
が
、
破

片
は
殆
ん
ど
残
っ
て
い
て
全
形

復
原

出
来
た

。
前
者
同
様

、
口
縁
部
内
外

・
胴
部

の
最

も
張

っ
て

い
る
付

近
に
緑
色

０‐
自
然

。損

が
吹
出
て
い

る
。
部
分
的

に
煤
煙

が
付
着

し
て

い
る
。
文
様
は
、

前
者
同
様

、
頚
部

に
櫛
様
施
ヌ
具

に
よ
る
波

状
文
球

施
さ
れ
て
い
る
外

、
胴
部

に
は
条
疸
風
の
た
た
き
文
泌

あ

る
だ
け
で
あ

る
。
類
鳥
は
、
宮
田
村
三

塚
古

墳

出
土
の
一
例
か
お

る
が

、
同
例
は

口
径
約
二

〇
糎

、
高

さ
約
三
六

糎
位
（
図

上

計
算
）
だ

か
ら
本
例

よ
り

は
口
径
で

は
あ

ま
り
相
違
な
く

、
高

さ
で
は
若
干
小

さ
い
よ
う
で
あ

る
。
器
形

は
、
本
例

の
方

か
胴
部

の
丸
味

は
強

い
よ
う
で
あ

り

頭
部
の
文
様
も

や
や
簡
略

で
あ

る
。

小
形

壹
形
土
器

第
3
5図
４
は

、
口
径
九

・
八
糎

、
高

さ

て

丁

八
糎

、
有
額
小
形

丸
底
の
土

器
で
、
胴
上
部
に
中
太
の
二

本

の
沈
線

、
口
縁
内

側
に
同

じ
く
一

本
の
沈

線
が

文
様
と
し
て
施

さ
れ
て
い

る
。

高
杯
形
土
器

第
3
5図
３
は
、
高

坏
の
脚

を
欠

い
て

、
坏
部
だ
け
で
あ

る
が
、
坏

の
口
径
一

九
・
六
糎
、
高

さ
八

・
四
糎

、
頭
部
付
近

に
二

本
の
微

隆
線

が
横

に
走
っ
て

、

殊
に
下
の
微
隆
線
の
場
合

、
そ
の
両
側
は
深
く
溝

を
な

し
て
太

い
二
本
の
沈

線

の
効
果
を
持

っ
て

い
る
。
二

本
の
微
隆
線
の
間

に
は
細

い
斜
線
が
引

か
れ
て
壹



四

九j

形
土

器
の
１
と
同

じ
趣
向
で
あ
る
。
な

お
、
器
面
に
は
自
然
粕
が
部
分
的
に
吹

出
し
て
い

る
。
前
述
三

塚
古
墳

か
ら
、
平
や
小
形
心

か
、
同
形
の
高
坏

か
出
土

し
て
お
り

、
壷
形
土
器
と
の
結

び
っ
き

な
ど

甚
だ
旅（
味
深

い
。
三
つ
塚
古
墳
の

場
合
、
二

本
の
微
隆
線

の
間

に
は
櫛
目
波
状

文
か
加
え

ら
れ
て

い
る
。
た
だ

、

三

つ
塚
古
墳
の
場
合
淳
の
出
土

が
あ

る
が
。
本
遺
跡
で

は
見
え
て

い
な

い
。

坏
形
土
器

第
3
4図
1
2
は
、
口
径
一
三

∴

糎

、
高

さ
四

・
四
糎

、
１

に
比
し
、
底
面

は

は

丸
味

に
乏

し
い
。
荷
受

け
の
小

突
起

か
持
つ
。
同
図
1
3
は
、
口
径
一
一

・

九
糎
、
高
さ
三

・
八
糎
、
灰

色

を
呈

し
、
著
受

け
の

小

突
起
は
、
1
2・
1
4と

異
な

っ
て

や
や
装

飾
的

な
感
が
あ
る
。
1
4は
、
口
径
一
〇

・
八
糎
、
高

さ
四

・

四

糎

。
同
様

に
荷
受

け
の
小
突
起
を
持
つ
が
、
器
形

は
最
も
整
っ
て

い
る
。
な

お
、
1
2～
1
4は

、
と
も

に
底
部

に
糸

切
り
の
痕
跡

を
残

し
て

い
る
。
右

の
三

者

は

、
第
3
5
m
l
～
４

か
含

め
て
土

師
器
の
第
3
2・
3
3及

び
第
3
4図
の
大

部
分
と

と
も
に

、
第
1
2
ト

レ
ン
チ
第
１

住
居
址

か
ら
の
出
土

品
で
あ
る
。
第
3
7図

４
は

口

径
一
五

∴

糎

、
高

さ
三

・
七
糎
、
高
台
付

の
坏
で
同

図
５
に
比
し
底
径
大

で
安
定

し
て

い
る
。

灰
珀
陶
器

第
２

の
２

ト

レ
ン
チ
第

２
住
居
址
か
ら
灰

粕
陶
器
に
属

す
る
高
台
付
坏
の
破

片

が
出
土

し
て

い
る
。
台

部
の
径
八
・
九
糎
、
高
さ

Ｉ
・
二

糎

を
数
え

る
。
本

遺
跡

か
ら
の
発
見

は
、
極

め
て

少
な
く
、
こ
の
遺
跡
に
お
け

る
土

師
器

・
須
恵

器

の
時
期

を
反

映
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

６

、
鉄
製
品
・
紡
錘
車

第40図　鉄製品（刀子・鎌・鏃・環）

１－第８トレンチ　２－第６トレンチ　３－第８トレンチ

４－第５トレンチ第２住居址　５－第２トレンチ第１住居

址　６－第４トレンチ



杏

鉄
製

品
と
し
て
数

え
ら
れ

る
も
０
は

、
鉄
鏃
（
三

ヶ
）
・
鎌
（
二

ヶ
）
　・
刀

子
（
？
一

ヶ
）
　・
鉄
環
（

一
ヶ
ブ

な
ど
九
ヶ
出
土

し
た
。

第
4
0
m
l
は
、
現
長
約

六
・
六
糎
、
刀

子
状
鉄
製
品
と
も
呼
ぶ

べ
き
も
の
だ

ろ

う
。
基
部
と
思

わ
れ
る
部
分
に
は
付

着
物
は
多

い
が
、
尖
端
近
く
は
、
む
し

ろ
付
着
物
も

な
く
て
保
存

が
よ
い
。
尖

端
の
折
れ
た
の
ば
使
用

時
の
こ
と
と
思

わ
れ

、
そ
の
後

は
何

の
破
損
も
な

か
っ
た
ら
し
い
。
第
８

ト
レ
ン
チ
の
出
土

で

な ＝] 薄 鬘ご聊

叩
山
叩
川
出

第4!図　鉄　製　I品

１－ 第５トレンチ第２住 居址

２－ 第８トレンチ

３・ ５－ 第６トレ ンチ

４一 第22トレンチ第１住居 址

あ

る
。
同

図
２
（

第
4
1図
３
）
と
㈲
３
（

同
図
２
）

は
鉄
鏃
と
思
わ
れ

る
。
２

は
、
尖

端
を
欠
く
が
、
有
柄
頻
の
典
型
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
現
長
九
・
三

糎

灰

則
陶
片
と

と
も
に
第
６

ト

レ
ン
チ
か
ら
出
土

。
３
は
、
鏃
の
尖

端
部
分
の
腐

蝕
甚
だ

し
く
、
そ

の
原
形

は
復

源
出

来
な
い
。
現

長
一
一

・
四

糎
、
第

８
ト

レ

ン
チ
第
１
住
居
址
の
炉
址
北
よ
り
出
土
。
同
図
４
（

同
図
１
）

は
、
現
長
約
一

0　　　　　　　　　5cm

t　　　　　　　　　II|，j

五
割
、
謳
と
も
思

わ
れ
る

し
、
両
刃

ら

し
い
点

か
ら

い
え
ば
、
特
殊
な
小
鉾
様

の
鉄

朧
品
と
考
え
ら
れ
た

い
こ
と

も
な

い
。
第
５
ト

レ
ン
チ
第

２
住
居

址
内

の

出
土
で
あ

る
。

同

図

５

（

同
図
４
）
は

、
鎌

型
鉄

製
品
の
尖
端
部
分
で

、
基

部
に
当

る
部
分
を
欠

い
て

い
る
。
な

お
、
腐

蝕
も

か

な
り
進
み
、
こ
の
た
め
に

基
部
は
欠
失

し

た

ら

し

い
。
同

図
６
は
、
鉄
製
環

と
七
呼

ぶ
べ
き

七
〇
で
あ

ろ
う
。
腐
着

物
も
か
な
り
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み
え

る
が
、
保
存

は
よ
い
。
外
径
六
・
〇

～
六
・
六
糎
、
内
径
三

・
七
～
囚
・

二

科
、
第
４

ト
レ
ン
チ
、
地
天
下
三

五
斜
の
黒
土
圀
に
出
土

。
藁
と
七
思
わ
れ

る
炭
化

し
た
付
着

物
か
あ
る
。

第
4
1
図
５

心
鎌
形

鉄
製
品
だ
ろ
う
。
現

長
約
一
〇

糎
、
基
部
付

近
の
保
存
は

概

し
て

よ
く
付

着
物
は
少

し
も
残
っ
て
い
な
い
の
に
、
刃

部
と
思

わ
れ
る
部
分

は
腐

圈
が
甚
だ
し
い
。
第

６
ト

レ
ン
チ
出
土

品
で
あ

る
。

第
4
2
図
の
鍬
（

鋤
）
先
は
、
左
右
の
幅
約
一
五

枇
、
長

さ
約
九
・
几
和
、
刃

の
部

分
の
巾

は
刃

先
部
で
二

・
五

上
一
丁

○

糎
、
耳
の
部
分
で
二

・
〇

徊
、
刃

部

の
内

側
は
、
一
般
に
風
呂

と
よ
ば
れ
て

い
石
木
質
部
を
は
め
こ
む
た
め
に
袋

状

に
な

っ
て

い
て

、
そ

の
断
面

は
Ｙ
字
状
の
溝

を
な
し
て

い
る
。
こ

の
遺
品
に

つ
い
て

は
、
向
山

雅
重

、
友
野
良
一
両
氏

に
よ
る
報
文
、か
あ

る
の
で
、
（
注
）

こ
こ
に
は
ふ
れ
な
い
。
な
お
第
８

ト
レ
ン
チ
床

犬
二
〇

糎
か
ら
環
状
（
内

径
五

・
三

糎
、
巾

九
粍
）

の
青
銅
製

品
Ｏ
 ｙ
 ；
Ｚ
;ト
レ
ン
チ
か
ら
、
本

質
の
つ
い
た
鉄

製
品
の
出
土

Ｏ
あ

っ
た
こ
と

も
加
え
て

お
き

た
い
。

紡
　

錘
　

車

本
遺
跡
発

見
の
紡
錘
車

は
完
形

品
三

ヶ
、
半

欠
品
一

ヶ
、
計
四

ヶ

を

数

え

る
。
そ
れ
ぞ
れ
形

態
を
異
に
し
、
第
4
3
図
１
は
、
上
辺
は
約
三

・
六
糎
、
下

辺

は
五

・
六
～
五
・
八
糎
、
一
方
の
高
さ
（

斜
線
Ｊ

は
四

・
一

糎
、
他
は
四

・
五

糎

。
や

や
い
び
つ
だ
が
、
梯
形

を
な
し

、
ほ
ぼ
中
央
に
径
約
八
粍
の
孔
が
貨
通

し
て
い

る
。
胎
土
は
石

英
粉
末
の
混
入
か
お

る
。

。
第
3
5
ト
レ
ン
チ
第
４
住
居

２

第43図　土製紡錘車

１－第35トレンチ第４住居址

２・３十第12トレンチ第１住居址

址
内
出
土

。
同
図
２

は
、
１
同
様

に
梯
形
を
な
し
て
い

る
が
、
上
辺
の
角
は
強

く
と
れ
て

い
る
。
高

さ
は
二

・
五

糎
、
上

辺
の
径
約
三
・
〇
糎

、
下
辺
の
径
約

四

・
八
～
四

・
九
糎
、
ほ
ぼ
中

央
に
径
約
七
粍
の
孔
が
貫
通
し
て
い

る
。
同

図

３
は
、
１

・
２
と
は
（
半
欠
員

を
も
含

め
て
）
そ
の
形

熊
か
全
く
異
に
し
、
図

に
み
る
通
り
全
く
弩
曲
し
、
径
約
五

・
七
糎

、
厚
味
約
一

・
七
糎
の
貧
弱
な
供



／' ぺI

一
一

餅
の
形

状
を
な

し

て

い

る
。
手

づ
く
り
そ
の
ま
ま

の
た
め
、
粗
製
で
、
表
面

の
凹

凸
が
甚
だ
し
い
。
胎

土

は
金
言
母

の
混
入
か
お

る
。
色
調

は
、
黄

褐
色
を

呈
し

、
黒
く
煤
煙

が
か
か

っ
て
い
る

。
第
1
2
ト
レ
ン

チ
第
１
住
居
址
内
出
土

。

（

藤
沢
宗
平
）

六
、
所
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天

伯
遺
跡
の
調
査
に
は
、
四

月
一
四

・
一
五

・
一

六
の
三
日

間
参
加
し
、
一
七
日
に
は
水
洗

い
、
一
一
月
二
四
日

に
は
整
理
の
打
合
せ

、
一
二
月
一

六
・
一
七
の

二
日
間

に
整
理
が
あ

っ
て
参
加

し
た
。
遺
物
の
整
理
の
多
く
は

、
机
上
で
行

な
っ
た
も

の
な
ど
で

、
主
と

し
て

メ
モ
や
記
憶
だ
け
を
頼
り
に
し
た
。
時
間
の
都
合
も

あ

っ
て

、
他
と

の
比
較

を
す

る
こ

と
を
や
め
、
専
ら
資
料

の
紹
介
だ
け

に
と

ど
め
た
こ
と

を
お
断

り
し
た
い
。

本
遺
跡
は

、
経
文
丈

化

か
ら
弥

生
文
化

を
経
て
土

師
式
文
化

に
及

ん
で

い
る
の
で

、
こ

の
三

時
期
に
つ
い
て

、
そ
の
所
見

を
述
べ
て

み
た
い
。

縄
文
文
化
　

南
箕

輪
村
塩

ノ
井
の
こ
の
台
地

に
、
人
聞

が
住
み
は
じ
め
た
の
は
、
経
文

時
代

も
中
期

に
入

っ
た
最

初
の
頃

の
こ
と

で
あ

る
。
第
６

ト
レ
ン
チ
の
東

端

か
ら
前
期
末
型
式

の
上
器

片
が
僅
か
心

が
ら
出
土

し
、
竪
穴
住
居
の
床
面

ら
し
い
堅
い
面

も
出
土

し
て

い
る
が
、
そ
の
両
者
が
結
び
つ
く
も
の
か
ど
う
か
明

ら
か

で

な
い
し
、
モ

の
出
土
量

が
少

な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
一
応

、
中
期
初
頭

か
ら
の
生
活

を
考
え

た
い
。
も
っ
と
も
前
期
末
型
式
の
土

器
片
が
、
仮
り
に
そ
の
出
土
量

は
少

な
く
て

屯
本
遺
跡

に
発
見

さ
れ

た
こ
と

は
、
南
箕

輪
村

と
し
て
は
最
初

の
こ
と
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ

る
の
で
注
意

さ
れ
て
も
よ
い
。



六

第
2
0図

の
縄
文
土

器
の
拓
影
は
、
中
期
初
頭
型
式

の
土
器
の
も
の
な

の
で
、
そ
の
生
活

を
知
る
唯
一

の
資
料
で

あ
る
。
本
遺
跡
で

は
、
第
２
～

第
７

・
第
９
・
第

2
2第
一
3
5な
ど
の
各

ト
レ
ン
チ
か
ら
そ
の
土

器
片
が
発
見
さ
れ
て

い
る
。
縄
文
時
代

の
住
居
は
、
い
う
ま
で

も
な
く
、
竪
穴
住

居
で
あ

っ
た
が
、
中
期

初
頭

の
頃

の

住
居
は
、
今
回
の
調
査
で
は
明

ら
か
に
出
来

な
か
っ
た

。
上
述

の
各

ト
レ
ン
チ
を
も
う
少

し
精
査
す

る
時
間
的

な
余

裕
が
あ

っ
た
ら
或
は
、
そ
の
住
居

址
の
発
見

が

あ
っ
た
か
も
知
れ
な

い
が

、
調
査

は
駈
け
足
で
行

な
わ
れ

、
確

め
る
と

い
う
こ
と
が
出
来
な

か
っ
た
。
伊
那
市
御
殿
場
遺
跡
の
時

も
そ
う
で
あ

っ
た
が
、
文
字
通
り

の
緊
急
調
査
で
あ

っ
て

、
む

し
ろ
、
こ
今
し
て
調

査
さ
れ
る
機
会

が
持
た
れ
れ
ば
よ
い
部
類
に
属
す
る
と
い
う
現

状
を
、
単
な
る
調
査
者
と
し
て
で
は
な
く
、
甚
だ

残

念
な
こ
と

だ
と
思

う
。

南
箕
輪
村
内
で

は
、
こ

の
塩
ノ
＃
１

天
伯
と

南
殿
ｉ

宮
の
上
か
ら
中

期
初
頭

型
式

の
経
文
土

器
の
出
土

す
る
こ
と
は

、
昭
和
二

七
年

の
信
濃
史
料
刊
行
会
編
に
よ

る
［

信
濃
史
料

］
の
資
料

を
調

査
す
る
時
に
、
既
に
知
ら
れ
て
い
た
ｙ
一
と
て
あ

る
が
、
今
回
の
調
査
で
さ
ら
に
若
十

の
資
料

を
追
加
で
き
た
こ
と
に
な

る
。

第
2
1～

第
2
4図
の
縄
文
土
器
の
拓
影

は
、
経
文
中
期

の
う
ち
最
も
華

や
か
で
あ

っ
た
と
想
像

さ
れ

る
、
関
東
地
方
で

い
え
ば
、
勝

坂
式
土
器

の
も

の
で
あ

る
。
口

絵

の
左
二

つ
の
土

器
も
勝
坂
式
に
該
当
す

る
も

の
で
あ

る
。
勝

坂
式
土

器
は
、
前

述
中

期
初
頭

型
式

土
器
出
土

の
ト
レ
ン
チ
の
外

に
、
第
1
0
・
第
2
8
・
第
3
0・
第
3
1

・
第
3
3な
ど
の
各
ト

レ
ン
チ
か
ら
発
見

さ
れ
、
台
地

の
ほ
ぼ
全
般
に
及

ん
で
い
た
と
思

わ
れ
る
。
発

掘
調

査
さ
れ
た
第
3
5
ト
レ
ン
チ
の
第

１
住
居
址
も
こ

の
時
期

の

も

の
で
あ

る
。
「

信
濃
史
料
」

の
資
料
蒐
集

の
隋
に
も
ま

た
、
「
上
伊
那
誌

」
編
纂

の
時
に
も
、
天
伯

・
向
垣
外

・
山
ノ
神
な
ど
の
三

遺
跡

か
は
ら
勝

坂
式
土

器
に

類
す

る
も
の
は
発
見

さ
れ
て

い
な
い
の
で
、
今
回
の
発
見
は
新
し
い
知
見
と
い
っ
て

よ
い
。
村
内
で
は
、
勝
坂
式
土
器

は
、
久
保

―
垣
外

、
大
泉
ｉ

経
塚

、
南

殿
―

宮
ノ
上
、
神
子
柴
―
南
原
な
ど
で

は
知

ら
れ
て

い
た
土
器
で
あ

る
。

勝
坂
式
土
器

を
伴
う
竪

穴
住
居
址

は
、
第
3
5
ト
レ
ン
チ
第

１
住
居
址
の
外

に
第
２
の
２
ト
レ
ン
チ
第

１
住
居
址
、
第
６
ト

レ
ン
チ
（

地
表
下

九
五

″
に
床
面

ら
し

き
も
の
お
り

、
柱
穴
4
0
×
4
0
作
、
勝

坂
式
土

器
片
螺
集
）
な
ど
僅
か
に
三

地
点
で
し
か
確
認
出
来
な
か
っ
た
。
根
津
清
志
氏
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
第
3
5
ト
レ
ン
チ
の

住
居
址
は
［

そ
の
大

き
さ
は
南
北
六
・
四

米
、
東
西
六
・
〇
米
で
円
形
に
近
く

、
住
居
址
の
中
央

に
径
七
〇

作
、
深

さ
三

六

作
の
竪
穴
式
炉
が
あ
り
」

、
そ
の
周
辺

に
あ

る
Ｐ
Ｉ
・
Ｐ

２
・
Ｐ

３
・
Ｐ

４
・

Ｐ
５
・

Ｐ
７
も
し
く
は
Ｐ
８
の
柱
穴
址
肩
六
ヶ
の
主
柱
穴
址
と

な
る
ら
し
い
。
ま
た

、
炉
址
の
南
側
の
地
点

に

Ｉ
・
二

米
～

〇

・
八
米

、
深

さ
三
〇
ｍ

の

ピ

。
ト
ニ

ケ
が
あ
っ
た
と
い
う
が
貯
蔵
穴
で
あ
ろ

う
。
こ
れ

は
、
そ

の
規

模
・
主
柱

穴
の
数
で

は
東
伊
那
丸
山
遺
跡

の
出
土
例

に
似
て

い
る
が
、
炉
の
構
造
は
本
遺
跡

の
場
貪

か
竪

穴
式

炉
に
対

し
、
七
ヶ
の
扁
平

自
然
石

を
円
形

に
組

合
せ
た
も
の
で
あ

っ
た
点

は
両
者

は
異

っ
て

い
る
。
出
土
遺
物

に

つ
い
て

い
え

ば
、
第
3
5
ト
レ
ン
チ
第

１
住
居

址
で
は
、
ほ
ぼ
完
形
土
器
が
そ
の
ま
ま
潰
れ
た
状
態
で
発
見

さ
れ

る
な
ど

、
そ

の
出
土
量

は
か
な
り
多

か
っ
た

。
な

お
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第
２
の
２
ト

レ
ン
チ
第
１
住
居

址
は
、
勝

坂
式
土

器
が
多

数
出
土

し
て

お
る
の
で

、
こ

の
時
期

の
住
居
と
思

わ
れ
る
が
、

こ
の
場
は
、
炉
の
饌
造

は
大
小
一
三

ヶ
の
自

言
石
を
用

い
下
士

囲
直
上

に
円
形

の
囲
み
石

に
し
た
炉
で
あ

っ
た
。

（

第
６
図
参
照
）

次
の
加
曽
利
Ｅ
式
土
器

を
出
土

す
る
地
点

は
、
勝
坂
式
当

時
と
余
り
変
化

は
な

い
よ
う
に
思
わ
れ

る
が

、
こ

の
遺
跡
で

は

、
土
器

の
出
土
量

は
ぐ
っ
と
少

な
い
よ
う
で
あ

る
。
ま
た
、
完
形
に
近

い
も

の
も
殆

ん
ど
な
い
。
そ
れ
を
反

映

し
て

か

竪
穴
住
居
址

の
正

使
に
調

査

さ
れ
た
も
の
は
な
か
っ
た
。
た
だ
、
第
３

ト
レ
ン
チ
で
地
表
下

九
〇

糎
に
床
面
ら
し
い
堅
い

面
が
発
見

吝
札

、
加

曽
利
Ｅ

式
土
器

片
が
伴
っ
て

出
土

し
た
と
い
う
の
が
唯
一
の
例
で
あ

る
。
調

。’公
の
範
囲
で
は
、
こ
の

遺
跡

は
促
文
文
化

で
は
勝

坂
式
土

器
の
頃
が
最
盛
期
で
あ

っ
た
よ
う

に
思

わ
れ
る
。
然

し
、
全
面

的
な
調
査
が
行
な
わ
れ

た
訳
で

は

な
く
、
ま
た
、
上
述
の
よ
う
に
、
調

査
後
つ

づ
い
て
行
な

わ
れ
た
開
田
作
業
時

に
ま
で
調
査

が
及

ば
な
か
っ
紆

の
で
、
そ
の
全
容
に
つ
い
て

は
知

る
術
も

な
い
。

げ
遺
跡
調
査

を
終

っ
て

注
意
さ
れ
る
こ
と
は
、
打
製
石
斧

の
出
土

の
多
い
（

約
二
〇
ヶ
）

の
に
、
石
鏃

の
発
見
、か
殆
ん
ど

な
い
こ
と

、
石

錘
の
出
土

が
案
外
少

な
い

こ
と
で
あ

っ
た

。
な
お
、
石

皿
・
敲
石

、
或
は
凹
石
な
ど
の
出
土
の
な
い

か
或
は
少
な

か
っ
か
こ
と
も
お
け

る
こ
と

が
出
来
よ
う

。
　
　
　
　
　
　

亡

９
｀
　
弥
生
文
化
　

縄
文
土

器

の
う
ち

、
後
期
初
頭
ら

し
い
小
破

片
も
出
土

し
た
が
、
こ

の
地
点

に
お
け

る
経
文
文
化

は
、
大

体
、
中
期

末
を
も
っ
て
終
っ
た
ら
し

い
。
弥
生
文
化

の
う
ち
、
こ
の
地
点

が
そ

の
居
住

の
対
飛
と
な

っ
た
の
は
後
期
か
ら
ら
し
い
。
弥
生
土

器
は
、
第
１
～
第
３
・
第
５
・
第
６
・
第
1
2・
第
2
3・
第
2
4

・
第
2
8
・
第
3
5の
各
ト

レ
ン
チ
か
ら
多
少

の
相
違

は
あ

っ
て

も
発

見
さ
れ
て

卜
る
。
殊
に
、
第
2
3・
第
4
2ト

レ
ン
チ
な
ど
に
最
も
多
か

っ
た
の
で
は
々
い
か
と
思
わ

れ
る
。
弥
生
土

器
の
破
片

の
う
ち

、
そ

の
極

く
一
部

は
、
下
伊
那

地
方
の
恒
川

式
に
類

写
る
と
思
わ
れ
る
も
の
も
あ

る
が
、
そ
の
手
法
は
後
期
に
ま
で
つ
づ
く
と
も

思

わ
れ
る
の
で
、
そ
の
大
部
分

は
後
期
末

に
わ
た

る
中
島
式

に
比
定
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
。
第
６

ト
レ
ン
チ
は
、
前
述
の
そ
の
東
端
に
楯
文
前
期
末
の
遺
物
が
微

量

出
土
し
た
堅
い
面
が
あ

っ
て

、そ

の
西

に
、矢
張

り
、堅

い
床
面

ら
し
き
も
の
が
出

土
し

、そ
の
地
点

か
ら
は
第

同
図
１
の

が
形
土
器

が
口
縁
部

を
下
に
倒
立
状
熊
で
発

見
さ
れ
た
。

後
期
弥
生
文
化
に

よ
く

み
ら
れ

る
埋

甕
で

、

か
た

め
ら
か
ら
発

見
さ
れ
た
櫛
目
波

状
文
土

器
の
破
片
と
と
も
に
中
島
式
に
近
似
す

る
も
の
と
思

わ
れ

た

。
こ

の
竪
穴
住
居
址
と
思

わ
れ
る
も
の
は
残
念
な
が
ら
そ
の
頓
饌
か
ど
ｙ
．確

め
る
こ
と

が
出
来

な
か
っ
た
。
な
お
、
第
3
5
ト
レ
ン
チ
の
第

２
住
居
址
に
は
、
そ
の

床
面
に

口
径

二
一
糎

、
高

さ

Ｉ
〇
糎

の
底
部

の
な
い
鉢
形
土

器
が
辻
甕
土

器
と

し
て
埋

め
ら
れ
、
そ
の
付

近
は
赤
く
焼
け
て
い
た
。
（

第
1
6図
）
調
査

に
当

っ
た
根



プ 式

ま ー

津
氏

も
い
う
て

お
る
よ
う
に
、
住
居
址
の
床
面

か
ら
発
見

さ
れ
た
も

の
は
土

師
器
で

は
あ

る
が

、
炉
址
そ
の
も
の
は
後
期
弥
生
文
化

の
炉
の
特
徴
と
し
て
の
埋
甕
で

あ

る
こ
と
に
注
目

し
た

い
。
土
師
式
住
居

の
最
初

の
頃

に
は
な
お
こ
の
風
習
が
残

っ
て

い
た
と
解
す

べ
き

か
、
後
期

の
弥
生
住
居
再
度

の
利
用

な
い
し
何

ら
か
の
事

情

で
後
世
の
遺
物
、か
混
入
し
た
と
解

す
べ
き

か
。
発
掘
時
の
感
想
で
は

、
前
者

の
考
え

に
落
着

い
て

い
た

が
、
な
お
類
例
を
み
た

い
。

そ
れ
は
と
も
か
く
、
後
期
弥
生
文
化

の一
時
期

に
、
こ

の
地
点
、か
再

び
生
活

の
場
と

な
っ
た
頃

に
は
、
弥
生

文
化
特
有

の
水
田
稲
作

に
加
え
て
畑
作
も
行

わ
れ

る
よ

う
に
な
っ
て
い
た
た
め・
、
こ

の
地

点
が
生
活

の
場
と

し
て
採

り
上

げ
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
第
3
5
ト
レ
ン
チ
第
２
住
居
址

の
存
在

は
、
後

期
弥
生
文
化
（

第
６

ト
レ
ン
チ
の
住
居
址

）
と
土

師
器
文
化
（

第
3
5ト

レ
ン
チ
の
第
３
住
居
址
な
ど
）
の
間
を
結
ぶ
結
節
と

な
る
も

の
で
あ
ろ

う
。

３
　

土
師
式

文
化
　

こ
の
地
域
の
最
も
繁
栄

を
み
た
の

は
、
こ

の
時
期
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
少

な
く
と

も
、
当
時

の
住
居
址

は
最
も
多
く
発
見

さ
れ

、
出
土
遺

物

の
曼
の
多
い
こ
と
も
こ
れ
を
物
語

る
よ
う
で
あ

る
。

第
１

ト
レ
ン
チ
の
第
１
・
第
２
住
居
址

、
第
２

の
、
ト
レ
ン
チ
の
第
１
住
居
址

、第
２

の
２

ト
レ
ン
チ
の
第
２

・
第
３
住
居
址

、
第
３

ト
レ
ン
チ
の
第
１
住
居
址

、

第
４
・
第
５
・
第
６

ト

レ
ン
チ
で
も
未

確
認
で
は
あ

る
が
、
少
な
く
と
も

、第
５

ト
レ
ン
チ
の
第
２
住
居
址

、第
８

ト
レ
ン
チ
の
第
1
2住
居
址

、
第
1
2
ト
レ
ン
チ
の
第

１
・
第
２
住
居
址

、
第
2
2
ト

レ
ン
チ
の
弟
１

住
居

址
、
第
3
5ト

レ
ン
チ
の
第
２
・
第
３

・
第
４
住
居
址

は
こ

の
時
期

の
も

の
で
あ

る
し
、
第
2
4・
第
2
5ト

レ
ン
チ
の

床
面
な
ど

も
こ
の
時
期

の
竪
穴
住
居
址
の
床
面

と
思
わ
れ
る
。

こ
れ

ら
の
住
居

が
、
こ

の
台
地

の
周
縁

に
分
布
し
て

い
る
。
台
地

の
巾
心
に
あ
た
る
付
近
は
、
調
査
に
許
さ
れ
た
時
間
の
な
い
こ
と
と

、
桑
畑
と
な

っ
て

い
て
調

査
困
難
で
あ
ら

だ
た
め
、
伊
那
市

御
殿
場
遺
跡

の
場
合
と
同
じ
よ
う
に

、
後
刻
行
わ
れ

る
ブ
ル
に
よ

る
作
業
時

に
未
調
査
地
域
に

お
け

る
込
物

の
存
在
を
確
認
し
て

欲
し

い
と

い
う
期
待

を
持
っ
て
い
た
が
、
そ
の
実
現
を
み
な

か
っ
た
の

は
残
念
で
あ

っ
た

。
従

っ
て

、
台
地

の
中
央
部

に
住
居
が
あ

っ
た
も

の
か
遂

に
確
認
で
き

ず

に
終

っ
た
。

若
し

、

こ
の
地
占
…に
住
屑

か
な
か
っ
た
も

の
と
す
れ

ば
、

台
地
の
中
央
部
を
広
場
に
し
て
住
居
は
そ

の
周
縁
に
存
在
し
て
い
た
と

い
う
推
測
も
成
立

一

つ

。土
開
式
住
居

の
構
造

は
、
最
大

の
も
の
は
七
・
二

米
×
六

・
二

米

、
最
小

の
も

の
は
五

・
一
五
米
×
五

・
三
五
米

、
い
ず
れ

も
四
木

の
主
柱

を
持

つ
方
形

プ
ラ

ン

の
住
居
で

、
炉
な
い
し
カ
マ
ド
を
付
属

と
し
て
持
っ
て
い
た
ら
し

い
。
普
通

は
炉
の
場
貪

か
古
く
、

カ
マ
ド
を
新
し
く
考
え
て
い

る
が

、
こ

の
遺
跡
で
も
そ

の
匈
え

ぱ
通
川
す

る
で
あ
ろ

う
か
。
友
野

良
一
氏

の
記
録
に
よ
れ
ば
第
１

ト
レ
ン
チ
の
場
合

、
第
１
住
居
作

か
第
２
住
居
址
を
切
込

ん
だ

の
で

は
な
い
か
と
い
わ
れ

る
が
、

出
土
込

物
に
つ
い
て

い
え

ば
、
甑
の
場
合
（

第
3
8図
参
照
）
小
竹

の
も

の
（

同
図
２
）
と
突
起
状

の
把
手

の
あ

る
大
形

の
も

の
（

同
図
３
）
と

の
比
較
、
甕
形
土
器
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． ｙ ｌ

の
場
合
（

第
3
6図
参
照
二

頭
部

の
収
約

の
強

い
も
の
（
同
図

３
・
４
）
と
弱
い
も
の
（
同

図
１
・
７
）
と
の
比
較
で
あ

る
が
、
前
者
で

は
２
↓

―
・
３
↓

４
と
い
う

発

展
が
考
え

ら
れ

、
後
者
で

は
頭
部

の
収
約

の
強

い
も
の
が
こ
の
場
合
、
こ

○
場
合
先
行
了

る
と
考
え

る
の・
で
あ
る
が
ど
う

い
う
も
の
で
あ

ろ
う
か
。

こ
の
遺
跡
で

は
、
カ
マ
ド
は
全
て

竪
穴
住
居
の
西
側
壁

に
あ

っ
た
か

、
こ
れ

は
根

津
氏

の
指
痢
す

る
よ
う
に
、
こ

の
地
の
自

然
環
境
殊
に
風

向
を
考
え
て
の
こ
と

で
あ
ろ
う
。
た
だ

、
火
災

に
遭
っ
た
住
居

球
二

、
三

ケ
あ

っ
心

か
、
こ
れ

は
環
境

を
考
え

な
が
ら

、
し
か
も
免

れ
え

な
い
結
果

で
あ

っ
て
、
悲
惨
で
も
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。
な

お
、
第
1
2
ト
レ
ン
チ
第
１

住
居

址
で
の
観
察
に
よ
れ
ば
、
建
築
材
料

に
は
栗

な
い
し
楢
材

が
選

ば
れ
、
屋
根

を
ふ
く
に
は
萱

を
川

い
た
も
の
ら
し
い
。

さ
ら

に
、
第
８

ト

レ
ン
チ
第
Å

住
居
址
で
は

、
屋
根
南
西
隅

に
配
石
川
構

を
持
っ
て

い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
た
。
お
そ
ら
く
、
信
仰
関

係
の
遺
跡
で
あ
ろ

う
が

、
何
を
祈

念
し
た
も

の
で
あ

ろ
う
か
゜

出
土
遺
物

か
ら
窺
え
る
当

時
の
生

心
は
、
鎌
や
鍬
な

卜
し
鋤
の
川
上

か
ら
農
耕

が
、
鏃
の
出
土

か
ら
狩
り
な

卜
し
時
に
よ
っ
て
は
幟
闘
士
行
な
わ
れ
八
こ
と
を
知

る
。
さ
ら
に
刀

子
様
製
品
に
よ
っ
て
農
・
狩
加
ど
の
食
料
稚
得

の
た

め
ば
か
り
で
け
な
く
一

般
の
利

器
言
言
か
鉄
製
品
に
代

っ
て
い
た
こ
と
を
知

る
こ
と

が

出

来

る
。
砥
石

の
存
在

は
、
そ

れ
ら
の
利
器
が
繰
り
返

し
用

い
ら
れ
八
こ

と
か
物
語

る
と
と
も
に
岫
（

ふ
い
ご
）
の

口
冲
鉄
俘
の
存
在

は
、
こ
の
地
立
て
鉄
製
品
の
製
作

が
現

実
に
行

な
わ
れ
て

卜
た
こ
と
を
物
語

っ
て

い
る
。
住
居

の
炉
で
こ

な
い

。焚
火
跡

の
発
見

は

、こ
れ
ら
の
作

萎

加
時
に
よ
っ
て
は
野
犬
作
業
で
は
な
か

っ
た

か
、

と
推
測

せ
し
め
る
。
或
は
、
発
掘
時
に
発
見

さ
れ
た
桔
上
塊

の
存
在
を
示

す
よ
う
に
、
こ
Ｏ
地
立
て
土
器
造
り
が
行
な
わ
れ
て
作
成

さ
れ
た
焚
火
跡
で
あ

る
か
も
知

れ
な
い
。

紡
錘
車

の
発
見
は
、
当

時
益

々
盛

ん
に
紡
繊
の
行
な
わ

れ
た
こ
と

を
物
語

る
と
と
も

に
、
一
斗

跡
で
四

ヶ
の
発
見

は
か
な
り
利
用

の
多

か
っ
た
こ
と

を
示
す
も
の

で
あ

ろ
う
。
或
は
、
織
物
の
村

で
あ

っ
た
も
知
れ
な

い
。
い
ず
れ

に
し
て

も
、
鉄

製
品

の
製
作

・
土

師
器

寸
須

恵
器

の
製

作
・
糸

で
翔
の
製

汁
が
同
一
地
占
…で
行
な

わ
れ
て

い
た
こ
と
は
、
あ

る
技

悦
の
言
机
把
製
品

に
あ

っ
て

は
、
物

々
交
換

の
対
象
と

な
る
こ
と

七
あ

っ
Ｅに
か
心
知
れ
な
い
バ
、
そ
の
多
く
の
場
合
は
、
一
つ
の
小

単
位

の
集
落
で
自
給
自
足
の
行
な
わ
れ
て

い
た
こ
と

を
如

実
に
物
語

る
も

の
で
あ

ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

余
診
沢
示
平

）



編集者

発行者

印刷所

天伯遺跡緊急発掘調査概報

昭和43年２月29日

長野県上伊那郡南箕輪村教育委員会

南 箕 輪 村 教 育 委 員 会

伊 那 毎 日 新 聞 社

長野県伊那市西町区春日町








	page1
	page2
	page3
	page4
	page5
	page6
	page7
	page8
	page9
	page10
	page11
	page12
	page13
	page14
	page15
	page16
	page17
	page18
	page19
	page20
	page21
	page22
	page23
	page24
	page25
	page26
	page27
	page28
	page29
	page30
	page31
	page32
	page33
	page34
	page35
	page36
	page37
	page38
	page39
	page40
	page41
	page42
	page43
	page44
	page45
	page46
	page47
	page48
	page49
	page50
	page51
	page52
	page53
	page54
	page55
	page56
	page57
	page58
	page59
	page60
	page61
	page62
	page63
	page64
	page65
	page66
	page67
	page68
	page69
	page70
	page71
	page72
	page73
	page74
	page75
	page76
	page77
	page78

